




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ねぇ、先生。

　先生はずっと気付いていなかっただろうけどね。

　私にとって先生は、涙なみだという雨から私を守ってくれる雨あま傘がさのような人なんだよ。




　先生がいるだけで、教室が陽ひだまりみたいな優やさしいあたたかさで包まれるの。

　先生が応おう援えんしてくれるから、私はいっぱい頑がん張ばることができたの。

　未来を約束してくれたから、私は新しい自分を発見できたの。




　きっと鈍どん感かんな先生のことだから、自分の存在が私をここまで強くさせているなんてわかっていないだろうね。

　いっぱい困らせてごめんなさい。




　でも、先生がずっとそばにいてくれたから、私は今こんなにも幸せなの。

　ずっと笑っていられるの。

　だから、これからも私の大切な場所でいてね。




　先生、大好きだよ。
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　それは突とつ然ぜんの出来事だった。

「ちょっと紗さ南な。あんた、どういうつもり」

　いつもは明るく私の名前を呼ぶ友達の恵けい子こに、登校するなり誰だれもいない化学準備室へと案内してきた途と端たん、この言葉を言ってきた。

「どういうつもり……って。どういうこと？」

「知らない振ふりなんかしても無む駄だだから！　だって私昨日、見たんだから！　いっ君と紗南が、教室で二人で抱だき合っているところ！」

「……はっ？」

　いったい恵子は何を言っているんだろう。

　いっ君というのは恵子の彼氏でたしか二人は付き合って二か月くらいだったはず。

「何それ！　何かの間ま違ちがいだって。どうして私が恵子の彼と抱き合う必要があるの？」

「だってあのうしろ姿、絶対に紗南だったもん！　私、しっかりと見たんだから！」

「ちょっと待ってよ！　うしろ姿だったんでしょ？　顔、見てないじゃん！」

　私の髪かみ型がたは肩けん甲こう骨こつあたりまであるストレートのロングに、身長は一六〇センチと平均だ。

　そして体形も標準だから、どこにでもいる平へい凡ぼんな女子のうしろ姿なんだ。

「顔、見てないけど……でも！」

　キッと強い眼まな差ざしを私に向ける恵子の瞳には、憎にくしみだけがこもっていた。




「まどかが言ってたもん！　紗南は前からいっ君を狙ねらっていたって！　だから、体を使って私から奪うばったんだって！　昨日、言ってたもん！」

「はぁ？　意味わかんない！　まどかも何言ってんの？」




　同じクラスの城しろ崎さきまどかはクラスの中でも目立つ存在で友達も多い女の子だ。

　不安で痛くなってくる頭をおさえて、私は必死に（冷静になれ）と言い聞かせていた。

「それに、いっ君も認めたんだから！」

「……な、なにそれ」

「昨日、まどかから聞いて、紗南は友達だし、絶対にそんなことしないって信じていたけれど！　でも、どうしてもいっ君に聞きたくて私、問いつめたの！　そしたら、紗南にせまられて断り切れなかったって……何度か、二人でそういうことしたって……」

　恵子の言葉の最後の方は涙なみだ声ごえだった。

　なぜ、どうしてそんなことが私の知らないところで起こっているんだろう……

「待ってよ……私、本当に知らない……」

「ウソ、信じられない！　だって、まどかも見たって言って、いっ君も……！」

「恵子は私よりまどかや彼氏の方を信じるの？」

「だって思い出せば、紗南ってばいっ君には優しかったもんね！　ほかの男子には愛あい想そないのにさ！　いっ君にだけは特別だったもん！」




　それは恵子の大切な彼氏だから、愛想よくしてただけだ。

　恵子が彼氏から、恵子の友達っていやなヤツとか言われてほしくなかったから。

「ねぇ、お願い。ちょっと待ってよ。相あい沢ざわ君と話をさせて。なんでそんなことを言っているのかちゃんと聞きたい」

「絶対にいやよ！　何考えてるの？　バカじゃない！　絶対に会わせないんだから！」




　もうボロボロに泣いている恵子は涙を拭ふくこともせず、再び私を憎しみのこもった強い瞳で真っ直すぐに見てきた。

「紗南なんか……大だい嫌きらい！　二度と私達に話しかけてこないで！」

　そう大声ではき捨てると、恵子は化学準備室を飛び出していった。

「恵子！」

　恵子を追いかけるため、私も思い切り化学準備室から飛び出した。

　勢いよく飛び出したその先で、出席簿ぼを持って歩いてきたある先生とぶつかってしまう。

「きゃぁ！」

「うわっ！」




　女子生徒の私より驚おどろいて大きな声を出したのは、私や恵子のクラス、２‐Ａの担任の都つ築づき先生だ。

　お互たがいに尻しりもちをついたから廊ろう下かには激しい音が響ひびいた。

「や、弥生やよいさんじゃないですか。大だい丈じよう夫ぶですか？　どうしてこんなところに……」

　都築先生は弱々しい声を出しながら、腰こしをさすって立ち上がる。

　真ま面じ目めな印象がある黒色の前まえ髪がみの間から見える瞳には、心配そうな色が見えた。




　急いでいた私は軽く頭を下げて、先生の前から立ち去ろうとするけれど、都築先生は両手を上下させて私の行動を阻そ止しした。

「ちょっと先生邪じや魔ま！　どいて！」

「そ、そういうわけには……今、弥生さんものすごくお尻をぶつけましたよね！　大丈夫ですか？　男の僕は何てことないですが、女性であるあなたには……」

　こっちは急いでいるのにおっとりとした話し方で、そのうえ女子生徒相手にお尻の話を始める先生に怒いかりの感情が込みあがってきて、思い切り睨にらんでしまった。




「先生、本当に最悪！　セクハラ！　どっかいって！」

「セ、セクハラ……？」

　都築先生の色白の肌はだは、私の「セクハラ」発言ですぐに桃もも色いろに染まる。

　でも、今は先生のことはどうでもよく、恵子の誤解を解くことが最優先だ。

「あっ、弥生さん……！」

　都築先生の脇わきをすり抜ぬけ、じんじんと痛むお尻を我が慢まんしながら走り出した。




　ここは化学準備室がある廊下で、私や恵子のクラスはこの先を真っ直すぐ走り、角を曲がったすぐのところにある。

　恵子ともう一度話をして、ちゃんと誤解を解くんだ。

「廊下は走っちゃダメですよー……！」

　後ろからなよなよした都築先生の声が聞こえてくるけれど、私はその声を無視してひと気の少ない廊下をただひたすらに走った。

　そして、到とう着ちやくした２‐Ａの教室に私が飛び込むと、教室の中央には泣き崩くずれる恵子の姿があった。

　まどかを始めとするクラスの女子のほとんどが恵子を囲んでなぐさめていて、その視線は強く冷たい瞳の色で、私へと一いつ斉せいに向けられた。




「け、恵子……」

　おびえながらも、恵子に向かって声をかける。

「恵子、もう一度話をしよう」

「紗南って本当、自己チューだよね。なに、イイ子気取ってんの？」

　そう言い放ったのは、なぜか私と恵子の彼氏の相沢君が抱き合っているというウソをついたまどかだった。




「まどか、アンタよくも恵子にウソを言ってくれたわね」

「はっ？　ウソ？　ウソをつき続けたのは紗南の方でしょ。恵子の彼氏を奪うばおうとしたくせに」

「だから、それは誤解だって……！」

　私の言い訳も虚むなしく、噂うわさ好きの女子達はまどかの話に食いついている。

　そして、私を見る視線は軽けい蔑べつの視線だ。

「相沢君だって認めてるんでしょ？　あんたも恵子に素す直なおに謝ったらどう？」

　黒くろ髪かみのロングヘアーを耳にかけ、強めの視線は正義感たっぷりの瞳に変わっている。

「ウソをついているのはまどかの方じゃない！」って、言い出したかったのに。

　でも、それは次々と登校してくるクラスメイト達の声でかき消されてしまう。




「うわっ！　恵子どうしたの？」

　そんな言葉が泣いている恵子にかけられればかけられるほど、私の立場は弱いものへと変わっていく。

　クラスメイト達が泣いている恵子をなぐさめている間、私は一定の距きよ離りを保ったまま恵子をずっと見ることしかできないでいた。

　だって、今はなにを言っても、恵子の心にはきっと届かないと思ったから。




　ＳシヨートＨホームＲルームになり、泣き止やんだ恵子は少し落ち着きを取り戻もどしていた。

　都築先生はそんな恵子を見て驚いていたけれど、事情を聞こうとしても相手にされていなかった。

　そして、私はＳＨＲが終わってからすぐに教室を出て恵子の彼氏である相沢君を探しにとなりのクラスに行った。

　なぜ、どうして何の関係もない私との関係を認めたのか知りたかったから。

　そしてそれを恵子にウソだと伝えてほしかったから。

　相沢君は彼女の恵子が泣いているということを知ってか知らずか、自分のクラスでのん気に友達と談だん笑しようしている。

　また苛いら立だちが募つのって、私は乱暴な足取りでとなりのクラスに入った。




「相沢君、ちょっといい？」

　私が現れると、途と端たんに気まずい顔になった相沢君を見て、やっぱり恵子にウソをついたんだと確信した。

　きっと、私によく似た女の子と恵子を二ふた股またしてるんだろう。

　そして、それを誤ご魔ま化かすために、私を悪者にしたんだ。

　自分が悪者にならないために。




「……ごめん、今からちょっと用事が」

「逃にげるの？」

　かなり冷たい声で言い放った。

　それでも相沢君はこの場から逃げようとするから、私は彼のその腕うでを摑つかみ行動を止めた。

「ほら、恵子、見てみなよ。紗南ったら相沢君にまた言い寄ってるよ」

　そんな声が後ろから聞こえてきて、背中に冷や汗あせを一気にかいてしまう。

　勢いよく振ふり返ると、この教室の扉とびらの前に立っていたまどかと恵子の姿があった。




「あっ……」

　誤解を解こうと思って起こした行動が、裏目に出てしまった。

　私は慌あわてて相沢君を摑んでいた腕を放す。

　相沢君はこれ幸いと、そのまま恵子のもとへ走って行った。




「恵子、見た？　紗南ったらバレたからもうあからさまって感じだよね。相沢君、大丈夫？」

「助けてくれてありがとう。恵子、向こうに行こう」

　そう言って相沢君は恵子の肩かたを抱だき、この教室を後にした。

　この一連の行動とやり取りで、私はとなりのクラスでも悪者扱あつかいの視線を痛いほど浴びてしまった。

　もう、それからは毎日が針のむしろだった。

　噂はどんどんとエスカレートし、「友達の彼氏を奪った略りやく奪だつ女」から「彼女がいる男でも平気で付き合う女」というレッテルを貼はられ、知らない男子生徒からもからかいの声をかけられるようになった。




　それでも、噂はいつかおさまるだろうと我慢して登校した。

　だって、もしかしたらいつか何らかの形で誤解が解けて、また元通りになれるかもというわずかな期待も持っていたから。




　─────でも、噂はおさまらなかった。

　おさまるどころか私をからかう人達がますます増え、私は学校での自分の居場所をなくしていった。

　どうして、私は何も悪いことをしていないのに、こんな目に遭あわなきゃいけないんだろう。

　相沢君とまどかのウソのせいで、こんなことになってしまった。

　恵子にはずっと無視をされ、クラスメイト達からもいないもの扱いをされて、味方なんて誰だれもいない。

　私を挫ざ折せつに追い込むのに必要な孤こ独どくな時間は、既すでに充じゆう分ぶん蓄ちく積せきされていた。

　そして、我慢ができなくなった私は担任の都築先生にも何も伝えないまま、二度と登校しない決意をし、学校を飛び出した。
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　登校拒きよ否ひを決めた次の日の朝は、私の気持ちとは正反対の気持ちよい晴れだった。

　二学期の始まりなんてまだまだ暑いはずなのに、今日に限って過ごしやすい気候に変わっているなんて私、本当につくづくツイてない。

「紗南ー。起きなさーい！　学校、遅おくれるわよー！」

　階段下から母親が私を起こす声が聞こえてくるけれど、返事をしなかった。

「紗南！　何してるの！　どうせ昨日、夜遅おそくまで起きてたんでしょ！」

　お母さんの怒ど鳴なり声を聞き、朝からモヤモヤばかりがたまっていく。

　私は布ふ団とんの中で大きなため息をついた。

「いい加減にしなさい！　本当に遅ち刻こくするわよ!!」

「うるさいな！　学校なんか行かないんだから放ほうっておいてよ！」

　たまったイライラが爆ばく発はつして、ベッドから起き上がると母親以上に大きな声を出して、自分の部屋の扉を思いっきりこぶしで叩たたいた。

　そのあまりの音と衝しよう撃げきに、殴なぐった手はじんじんと痛んでいるし、叫さけんでもちっとも心はスッとしなかった。

　母親も私のこの行動に絶句して階段を上って来ていた足音が止まり、少しの沈ちん黙もくの後、さっきとは全く違ちがう声こわ色いろで話しかけてきた。




「どうしたの？　学校でいやなことでもあったの？　お母さん、何も聞いてないから知らなかったわよ……」

　どうして何もかもお母さんに報告しなければいけないんだろう。

　母親なら言わなくてもわかってくれてもいいのに、なんて、すごく自分勝手なことで今、イラついている。




「もう私のことはほっといて！」

　頭が中から鈍どん器きで打ち付けられているみたいに痛い。

「はぁ……もう最悪……」

　おでこを手のひらでおおって目をつむり、眠ねむりに就ついた。

　でも、浅い眠りは私をすぐに目覚めさせる。

　カーテンも開けていないから外の様子は一いつ切さいわからない。

　だから部屋の時計を確かく認にんすると、お昼の十二時もまだ回っていなかった。

　この時間、いつもなら三限目の授業を受けているくらいかな……

　今日の三限目はたしか、担任の都築先生の国語の時間だ。

　都築先生は私のクラスの担任だけど、いつもどこか抜ぬけていて頼たよりない。




　─────学校、辞やめようかな。

　その選せん択たく肢しが、私の中で自然と浮うかび上がってきていた。

　行ったってイイことないし。

　悪いことばっかりだし。

　誰の目にも留まらなくなった今は解放された気分もあり、虚むなしい気分でもあり、それでも逃げられてホッとしたような……

　とても、とても複雑な感情だ。




「はぁ……」

　大きなため息をついて天てん井じようを見上げた時、家の電話が鳴っている音が聞こえてきた。

　そして、お母さんが気取った声を出して喋しやべっている。

　いいな、お母さんにはママ友という友達がいるのに、どうして私はいないのだろう。

　そばにあったクッションにスマホを投げつけ、私はどうしようもなく込みあがってくる感情を言葉にせずに、心の中で叫び続けた。

　必要以上に部屋から出ず、私の登校拒否一日目は終しゆう了りようした。




　ご飯も親が部屋まで持って来てくれ、お風ふ呂ろやトイレの時以外、部屋から出ない。

　部屋で過ごす方法は、パソコンで無料の動画を見たり、買っておいた雑誌を見て暇ひまを潰つぶす。

　そんな日々が退たい屈くつでたまらなかった。

　でも、学校というあの輪の中に戻もどろうなんて気はさらさらない。




「ねぇ、紗南。あなた、学校はどうするの？」

「だから辞めるって言ってるじゃん。学校にもそう伝えて」

「でも……」

「しつこい！」

　お母さんとの会話もそればかり。

　そんな日が一週間ほど続いた。

　なかなか寝ね付つけなくて、夜中に布団に入ったけれど浅い眠りだったせいか朝に目が覚めてしまった。

　そうしていると、フローリングに置きっぱなしにしていたスマホから音が鳴った。

　驚おどろきの方が強くて、送信者を確認しないまま私はメールを開かい封ふうした。

「なに……これ」

　そこにはなぜか担任である都築先生からメールが届いていた。




【おはようございます。担任の都築です。朝ですよ、起きていますか？　今日はとってもいい天気ですよー。カーテンを開けてください。朝は自然の光を浴びて体を起こしましょう】




「はっ？　意味わかんない。なんで先生が私のアドレス知っているの？」

　私は学校に行っていた時、信用している友達以外にはメールアドレスどころか、電話番号さえも教えたことがなかったのに。

　それなのになぜ先生が知ってるの？

「……お母さん……！」

　きっと犯人はお母さんだろう。

　学校に行かない私のことを相談して、登校するように説得してと言い出したのかもしれない。

「お母さん！」

　大きな足音を鳴らして私は階段を下りていく。

　キッチンにいたお母さんはそれは驚いた顔をしていた。

「担任に私のアドレス、教えたでしょう！」

　エプロン姿のお母さんにさっき届いたばかりのメールを見せる。




「勝手なことしないでよ！」

「勝手って……たしかに勝手をしたけれど、先生も紗南のことを心配してくれているのよ。だから、メールアドレスだけでも教えてくれって言われて」

「だからって教えたの？　最悪！　なんで担任からメールをもらわなきゃいけないのよ！　本当、迷めい惑わくなんだけど！」




　ただウザいという気持ちから、次から次へと反発する言葉が止まらない。

「二度と勝手なことをしないで！」

「紗南、待ちなさい！」

　その言葉をはき捨てて、私は下りてきた時と同じくらいの勢いで階段を上って行った。

「大っ嫌きらい。大人なんて、みんな大嫌い」

　鼻をすすり、勝手にあふれてきた涙なみだを手の甲こうで思い切り拭ふく。

　反抗心ばかりが込みあがってきて、この日の私はいつも以上に気持ちが荒あれていた。

　それから先生は毎日同じ時間にメールを送ってくるようになった。

　それは毎朝七時半。

　私の家から学校に行くまでに、この時間に出れば間に合う、そんな時間だ。

　先生はこのメールをきっかけに私が学校へ行く気になるとでも思っているんだろうか。

「バッカみたい」

　鼻で笑い、メールの内容を確認する私。

　今日のメールは、




【そろそろ現国で小テストを実じつ施ししようと思っています。今までの復習をすれば簡単ですよ。一日に数分でもいいので、教科書を開いてくださいね】




「勉強なんかするわけないじゃん」

　登校拒きよ否ひをする生徒が家で真ま面じ目めに教科書を開いて勉強でもすると思っているのかな？

　でも、そろそろ部屋の中ですることもなくなり、暇を持て余あましていた私。

　パラパラッと現国の教科書を捲めくってみる。

「ていうか、なんで先生の言うことを聞いちゃってんのよ、私」

　閉じた教科書をフローリングの上に投げ、ベッドの上に横になった。

　そして無意識にスマホを摑つかみ、メールの受信画面をタップした。

　そこにはずらりともう見慣れた先生のメールアドレスが並んでいる。

　登校拒否になってから、私にこうして連れん絡らくをくれたのは都築先生だけだ。

　それを何気なしにタップして一つずつ読み返してみた。




【おはようございます。よく眠ねむれましたか？　寝ね不ぶ足そくは集中力低下の一番の原因です。夜よ更ふかしはしないように。教室で会える日を待っています】




【雨が降ってきましたね。折り畳たたみ傘がさは持っていますか？　小さな傘でも、小こ雨さめ程度ならあなたを守ってくれます。忘れないようにしてください】




【先ほど、職員室の金魚に餌えさをあげました。餌を食べる金魚はかわいいですよ。あなたは今日何か美味おいしいと感じたものを食べましたか？】




「よくもまぁ、女子高生相手に毎日送れるよねー」

　担任だというだけで、登校拒否のひきこもりの女子高生に毎日、色々と考えてメールを送らなきゃいけない先生という職業も、なかなか大変だなぁと妙みように冷静になって都築先生からのメールを眺ながめていた。

　真面目そうな先生のことだ。

　きっと、頭を抱かかえながら内容を考えているに違ちがいない。

「でも、返信はするつもりないけれどね」

　返信なんかしてしまったら負けた気がして、どうも素す直なおにメールを返せないでいた。

「まぁ、こんな私相手にいつまでもメールなんて送ってこないよね。すぐにやめるよ」




　それでも都築先生はあきらめなかった。

　平日は毎朝、必ず七時半に一通のメールを送ってくる。

　それは昨日の学校での報告もあり、その日の朝の出来事を記していることもある。

　それを結構楽しみにしている自分が信じられなかったけれど、でも、先生からのメールを読んでいると、心が軽くなる……そんな気持ちになっていた。




　そして登校拒否を始めて三週間くらい経たった月曜日。

　その日の朝に、衝しよう撃げき的なメールが私のもとに届いた。

【今日も学校に来られない様なら放課後、家庭訪問に行きますね。二学期の学校行事のことなどで伝えたいこともあるので、よろしくお願いいたします】




「はぁ？」

　ベッドの布ふ団とんにもぐり込んでメールを見ていた私は勢いよく起き上がり、なぜか自分の服装を一番に気にしてしまった。

「冗じよう談だんでしょ？　女子高生の部屋に男の担任が入るの？」

　学校に行っているときは、多少は身なりを気にしていて髪かみもメイクも人並みに気き遣づかっていた。

　でも、家にずっとこもりきりの生活で何もしてこなかった今の私は肌はだも髪もボロボロだ。

「噓うそ、うそ、ウソ！　マジで勘かん弁べんして！」

　絶対に部屋には入れないことを心の中で誓ちかいながらも、手て櫛ぐしで髪を整えている私。

　思っていることと行動していることは別々だ。

「本気でいやなんだけど……!!」

　ソワソワと居い心ごこ地ちの悪い時間を私は夕方まで過ごすこととなった。




　─────そして、夕方。私の家のインターホンが鳴った。

　私は自分の部屋の扉とびらに耳を当て、聞き耳を立てた。

　すると、ＨＲで毎日聞いていた先生の男の人にしては細い声が聞こえてくる。




「お忙いそがしい時間にすみません。紗南さんの担任の都築です」

「まぁ、ご足労いただきありがとうございます。どうぞ、お上がりください」

「すみません、ありがとうございます」

「いえいえ」

　と、大人の定番の挨あい拶さつが階段下から聞こえてくる。

「早く帰っちゃえ」

　ぶっきらぼうに独り言を言ってからしばらくした後、私の部屋の扉がノックされそのままゆっくりと開いた。




「紗南、都築先生が来てくださったわよ」

　お母さんはそう言いながらさらに大きく扉を開けた。

「お邪じや魔まします、弥生さん」

　お母さんの後ろから先生の優やさしい笑え顔がおが見え、その声を聞いて私は正気に返り、勢いよく立ち上がった。

「ちょ……！　どうしていきなり扉を開けるの！　信じられない！」

「ちゃんとノックしたわよ」

「返事してないのに開けないでよ！」

　気の抜ぬけた姿を見られたという恥はずかしさのあまり、大きな足音をたてながら私はドアノブを摑み閉めようとする。

　すると、先生の大きな手がその扉をおさえた。




「急に閉めようとしたら危ないですよー、弥生さん。少しだけお話できますか？」

「できないから！　帰ってよ！」

　ドアの勢いを止められても、私の込みあがってくる意地は止まらない。




「紗南！　先生に向かってなんてこと言うの！」

「先生とか一番会いたくないから！」

　もうこうなったら言葉は止まらなかった。

　それでも都築先生は苦笑いしかしないのだから、女子高生にこんなことを言われ慣れているか、かなりのメンタルの強さの持ち主かだと思う。

「うーん、困りましたね」

　ほら、やっぱり先生自身は全く気にしてない。

「じゃあ、五分だけ。五分だけ僕に時間をください。喋しやべりたくなかったら何も話さなくていいですから。少しの間、一いつ緒しよにいていいですか？」

　先生は扉をおさえていた手を私に広げて見せ、五分という時間を強調してくる。
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「んー……じゃあ三分でどうですか？　三分過ぎたらすぐに帰りますから」

　三分だけとまで言われて、それでもいやだと言うのはさすがに子ども過ぎるだろうと思い、渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「……絶対に三分だけだから」

「ありがとうございます。じゃあ、お母さん、ちょっとの時間だけ僕と紗南さんだけにしてくださいますか？」




　先生が軽く会え釈しやくすると、お母さんは心配そうな顔を見せながら階段を下りて行った。

「えーっと……では、お邪魔してもいいですか？」

「……」

　私は無言で部屋に入り、ベッドの上に乱暴に座る。

　都築先生はキョロキョロと部屋を見み渡わたしながら、ゆっくりと部屋に入ってきた。

「……ちょっと。あんまり見ないで」

「あぁ、すみません。想像よりサッパリした部屋だなと思って」

　たしかに私の部屋は女子高生にしてはかざりっ気のない部屋だと思う。

　黒と白で統一したシンプルな部屋だから、どちらかというと男っぽい。




「座ってもいいですか？」

「三分だけなのに座るの？」

「三分だけでも弥生さんと同じ目線で話したいんです」

　鳥とり肌はだがたちそうなことを言われて、私は肩かたを怒いからせて先生を睨にらむ。

　なのに、先生は私の目線を受け止めて優しく微笑ほほえみ返してきた。




「女子高生と同じ目線とか……気持ち悪い。何考えてるの？」

「あはは、そうですね。何を考えているのかわからないから、たくさん話をしたいんです。どうして学校に来なくなったのか。今、あなたが何を考えているのかとか」

　核かく心しんに迫せまられた話題を出されて、身構えてしまった。

　でも、登校拒きよ否ひをした私の家にまでわざわざやってきたということは、絶対にもう一度学校に来させようと説得しに来たに決まっている。

「学校には行かないから」

「そうみたいですね。さきほど、お母さんから聞きました。絶対に学校には行かないと」

　先生は笑ってはいるけれど、さっきみたいな軽い笑みではなくなっていた。

　私はその顔から逃にげるように視線を泳がす。




「わかっているなら帰って」

「それではなぜ学校に行かなくなったのか、理由だけでも聞いてもいいですか？　辞やめる辞めないは弥生さんの自由ですから」

「マジでそんなこと言ってんの？」

「えぇ。僕は教師ではありますけど、一人の人間の決断を無む理り強じいして曲げさせるほど、えらくはありません。ただ、なぜあなたがこういう状じよう況きようになってしまったのか。それが知りたいんです」




　私は先生が放つ言葉の一つ一つに開いた口がふさがらず、マヌケな顔をしてその真意を頭で必死に理解しようとしていた。

　だって、絶対に「学校に来なさい」ということしか言われないと思っていたから。

「こんなことになるまで気付けなかった僕が一番悪かったと思ってます。だから、せめて弥生さんが一人で苦しんでいる部分を少しでもいいから取り除いてあげられたらと……」

「余計なお世話だから！」

　もう聞くに堪たえられなくて、先生の話を途と中ちゆうで遮さえぎった。

　そして部屋の扉の前に行き、ドアノブに手をかけて扉を勢いよく開け、私は立ち上がった先生を見上げて睨む。




「三分経たったから。帰ってください」

「あれ？　もう三分ですか？　早いですね」

「私の中では三時間くらいの気分です」

「うーん、僕ばっかり喋っていた気がするんですけど」

「先生、話長いから」

「あっ、じゃあ朝のＨＲや授業もそうですか？」

「そうよ。だからいつも肝かん心じんなとこがわかんなくって……」




　早く帰ってほしくて声をかけたはずなのに、なぜか世間話になっていて慌あわてて口を閉じた。

　先生はニッコリと笑って私に近づいてくる。

「ちゃんと喋ってくださってありがとうございます。久しぶりに人と話をしてどうでしたか？　僕は弥生さんと話ができて楽しかったです」

　喋りたくない相手のはずなのに、今の先生の声は優しくストンと耳に入ってくる、そんな心ここ地ちいい声に聞こえる。

　そんな気持ちになる自分が許せなくて、先生のそばから駆かけ足で去りベッドに向かった。




「早く帰って」

「そうですね、帰ります。これから部活も見なきゃいけないんで。ちょっと抜ぬけてきたんですよ。帰ったら遅おそいって部員の子に怒おこられますねー」

　気楽にそう喋るから全然急いでいるふうには思えないけど、でもたしかこの人男子バレーボール部の顧こ問もんをしていたっけ。




「では、また明日あした」

「……」

「さようなら」

「……」

　最後は先生の問いかけに返事をすることはしなかった。

　そしてそのまま先生は私の部屋を出て行ったんだ。

「はぁーーー……」

　先生が出て行ったあと、すぐに扉とびらを閉めて大きなため息をついた。

「帰った……」

　私なりに気を張っていたみたいで、ひどい脱だつ力りよく感に襲おそわれる。

　こんなに疲つかれるくらいなら突つっぱねなきゃいいのに、いつの間にか大きくなった反はん抗こう心はどこまでも膨ふくらむばかりだ。




　でも、「喋しやべれてよかった」とか「苦しんでいるなら助けてあげたい」みたいなことを言われて、「はい、ありがとうございます」なんて言えない、絶対に。

　そんなふうに思えるなら、とっくに先生に助けを求めていた。

　それに登校拒否になっていまさら……という思う気持ちの方が大きい。

　今日はもう精神的に本当に疲れたから、仮か眠みんを取ろうとベッドにもぐり込む。




　でも、今から先生は部活の顧問のお仕事か……

　先生もいろんなものを抱かかえてるんだなと、そんなことを思ってしまった。

　だって、授業をして担任も受け持って、部活の顧問もしてさらにはこんな問題児の面めん倒どうまでみて。

　私、将来絶対に教師だなんて職業なんか就つくことはないだろうな。

　いや、それ以前に『高卒』という文字を履り歴れき書に書けないんだった。




「ははっ」

　そんなことを想像していたら泣きそうになって、軽く苦笑いをして布ふ団とんを頭まで全部被かぶった。

　まさか、自分がこんな道を歩むなんて思いもしなかったからだ。

　普ふ通つうに高校に入学して、普通に進級して、普通に卒業して進学して。

　恋れん愛あいもちゃんとして、仲のいい友達も作って、高校生活を満まん喫きつするはずだったのに。

　思い出したくもないけど、あの日を境に全すべてがなくなった。




「……恵子、元気かな」

　最後に恵子を見たのは、まどかと恵子の彼氏の相沢君と三人で昼休みに移動していた姿だ。

　私はそのまま学校を飛び出して二度と行かなくなったから。

　そういえばクラスの子達で作ったメッセージアプリのグループ、そのままだったな。

　今の私には何の用もないから退会しようかな。

　ふと、そんなものを思い出し、スマホを手に取る。

　その瞬しゆん間かん、なぜかとてつもなくいやな予感がした。

　なぜかわからないけれど、そういう勘かんというものが働いたんだ。

　すぐに退会しようとスマホの電源を入れた途と端たん、数週間ぶりかに聞くラインのメッセージを受信する音。

　私は恐おそる恐るそのメッセージを読んだ。
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　ポタ、ポタ……と、スマホのディスプレイに涙なみだが落ちていく。

　そこにはクラスメイトのなつかしい名前がずらりと並んでいた。




【今日、都築先生が紗南の家に行くって言ってたねー】

【一いつ緒しよに行きたい人は連れん絡らくくださいって言ってたけど。だれが行くかっつーの笑】

【略りやく奪だつ女の顔なんか見たくないって笑】




　男女問わず、私のことについてトークをしている画面が視界に入ってくる。

　私も途と中ちゆうで止やめておけばよかったのに、気になってとうとう最後まで見てしまった。

　そして、そこにはまどかから恵子に向かってメッセージが送られていた。




【恵子、誘さそわれていたねー。行ったの？】

【行かないよ。もう友達じゃないもん】

　その一文を既き読どくにして震ふるえる指先で私はすぐにグループから退会し、アカウントも消した。

　もちろんアプリそのものもスマホから消す。

　今見たものをなかったことにしたかったんだ。

　全てはウソで、あんなものはもとから存在しなかったことに。




　でも、そんなことは魔ま法ほうでも使わなきゃ無理だ。

　だから、今見たものは全て現実で、私は今でもクラスメイト達からいらない人と思われている。




「……もう、いやだ」

　外まで聞こえるくらい大声で叫さけびたかった。

「私は悪くない！　なにもしてない！」って。

　でも、私の声なんか誰だれも耳を傾かたむけてくれないだろう。

「ふっ……」

　自然に出る涙なみだ声ごえを誰にも聞かれたくなくって、布団にもぐり込んだ。

　もう、色々と考えるのがバカらしくなってきた。

　もう、どうでもいいや。

　気持ちも体も重いままベッドから立ち上がり、私は部屋の窓に向かう。

　久しぶりにカーテンを開け、窓も開ける。

　外を眺ながめると空は暮れ始めていて、薄うっすらと夜の気配がした。




「……ここから落ちたら、どうなるかな」

　二階くらいじゃ骨折する程度かもしれない。

　何もかもいやになった今、全てを投げ出したいけど、アイツらのせいで人生が終わりになるなんてバカらしいし骨折で終わっちゃうんじゃただの痛み損だ。

「バカなことはやめよ……」

　下を向いても見慣れた自宅の庭で、多少の雑草が生えただけの普通の地面だ。

　そこには私を変えてくれる何かがあるわけじゃない。

　涙を止めてくれるものがあるわけでもない。

　そんなの、きっと見つかるわけない。

　それに、私にもしものことが起きても、周りの人には同じ日々が繰くり返されるだけ。




「早く明日あしたになって……」

　雑草ばかりの庭を見つめ、ポツリと呟つぶやく。

　その日の夜は夕ご飯も食べる気になれず、電源をオンにしたスマホを見つめ、都築先生からの今まで送信されてきたメールをずっと繰り返し眺めていた。

　そして翌朝、トイレに行こうとした時、メールが届く。

　時計を確かく認にんすると時間は七時半。

　……都築先生だ。

　スマホを取る手は今までの中で一番速かったのかもしれない。

　今日はどんなメールを送ってくれているんだろう。

　多分【おはようございます。昨日はありがとうございました】とか事務的なメールな気もするけれど。

　苦笑いしながら見たそのメールには、今まで見たことがないくらい長いメッセージが綴つづられていた。




【昨日はありがとうございました。久しぶりに弥生さんの顔が見られて、安心しました。だけど、ちゃんと眠ねむれていますか？　睡すい眠みん不足はいやな念を吸い込んでしまいますよ。気を付けてください】




「ぷっ、なにそれ」

　そんなこと聞いたことがないなと思い、笑いながら続きを読んでいく。




【昨日、弥生さんを見てふと思いました。ちゃんと空気を吸ってますか？　心にも息いき抜ぬきをさせてあげてください。ずっと閉じこもっていては、下ばかり見てしまうようになりますよ】




　メッセージを読んでいて、笑う声が止まる。

　息なんかちゃんとしてる。

　だって、息をしなくちゃ生きていけないじゃない。

「心にも息抜きだなんてさすが国語教師ー。ポエムとか書いてんじゃない？　この人」

　バカにするようにまた笑い、でも心の奥では的を射られていて胸が苦い気持ちでいっぱいになる。

　そして、メッセージは最後の二文になった。




【今日は雲一つない青空ですよ。窓を開けて、一度でも空を見ましたか？】




　下した唇くちびるを嚙かんで、グッと込みあがってきたものを我が慢まんした。

　私、閉じこもってから一度もちゃんと空なんか見ていない。

　見ていたのは下ばっかりだ。




　私はスマホを手にしたまま立ち上がり、窓を開けた。

　初夏を思わせる少し暑い日差しを肌はだに感じ、でも朝の澄すんだ空気は私の体に気持ちよさをもたらしてくれる。

　私は思い切り深呼吸をして空を見上げた。

「はぁ……」

　そこには都築先生のメッセージ通り、真っ青な空が広がっている。

　どこまでも遠く続く青空を見ていると、無む性しように泣きたくなった。

　自分がとんでもなくちっぽけな存在みたいに思えて、悩なやんでいた心が少しだけ軽くなった気がした。




「本当に、心にも息抜きって必要なんだな」

　それはポツリと呟いた独り言だった。

　でも、なんだか都築先生に言いくるめられたみたいだし、変なポエムに汚お染せんされたみたいで自分自身が気持ち悪くなってくる。

「うわー、もう気持ちワル！」

　スマホを持っていない手で腕うでをさする。

　でも、そんなふうに思いながらもその日は一日カーテンを開け、窓から陽ひの光を部屋に取り込んだ。

　なんだかそれだけで真っ当な人間に返れた、というのは言い過ぎかもしれないけれど、それでも気分はよかった。




　そして翌日。

　またいつもの時間に都築先生からメールが届いた。

　そこには目を丸くさせるメッセージが送られてきていた。




【おはようございます。担任の都築です。弥生さん、学校はどうなさいますか？　まだ来られないのなら、僕が勉強を見たいと思います。場所も学校ではなく、となり町の図書館にしましょう。今週の土曜日、空けておいてください】




「……はぁ？」

　何を考えているんだろう！　この先生！

　しかも、一方的に曜日とか決められているし！

「図書館か……」

　先生と二人っきりで会うことが、世間一いつ般ぱん的にいいのかどうかなんてわからない。




　そうだ、もし土曜日が晴れたら行こう、雨だったらやめればいいじゃない。

　自分で勝手に条件をつけて、私は壁かべに貼はってあるカレンダーの土曜日に赤ペンで丸をした。

「雨だったら、気分が悪いとか適当な理由つけたらいいよね」

　赤ペンを指先でくるくる回しながら、今週土曜日をジッと見てしまう。

　それに先生も部活があるんだから、わざわざ私一人のために時間を割さいている場合じゃないだろうし。




　そう思うとまた苦い気持ちが込みあがってきて、赤ペンを机の上にポイッと放ほうり、気分を紛まぎらわそうとパソコンの動画サイトを開く。

　今日も決まった時間に動画サイトを更こう新しんして、視し聴ちよう者を楽しませるためにあくせく働いている人が画面の中にいる。

　私はそれを笑って見ながらも、半分は集中できないでいた。

　そしてつまらない日々が過ぎ、土曜日の朝になった。

　天気予報は晴れ時々くもり。

　これなら先生は確実に家に迎むかえに来るだろう。

　木曜日の朝までは学校行事についてのメールだったのに、金曜の朝には【明日、家まで行きますね】なんて送られてきたもんだから、いやが上にも心臓は反応して、今日までずっと高く鳴りっぱなしだ。




　ソワソワと落ち着かない気持ちで過ごしていると、家のインターホンが鳴る。

　都築先生はきっちり十時に私をむかえにやってきた。

　玄げん関かんでは、先生はお母さんに前もって話を通していたのか「どうか娘むすめをよろしくお願いします」という声が聞こえてきた。

「親の許可も取ってるんだ。さすがきっちりしてるわ」

　ここまで用よう意い周しゆう到とうなら、一人あがいている自分が無様に思えてきた。

　もう、行くだけ行って適当に勉強して帰ろう。




「弥生さーん、むかえに来ましたー。行きましょー」

　玄関から間ま延のびした声で私を呼ぶ先生。

　私が「はーい！」なんて返事でもすると思っているんだろうか？

　そんなことを考えると、恥はずかしくて顔から火が出そうだ。

「もう……行きゃいいんでしょ！」

　適当に教科書とノートをトートバッグに詰つめ、勢いよく立ち上がった。

　登校拒きよ否ひを始めてから四週間。

　この日、登校拒否をしてから私は初めて外に出た。




「あっ、来た来た」

　私が面めん倒どうそうに階段を下りていくと、それは嬉うれしそうに笑った都築先生が玄関に立っていた。

　その姿はいつもの学校での白シャツとスーツのズボンとかじゃなくって、メンズブランドのＴシャツと細身のデニムだ。




「紗南、先生に迷めい惑わくをかけちゃダメよ。今まで遅おくれた分、ちゃんと勉強して……」

「もう、うるさい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでお母さんの話を自分の声で遮さえぎり、乱暴にサンダルをはいた。

　お母さんはずっと先生に頭を下げていて、先生も両手を振ふり「大だい丈じよう夫ぶです」と答える。

　学校の問題のことで親が関かかわると、どうしてこんなにイラッとするんだろう。

　放っておいてほしいといつも思ってしまう。

「では、お昼には帰りますので」

「本当にどうぞよろしくお願いいたします……」

　それでも小さくなったお母さんの姿を見て、ズキンと胸が痛む。

　できるだけお母さんを視界に入らない様にさせて、私は先生より先に家を出た。




「あっつ……」

　昨日、一日中雨が降っていた外は、想像以上に蒸むし暑い。

　半はん袖そでの腕にジメッとした雨特有の不快感を覚えた。




「もう初夏の陽気ですからねぇ。でも車の中はクーラーをきかせているので涼すずしいですよー」

　先生の車の中は本当にクーラーをきかせてくれていて、私は助手席に乗った。

　それでも先生は「よかったです、乗ってくれて。では、出発しますねー」とのんびりした口調だ。

「弥生さん、シートベルトお願いします」

「……はーい」

「喉のどは渇かわいていませんか？　一応、女子高生が好きそうなドリンク、買って来たんです」

「……別に、渇いてない」

「あっ、今日は現国と英語メインにしましょうね。二時間しかないので……」

「それより早く出発してよ」

「あぁ、そうですね。はいはい」




　先生は会話に夢中になっていて、いつまでたっても車を出発させようとしない。

　本当におっとりしていて、のんびりしている人だ。

　それなのに、運転する姿は大人の男の人を意識させるなんてズルいと思う。

　運転席にお父さん以外の人がいるなんて経験がほとんどないから、余計意識しちゃうだけなんだと思うけど。

　そして車をゆっくりと発進させて都築先生は私に陽気に話しかけてくる。




「そうだ、となり町の図書館までは二十分くらいですから。音楽でもかけましょうか？」

「……いらない」

「じゃあ、眠ねむっていてもいいですよー」

「……眠たくない」

　こうして会話をしていたいと言ったら、この先生はきっとバカみたいに喜ぶんだろうな。

　私が「もういい」って言うまでずっと喋しやべっていそうだ。

　一方私はというと、久しぶりに家族以外と会話をするのが案外心ここ地ちよく楽しかった。




　そして到とう着ちやくしたとなり町の図書館は、地元の図書館よりも倍近く広い館内だった。

　ジメッとした肌はだに館内の冷れい房ぼうはとても心地よく、私は一気にホッと息をはき出す。

「今日は土曜日だからちょっと人が多いですね」

「よく来るの？」

「えぇ。休みの日で部活動のない日はほとんど図書館で過ごしてます」

「……遊びにとか行かないの？」

「行きますよー。といっても友人はサービス業の人が多いので夜によく会いますねぇ」

　ということは、先生は彼女とかいないのかな？




　そんなことを考えていると、先生は「あっ、あそこに座りましょうか」と指さした。

　先生が指さした場所は、二段上った先にあった窓まど際ぎわの二人用の席だった。

　大きな窓からは図書館の周りに植えられている様々な緑が見える。

　私達は向かい合わせになって座り、教科書とノート、筆記用具を出した。

　先生も持って来ていたリュックの中からファイルに挟はさんでいたプリントを数枚出す。




「英語の谷たに先生から弥生さんが休んでいた間の小テストのプリントを預かってきました。今日はこれをやりましょうね」

「うっ……英語、嫌きらい」

「まぁそう言わないで。僕も昔を思い出して英語、頑がん張ばりますねー。一いつ緒しよに解いていきましょう」

「なにそれ、教えてくれるんじゃないの？」

「何事も問題は一緒に解決した方がいいですよー。なので、一方的には教えません」




　そういえばこの人の授業って「教える」じゃなくって「一緒に答えを導き出す」やり方だったなって思い出した。

　それを理解して、シャーペンの先から芯しんを出しながら小テストのプリントと向かい合う。

　ここのところ全く勉強から遠ざかっていたせいで、登校拒否する前に習っていた英文さえ訳せなくなっていた。

「どこがわかりませんか？」

「もう記き憶おくがぶっ飛んでて、何が何だかわかんない」

「あははー、それは困りましたねぇ」

　そんな緩ゆるい空気のまま、私は先生が持参してきた英和辞典とにらめっこしながら勉強を始めた。

　久しぶりに頭を使う時間はとんでもなくだるかったけれど、ゆっくりと流れる時間で行う勉強は学校でする授業よりもずっとわかりやすかった。

　先生のこの柔やわらかい独特の雰ふん囲い気きのおかげかもしれないけれど。




「予習はもちろん、復習も大事なんですよー。勉強は特にね」

「ふぅん」

　今、それを身にしみて感じたところだ。

　さすが先生をしているだけあって、教え方がうまいなぁと感心していた時だった。

「あっ、これ過去形じゃないですよ」

「えっ、どれ？」




　先生が身を乗り出したと同時に私も同じ動きをした。

　額がぶつかるくらい、私と先生の距きよ離りは近くて男の人にこんなに近寄ったのは初めてだ。

「ほら、ここはですね……」

　頭を上げればとんでもなく近い距離にいる先生のせいで、せっかく教えてもらった説明は全く頭に入ってこなかった。

「わかりましたか？」

「あっ……」




　せっかくヒントを教えてくれたのに、全然理解できなかった。

　わかったのは先生はお父さんみたいな男くさいにおいはあんまりしなくって、シャンプーみたいなにおいが強いってことと、伏ふせた目がすぐ前にあったから、意外とまつ毛が長いということだけ。

　そして、瞳ひとみの色が曇くもってなくて透とう明めい感かんがある、とても綺き麗れいな瞳だった、ということだ。




「あれー、説明の仕方が悪かったですかね？」

　先生は私がそんなことを思っているとは知らず、後頭部をかいて困った顔をしている。

「違ちがう、先生は悪くない。私が聞いてなかったの」

「そうですか。まぁ、いきなりずっと勉強は疲つかれましたよね。休きゆう憩けいしましょうか」

　悪いのは私なのに、先生は怒おこらない。

　そういえば先生の怒った声って聞いたことがない。

　表情を見たって、いつもニコニコとした笑え顔がおだ。

「先生って何歳？」

「んっ？　どうしたんですか、急に」

「いや、何となく……」

「もう二十五歳ですよー。あともう少しでアラサーですねぇ。つい最近まで学生だと思っていたのに」




　先生は窓の外を眺ながめて遠くを見つめ、懐なつかしそうに呟つぶやいた。

　自分の高校生の頃ころでも思い出しているのかな。

「先生ってどんな高校生だったの？」

「きょ、今日は随ずい分ぶんと質問してくれるんですね」

「べ、別に……興味があるとかじゃなくって、単に話題がないだけだから！」

「あぁ、そうですねぇ。僕みたいな年上だと共通の話題なんてないですもんねぇ」




　先生はクスクスとテーブルの上に腕うで組ぐみをして微笑ほほえんでいる。

　私は気き恥はずかしくなってしまって、窓の外をぷいっと向いた。

「僕の高校時代は……そうですね、弥生さんになら話してもいいかもしれませんね」

　先生らしくない切なげな笑みを浮うかべ、ぽつっと呟いた。

　私はいつものように邪じや険けんな雰囲気を出してはいけないと思い、姿勢を正して先生を真っ直すぐ見た。

「……あんまりいい思い出とかないの？」

「ないですよー。部活でバレーボールばっかりしていたので。辛つらくて苦い思い出しかないですね」

　ハハッと笑う先生からは切ない表情は消えていた。

「……そんなにいやだったの？　練習」

　ツッコんで聞いていいかわからなかったけれど、いやなら話題を逸そらされるだろうと思い勢いで聞いてみた。




「練習はたしかにきつくていつもいやだと思っていましたよ。でも、原因は練習じゃないんです」

「じゃあ、なに？」

　私が問うと先生はテーブルの下にある左足を私に見える位置までずらし、ズボンの裾すそをまくり始めた。

「ちょ、何してんの……！」

　先生の行動に驚おどろいて目を両手で隠かくそうとしたけれど、その手は止まってしまった。

「高校三年生の時に交通事故に巻き込まれてケガをしてしまったんです。これ、その時の傷なんですよ」




　先生の左足の膝ひざから足首にかけて、かなり目立つ傷きず痕あとが真っ直ぐにある。

　こんなにはっきり残っているくらいだから、そうとう大きなケガだったんだろうなと、簡単に想像がついた。




「高校三年生の……夏を、むかえる前くらいだったから、ちょうど今くらいの季節ですね」

「今……」

　苦笑いをしながら、先生はズボンの裾を戻もどした。

「最初はね、夏の大会に間に合うようにリハビリも頑がん張ばっていたんですよ。高校最後の大会だし、僕はリベロというポジションで同じ学年に控ひかえはいなかったので、絶対に間に合わせなくちゃいけないって」

「リハビリはかなり辛かったんですよー。毎回泣き言を言っていました」と笑いながら語る先生。

　私はそんな声を聞きながら、その先に考えられる最悪の予想が頭の中に駆かけ巡めぐると、焦あせりしか生まれなかった。

　でも、そんな私とは反対に先生は淡たん々たんと語る。




「でも、退院して部活を覗のぞきに行ったらね、代わりがいたんです。気にも留めていなかった二年生の後こう輩はいがね、僕の代わりにコートに立っていたんですよ。しかも、周りはそれを当たり前のように受け止めていた」

　当時のことを思い出しながら語っている先生、いったい今、どんな気持ちなんだろう。

「部員はみんな同情はしてくれましたよー。チームワークはよかったですから。でも、時間は待ってくれませんでした。大会に間に合わないと踏ふまれたんでしょうね。ポジションは下級生に取られちゃいまして……」

　淡々と語る先生の声からは、何の感情も伝わってこない。

　こんなの、授業の時の方がよっぽど楽し気に話してる気がする。




「その上、後こう遺い症しようが残のこってしまったので、最後の大会はレギュラーからおろされて控えになってしまいました」

　先生は少し切なげな表情をしただけで、にこやかな笑みにまた戻っていた。

　そんな過去を持っているなんて、普ふ段だんの先生からは全く想像つかなかった。

「大会も途と中ちゆうで負けて、試合にも出られなかった。これが僕の高校生活最後の部活でした」

　それでも先生は明るく笑っている。

　私はギュッと下した唇くちびるを嚙かみしめた。




「試合に出られなかったこと、後こう悔かいしてる？」

「それはもちろん。悔くやしい気持ちでいっぱいです」

　先生は前のめりになって私に顔を近付けてきた。

　結構な距離の近さに、驚くほど心臓は音を鳴らして飛び跳はねる。




「弥生さんは？　やり残したことや後悔とかありませんか？」

　都築先生にうかがうような視線を送られ、私は瞬まばたきさえもできずに固まってしまった。

　それからも先生とは目線を合わせることができず、無言で自分の太ももを見つめる。

「……すみません。ちょっと踏み込んだ質問をしすぎてしまいましたよね。続き、しましょうかー。時間はあっという間ですよー」

　そう、時間はあっという間に過ぎていくんだ。

　私がずっと同じところで立ち止まっている間も、周りの時間は止まらない。

　どうして私だけがこんな目にあっているんだろうって気持ちが次々と湧わいてくる。

「……悔しい」

　気付けば、口から言葉がこぼれていた。

「私、なんにも悪いことしてないのに……」

「弥生さん？」

　先生が私の名前を優やさしく呼んでくれた。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、こらえていた涙なみだが洪こう水ずいのように溢あふれ出した。




「私、悪くないのに、私が悪者になって……なんで……」

　ボロボロと大おお粒つぶの涙が頰ほおに伝って、それを一いつ生しよう懸けん命めい拭ぬぐった。

　でも、いくら拭っても涙は止まらない。




　先生はいきなり泣いた私を見て驚いているだろう。

　でも、先生の過去の苦しい話を聞いて、状じよう況きようは違ちがうけれど苦しい想おもいをしてそれを乗り越こえた先生なら、私に起こった出来事を受け止めてくれるんじゃないかって気持ちが生まれ始めたんだ。

「……僕でよかったら話してくれますか？」

　先生のその一言で、私の意地でガチガチに固まっていた心は緩ゆるやかに溶とけていった。

　何度か頷うなずいた後、私は涙を拭いゆっくりと自分に起きたあの最悪な出来事を語り始めた。

　全すべてを話した時は、ずっと足に付いていた鉛なまりのように重い物が少しだけ軽くなった感じがした。




「そうですか」

　先生はその一言を言うと、俯うつむいていた私の頭にあたたかい手を載のせてくれた。

「辛かったですね」

　先生の手は言葉のリズムに合わせて何度か私の頭を往復する。

　その手は優しいけれど、でもしっかりと力強く私を支えてくれていた。

「怖こわかったでしょう。友達だった人たちに責められて、誰だれも味方がいなかったのですから」




　先生のこの言葉にまた大粒の涙が溢れ出してきた。

　思わないようにしていたその感情に、私は初めて頷くことができた。

　……怖かったんだ。ずっと。

　学校に行っても軽けい蔑べつされた目で見られて、追われて、誰も味方がいなかったあの学校が、怖かった。

「すみません。僕が一番に気付くべきだったのに、なんにもしてあげられなくて」

　返事はせず、ただ首を横にブンブンと振ふり続ける。

　もう涙で言葉を出せる余よ裕ゆうはなかった。




「なにか僕にできることはありますか？　きっと、まだ遅おそくないと思うんです。だって、なにも解決していないでしょう？　弥生さんの問題は」




　……先生は、私に起こった出来事を今さらどうにかできると思っているんだろうか。

　逃にげた私はもう関かかわることを拒きよ否ひしたのに、先生は解決しようとしている。

「今すぐにどうにかしようとは言いません。ただ、ほんの少しだけでいいから勇気を出してください。僕が協力しますから」




　想像もしていなかった展開に、私の意志はついて行かず、どうしたらいいのかと視線をただ泳がすだけだった。

「ゆっくりでいいです。ゆっくり、これからのことを考えましょう」

　そして先生は腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんする。

　小声で「あっ」と放つと、申し訳なさそうに私を見た。

「すみません、話をしすぎたせいで部活に行かなきゃいけない時間になってしまいました……今日できなかった分は、次までの宿題にしておきますので、必ず解いておいてくださいね」

　謝罪のポーズをしながらも、しっかりと宿題を出す先生。

　私は瞬きをして涙を引っ込め、「わかった」と呟つぶやいた。
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「ゆっくり、ゆっくり頑張りましょうね」




　最後にそう言い、先生は椅い子すから立ち上がる。

　私は涙と汗あせを拭ふき、机の上を片づけた後、立ち上がった。

　静かに靴くつ音おとを鳴らしながら、図書館の出入り口へと歩く私達。

　私は先生のすぐ後ろを歩き、このまま帰ってしまうのをなぜか心細く思い、先生の服の裾すそを摑つかみそうになって慌あわてて手をひっこめた。




（なにやってんだ、私……）

　先生を恋こいしく思って引き止めるなんて、どうしてそんなことをしそうになったんだろう。

　先生から見えないように左右に首を振り、図書館を出る。

　すると、いつの間にか雨が降り始めていたみたいで、アスファルトからは雨の匂においがした。

「降ってきちゃったんですねぇ。しょうがない、弥生さんここで待っててください。車をここまで回します」

「えっ、いいよ。私も車まで行く」

「ダメですよ。雨に濡ぬれちゃいます」

「少しくらいならいいよ」

「じゃあ、これ頭に載のせてください」




　先生はそう言って、私に背負っていたリュックを渡わたす。

　腕うでにはなかなかの重さが伝わってきた。

「お、重い……」

「濡れるよりマシでしょう。ほら、走りますよ」




　先生に背中を押され、私はリュックを頭に載せて先生の斜ななめ後ろを走った。

　先生は私がちゃんとついてきているか振り返り、存在を確認する。

　目と目が合うと、ニコッと優しく笑ってくれ、その瞬間、ドキッと高鳴る私の心臓。

　先生にときめくなんて、ありえない……と思っているのに、ドキドキが止まらない。

　車に着くと、先生は慌てて解かい錠じようして助手席の扉とびらを開けてくれた。

「早く乗ってください。雨に濡れる前に」

「先生のリュックがあるから大だい丈じよう夫ぶ」

「いえ、それ以上濡れると僕のリュックがボトボトになるんですー。それ一つしかないんですよ」

「ちょ……なんでもっと早くそういうことを言ってくれないの！」




　私のギョッとした顔と慌てて助手席に乗る姿が面おも白しろかったんだろうか、先生は雨に濡れた前まえ髪がみをぐしゃぐしゃとかき上げながら笑う。

　そんな仕草にいちいち反応して照れてしまい、プイッと横を向くと先生は助手席をゆっくりと閉めて運転席側に回る。

「ちょっと急ぎますねー」と間ま延のびした声とは反対に、忙せわしない動作で車を発進させた。

　これから部活だ……と思うとなんだか申し訳ない気持ちになって、私は素す直なおに謝った。




「……忙いそがしいのにごめん」

「えっ、謝らないでください。言い出したのは僕ですし、無む理り矢や理り連れ出したみたいなものでしたし」

「でも、これから部活なんでしょ」

「そうですねー。女子の弥生さんと一対一とは正反対のむさくるしい男子の集団の相手をしなくちゃですねー。でも、楽しいんですよ、彼らといると」




　本当に楽しいのか、先生はとってもいい顔をして笑っている。

　そういえば、男子の間から都築先生の悪い話って聞いたことがないから、男子にはそれだけ信用されている先生ってことなんだ。

　その気持ち、今の私ならわかるかも……




「……先生」

「はい、なんですか？」

　いざ、言葉に出すのは恥はずかしいから私は雨が打ち付ける窓を見ながらポツリと呟いた。

「今日、来てくれてありがと」

「……」

　感謝の言葉を口に出したのに、先生は無言だ。

　それを不思議に思い、視線を少しだけ運転席に向けると、先生は瞬まばたきを何度もしていた。

「ちょっ！　前見て！　運転中！」

「あっ、あぁ、すみません」

　慌ててハンドルを持ち直しながら前を向く先生は、心底驚おどろいた顔をしていたけれど、その顔はすぐに緩ゆるんだ笑え顔がおへと変わった。

「やっぱり生徒から感謝をされるのって最高に嬉うれしいですねぇ。教師をやっててよかったと思える一番の瞬しゆん間かんですよ」

　本当に朗ほがらかに笑う先生の横顔を見ていると、私までつられて笑ってしまう。




「ふふっ」

「あっ、笑いました？　笑ってくれました？」

「私だって笑うし……」

「でも、初めて見ましたよー、弥生さんの笑顔。かわいいですねぇ」

　先生に「かわいい」と言われて、心臓が爆ばく発はつしそうなくらいに高鳴った。




「バッカじゃないの！　かわいいとか！」

「あっ、これって教師としてマズいんですかね？　どう思います？　弥生さん」

「そんなの知らないし！」

　最後は都築先生の緩い雰ふん囲い気きにのまれたまま終わった短い授業時間だった。

　私はその日は一日、とてもゆったりした気持ちで過ごすことができたんだ。
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　翌日の日曜日。

　私は今日も、もしかしたら先生からのメールがくるんじゃないかって待っていた。

「……来ないかな？」

　今まで休日にメールが来たことはない。

　昨日は図書館の約束をしていたからメールがあったけれど、今日は何の約束もしていない日曜日。

　先生は部活かな？

　それとも友達と遊んでるのかな？

　……そうか、私が気付かなかっただけで恋こい人びととかいるのかな？

　ベッドの上で体育座りをして足の指先にあるスマホをジッと見つめる。

　心の中で（メールの着信音、鳴れー鳴れー）と私はずっと祈いのっている。

「……何やっているんだろう、私」

　先生が私を構ってくれるのは、私が登校拒きよ否ひをしている問題児だからだ。

　きっと、学校に行けばまた以前のような関係に戻もどるだろう。

　でも、協力してくれると言っていた。




「……都築先生」

　静かな声で呟つぶやいた瞬間だった。

　すると、私の声に応こたえるかのようにスマホのメールの受信音が鳴った。

「メール……！」

　急いでスマホを手に取り、焦あせった手つきで受信トレイを開く。

　そこには待っていた都築先生からのメッセージが届いていた。




「昨日は慌あわてて帰ってしまい、すみませんでした。課題はちゃんとしましたか？　次の土曜日まで必ずやっておいてくださいね……なんだ、課題のことにしか触ふれてない」

　てっきり先生のことだからポエム交じりの説教のメール内容かと思ったけれど、予想以上のあっさりしたメールに肩かたの力が抜ぬけた。

　でも、また土曜日に勉強をしようって言ってくれている。

　また、二人で会えるんだ。

　そのことに気付くと、頰ほおは熱くなり体も火ほ照てり出す。

　心臓も高鳴ってきて、胸の中も緊きん張ちようと楽しみが入り混じっていて忙しない。

　もう一度、先生のメールを読み直してから深い深呼吸をして窓を開け外を眺ながめた。

　昨日の雨がすっかり上がっていて、道路に雨のあとが残っているだけだ。

　それを見たあと、また深呼吸をした。




　味方がいることって、何て心に余よ裕ゆうが生まれるもんなんだろう。

　息をすることができて、心細くておびえていた昨日までの朝がウソみたいだ。

　だから、こんな思いも生まれ始めたのかもしれない。

　それは少しずつ私に勇気という感情の息い吹ぶきを与あたえてくれ、その週の金曜日の夜に私はキッチンにいるお母さんにこう告げることまでできた。




「お母さん、私、来週から学校に行ってみる」

「えっ！」

　めちゃくちゃ驚いて喜んだお母さんは、持っていたキャベツを豪ごう快かいにシンクに落とし、それを拾うこともせず私を見つめる。

　私はその姿が面白くて、クスッと笑うと自分の部屋に戻った。

　そして、翌日の土曜日。

　先生は先週と同じ時間に私を迎むかえに来てくれた。

　先生の笑顔はいつもと変わらないけれど、私はほんの少しでも先週より微笑ほほえむことができているだろうか。

　先生が「かわいい」って言ってくれた私の笑顔。

　先生が褒ほめてくれたからちょっとだけだけど、自信が持てたんだ。




　そして図書館に到とう着ちやくして先週と同じ席に座ったあと、出されていた課題を先生に見せ、新しい課題を解いていた時だった。

「なんだか今日はとてもいい顔をしてますね」

　私は何度か細かく頷うなずいた後、課題に向けていた目を上げた。

「先生、私ね」

「はい、なんですか？」

「月曜から、学校に行く。だから、もう無理して私と一緒に図書館なんて来なくていいよ」




　都築先生は私がそう言うと驚いたように目を丸くした。

「思っていたより、決意をしてくれたのがずっと早かったですね～。嬉しいです」

「どういう意味？」

「弥生さんなら、きっと問題に立ち向かってくれると思ったんです」

「そんなの……特に長い付き合いじゃないのにわかるわけないじゃん」

　だって先生の言う通り強かったら、学校という場所から逃にげ出さなかったはずだ。




「弥生さんは強いですよ～。だって限界まで人前で泣かなかったじゃないですか。僕なんか高校生の時、リハビリが辛つらくて毎日泣いてましたよー」

　自じ虐ぎやく的に自分のことを言う先生の緩さに、つい笑って返してしまう。

「でもね明後日あさつて、学校には行くけど……教室に入るのはちょっと……」

「あぁ、いいですよ。それじゃあ僕から保健の先生に伝えておきますね」

　保健室登校だなんて自分がそんなことをするとは思いもしなかったけれど、いざその立場になってそういう場があることに、かなり救われると気付く。




「先生、放課後はどこか違ちがう教室を借りたいの。先生には呼び出してほしい人もいる」

「……？　いったい何をするつもりで？」

　さすがの先生も不思議そうに私を見る。

　私はキュッと唇くちびるを結び、先生と目を合わせたあと、言葉を放つ。

「城崎まどかと相沢誠まこと、山やま下した恵子の三人をその教室に呼び出してほしいの」

　その言葉は先生も想像していなかったみたいで、動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　息さえもしてないんじゃないかってくらい、動かない。




「……さすがにそれは……ちょっと急ぎ過ぎじゃないですか？」

「ううん。どうせなら早くスッキリしたい。なんで私がこんなふうに言われて、まどかたちが何を考えているのか、一日も早く知りたい」

　本当は何となくわかっている。

　だから私のその考えが正解なのかどうか、それが知りたい。

　今までのことを振ふり返る時間が、私にはいやっていうくらいたくさんあった。

　だから、多分間ま違ちがえていないはずなんだ。

　私の強い意志と瞳ひとみを見て、先生は困こん惑わく気味だったけれど最後には首を縦に振ってくれた。




　でも、「心配です……あぁ、すっごく心配です……」と不安をあらわにしていたけれど。

　だから私は明るい笑え顔がおで「大だい丈じよう夫ぶ！」と作った声で返事をした。

　今の自分をどうにかしたいのなら、自分で動いて変えていくしか方法はないのだから。

　先生が心配してくれる度たび、頑がん張ばろうと思える私。

　きっと、早く「ほら、やっぱり大丈夫だったじゃん！」と伝えたいから。

「……月曜日。また、制服着るんだ」

　日曜の夜、ずっとクローゼットにかけていた高校の制服を出してきた。

　最後に脱ぬいだ時、もう二度と着ることはないと思っていたのに。

　もう一度勇気を出して、袖そでを通すんだ。

「ふぅ……」

　緊張と不安と恐きよう怖ふが入り混じった感情で、今にも胸が押しつぶされそうだ。

　そんな時、メールの受信音が部屋に鳴り響ひびき、驚おどろきで小さな悲鳴が声に出た。

「……都築先生」

　先生からメールが届くと喜びが表情に出て、目も口も綻ほころぶ。

　素す早ばやい操作でメールを確かく認にんすると、先生らしいメッセージが記されていた。




【辛かったらいつでも背中を押しますから。すぐに呼んでくださいね】




　今にも崩くずれ落ちそうな決意だったのに、再び息を吹ふき返したかのように明るい気持ちが私の中で込みあがってくる。

　先生の言葉って、先生が思っている以上に私をはげましてくれているんだって気づいているかな？

　私は少しの間考えて、返信を打った。




【頑張れたら、また褒めながら頭を撫なでてね】




　自分でも思い切ったことをしたと思う。

「困らせちゃったかな？」

　込みあがってくる笑いが止まらず、ベッドの枕まくらに顔を突つっ伏ぷして笑い声をこぼす。

　すると、案外早くに返信があった。

「えっ」

　そんな声が自然にでちゃうほど、それこそ意外な返信だった。




【弥生さんが望むのならいつでも。ただ、無理だけは絶対にしないでくださいね】




「私が望むならって……なに、この余よ裕ゆうな感じ……先生っぽくない」

　どくんどくんと、胸が高鳴る。

　からかい半分、希望半分で書いたメッセージは、爆ばく弾だんとなって自分に返ってきた。

　ジッとしていられなくて、また枕に顔を埋うずめて幸せな気持ちのまま眠ねむりに就ついた。

　朝になって身み支じ度たくをする時間になり、私は昨日のうちに用意しておいた制服に袖を通す。

　白シャツにサマーベスト、紺こん色いろのチェックスカートに赤いリボンを結べば元の私の出来上がり。

　姿見で自分の姿を久しぶりに見る。




　少し瘦やせて、目の下には軽くクマもできている。

　部屋に閉じこもってばかりいてろくにご飯も食べず、パソコンの動画ばっかり見ていたからだろうな。

　今日はお母さんが作った朝食を食べよう。

　そう決めて、部屋の扉とびらを開けて階段を下り、キッチンに向かった。




「……おはよ」

　キッチンに立っていたお母さんに声をかける。

　私の制服姿を上から下まで見たお母さんの目には、嬉うれし涙なみだがたまっていた。

　喜びを表情に表しながらも、お母さんは私にはなにも言わず、昔学校に行っていた時のように朝食を用意してくれる。

　私は「いただきます」と言って、静かに食べ始めた。

　お母さんはただ、一言。「無理しないでね」と、カフェオレをテーブルに置くときに言ってくれたから、私は頷うなずいて返事したんだ。

　朝食を食べ終わり、玄げん関かんに置いていた鞄かばんを持って「行ってきます」と伝える。

　お母さんは玄関の外まで見送ってくれて、心配そうに駅まで歩く私を見つめていた。

　久しぶりに教科書が入っている鞄を持ち、その重みを体感する。

　私、とうとう学校に行くんだなと、青い空を見上げてしみじみと感じた。

　私は電車に乗り、通い慣れた通学路を歩くけれど、それは重い足取りだ。

　そんな時、制服のスカートのポケットに入っているスマホが振しん動どうした。

　そっと落とさないようにスマホを取り出し、メールのチェックをする。

　送信者の名前を見て、心の底からホッとした。




【おはようございます。気分はどうですか？　僕はあなたを待っていますから、安心して登校してきてくださいね】




「都築先生……」

　先生が待っていてくれるだけで強い気持ちが持てて、すごく勇気づけられる。

　放課後までこの想おもいを強く持たなくちゃ……

　やっと、学校に来ることができたんだ。

　今、頑張らなきゃいつ頑張るんだ。

　そう言い聞かせて、まだ誰だれもいない昇しよう降こう口ぐちで上うわ履ばきに履き替かえる。

　通っていた時より三本も早い電車で来たから、部活動をしている生徒以外、人の気配はなかった。




　浅く呼吸をして様子をうかがいながらひと気のない廊ろう下かを歩き、保健室に向かう。

　曲がり角を曲がってすぐにある部屋が保健室で、養護教きよう諭ゆの先生はすでに出勤しているみたいで中には人の気配がした。

「失礼します……」

　久しぶりに学校で声を発することに緊きん張ちようが高まる。

　すると、養護教諭の先生がこちらを振り向き、私を見て声をかけてくれた。




「弥生さんね。おはよう、都築先生から話は聞いているわ。よく登校してきてくれたわね」

　優やさしく笑う養護教諭の佐さ渡わたり先生は、若くて美人で、近所のお姉さんみたいな雰ふん囲い気きが男子生徒に人気がある先生だ。

　佐渡先生の顔を見てから、軽く会え釈しやくをする。

　佐渡先生は私の反応を見たあと、笑え顔がおで机に向かいそこに置いてあったプリントの束を手に取った。

「これね、都築先生から弥生さんに渡わたすように頼たのまれていたの。一限目から六限目まで授業時間はこのプリントをするようにって。でも、この量ってプリントというよりドリルよね」

　クスクスと苦笑いをしながら私に手て渡わたしてくれたのは、現国や英語、数学などのプリントだった。




「先生、容よう赦しやない……」

「あはは！　まぁ、学生の本分は勉強だからね。せっかく都築先生が張り切って用意してくれたのだから頑張って」

　今までじゃこんなことされたら絶対に文句を言ってたのに、先生が私のために……と思えたら、いやなことでも頑張れる気がしてきた。




「じゃあこの机を使ってくれたらいいからね」

「はい、ありがとうございます」

「勉強を頑がん張ばる弥生さんに、特別にコーヒーも淹いれちゃう」

　先生は優しい笑顔を私に向けてくれ、居い心ごこ地ちのいい雰囲気を作ってもらっている。

　先生って今まで自分が想像していたよりも、ずっとあったかい人達なのかもしれない。

　窓まど際ぎわに用意してくれた机と椅い子すに向かい、座ってプリントの束を机に置く。

　結構な量だと軽くため息をつくと、一番上にあるプリントの右みぎ端はしにピンク色のメモサイズの付ふ箋せんが貼はってあるのに気付いた。

　そこには都築先生の線の細い綺き麗れいな文字で【今日、頑張りましょうね】とメッセージが書かれていたんだ。




「……先生」

　メッセージに胸が熱くなりつい呼んでしまい、その声に反応したのは佐渡先生だ。




「あら、都築先生からメッセージまでついているの？　あの人ったら生徒にも優しいのね」

　コーヒーを淹れてくれた佐渡先生が、机の上にカップを置き、笑いながらそう言った。

「都築先生、優しいでしょ？」

　さらに私に問いかけてくれる佐渡先生。

「はい……そうですね」

　私が返事をすると「もう、やっぱり」と少し怒おこった素そ振ぶりをした。

「あんまり優しくされ過ぎちゃうと誤解しちゃうわよねぇ。今度、びしっと言っておくわね。女子高生でも、一応女なんだからねって」

「いえ、別に……」

「本当にね、あの人って昔から困っている人がいたら放ほうっておけないタイプの人で……っとごめんなさい、こんな昔話、弥生さんには関係のない話よね」




　なんだか親し気に都築先生のことを話す佐渡先生に、私は激しく違い和わ感かんを覚え、その原因を知りたくて「あの……」と声を出してみる。

　でも、その声に佐渡先生はニッコリと笑っていて、その笑顔を見るとそれ以上は何も言えなかった。




「んっ？　なぁに？」

「いえ……なんでもありません……」

　沈しずんだ声で言葉を返して、ペンケースからシャーペンを取り出すと、朝のＨＲが始まるチャイムが鳴った。

　とうとう私にとって、とてつもなく長い一日が始まったんだ。
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　ちょうど化学のプリントの最終問題を解き終わった頃ころに、六限目の終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴った。

　休きゆう憩けい時間は一人でぼうっと過ごしていたか、佐渡先生とぎこちなくお喋しやべりをしていたけれど、昼休みのお弁当の時間は都築先生が保健室まで来てくれた。

　佐渡先生は教頭先生に呼び出されてその時間は保健室にはおらず、都築先生と二人きりの時間を過ごせたのが嬉しかった。

　それから時間が過ぎ、帰りのＨＲが始まるチャイムが鳴る。

「弥生さん、私これから出張だから保健室は閉めちゃうけれど、大だい丈じよう夫ぶかしら」

「はい、出ます」

　プリントの束を机の上でトンッと音を鳴らせて手に持ち、それを佐渡先生に渡して一礼してから保健室を出て、向かうは視し聴ちよう覚かく室。

　きっと、今いま頃ごろ都築先生が恵子たちを呼び止めて、そのうち連れて来てくれるはず。

　視聴覚室に到とう着ちやくし、鍵かぎがかかっていないことを確かく認にんしてゆっくりと扉とびらをスライドさせた。

　明かりはついていたから、先に先生がここに来て電気を点つけておいてくれたんだ。

「……ふぅ」

　深く息をはき、勝手に緊張してくる心臓を右手でおさえる。

　私は視聴覚室に辿たどり着くと、窓際に立って三人を待った。

　それからすぐに数人の喋り声が廊下から聞こえてきて、この部屋の扉が開かれた。




「あっ……」

「えっ？」

　扉を開けた先にいる四人の集団のうち、二人の女の子の声が同時に聞こえてきた。

　前にいるのは都築先生で、そのとなりには相沢君、後ろにいるのは恵子とまどかだ。

　後ろにいた二人は、同時に驚おどろいた声を発していた。

「……先生、なんだよ。これ」

　相沢君がとなりにいる先生を睨にらんでいる。




「三人に話があります」

　先生は相沢君に向かい、硬かたい口調で真しん剣けんに言ってくれた。

　そんな先生と私を交こう互ごに見たまどかは、「帰る！」と言ってその場から逃にげようとする。

「帰らないで！　まどかに帰られちゃ、今日私が来た意味がないんだから。それとも、私から逃げたくなるような後ろめたいことでもあるの？」

　堂々と言い放つ私に、うしろ姿のまどかは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かみしめたまま振ふり返った。

　そして、この時まどかのうしろ姿を見て（やっぱり）という確信を持てた。

　登校拒きよ否ひしていた間に、家で何度も何度も姿見と手鏡を使ってチェックした。

　まどかのうしろ姿は、髪かみの長さや体形、制服の着き崩くずし方さえも私にそっくりだってことを。




「後ろめたいことがなければ、弥生さんの話を聞いてあげてください。三人ともです」

　そして都築先生が私のフォローに回ってくれ、穏おだやかに三人を視聴覚室の中へと案内してくれた。

　視聴覚室の真ん中で私の前には恵子とまどか、そして相沢君の順番で並んで立っていた。

　その後ろには精せい一いつ杯ぱい気を張っている都築先生の姿が見える。

　だって、あんな険しい顔をした先生、見たことがないから。




「……先生……邪じや魔ま」

「えぇ！　どうしてそんなこと言うんですか！」

　一いつ生しよう懸けん命めいに作っていた顔は、私の一言でいつもの情けない先生の顔に戻もどった。

　私は怖こわい顔を作っていたけれど、耐たえ切れず「ぷはっ！」と笑いだしてしまう。

「だって先生がいちゃ、みんな本音で話せないもん。あのね、何回も言うけど私一人で大丈夫だから。もっと生徒の言うことを信用してよね」




　相沢君とまどかの間から見える先生に向けて、胸を張って語ったんだ。

　信用してもらえるように。

　そして、あとでいっぱい褒ほめてもらえるように、かっこいい自分を見せるんだ。

「……わかりました。そうですね、生徒のことを信用しなくてはいけませんよね」

　そして、先生が扉をゆっくりと閉めたのを耳で確認した後、私は三人を見み渡わたして口を開く。




「話があるんだけど」

　そう言った後、誰だれも返事をせず静まる視聴覚室。

　私はため息を一つつき、まどかに向かって声をかける。

「特にまどか」

「な、なんで私……恵子と相沢君のことなら、私関係ないじゃん」

「そうなの？　相沢君、本当にそうなの？」

　今にも逃げようとするまどかを目で制しながら、私は相沢君の名前を出す。

「えっ……？」

　すると、疑ぎ惑わくの声を出したのは恵子だった。




「まどかと相沢君、私と恵子に隠かくしてることない？」

「……」

「言えないこと、あるんじゃない？」

「……」

　どこまでも無視を貫つらぬく相沢君。

　男らしくないその態度に、やっちゃいけないけれど蹴けりたくなってくる。

　私はもう我が慢まんの限界になり、ずっと思っていたことを全すべてぶつける。




「あんた達、私と恵子をだましていて楽しい？　まどか、私を仲間はずれにしていじめて楽しかった？　相沢君も……」

　これを言ってしまえば、恵子はひどく傷つくだろう。

　でも、全てをハッキリさせるためには言うしかなかったんだ。

「相沢君も、自分が一番悪いのに何も知らない私に全部罪を押し付けて……自分だけ助かって、被ひ害がい者しや面づらして……恵子に隠れてコソコソとまどかとも付き合って……！　そんなことして、自分は最低の人間だって思わないの？　全然罪悪感とかないの？」

　息いき継つぎもしないまま、一気にまくしたてたから、言い終わったあとは肩かたで息をした。

　前にいる恵子は「えっ？　えっ？」と、私の言ったことが理解できていないみたいでうろたえている。

　目の前の相沢君は大きなため息をついているし、横にいるまどかは顔色が真っ赤に染まっていた。




「あ、あんた、いい加減なこと言ってんじゃないわよ!!」

「いい加減なことをしてるのはどっちよ！　自分が相沢君と抱だき合っているところを恵子に見られたからって、それをうしろ姿がそっくりな私のせいにして……！　その上、私をどんどんと悪者にしていじめて……私がどれだけみじめな思いしてきたかわかる？」




　言い始めたら止まらなくて、涙るい腺せんも緩ゆるんできた。

　気を抜ぬけば今すぐにでも大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれてきそうだ。

「紗南……それ、本当？」

　恵子が震ふるえた声で私に問いかけてくる。

　私は恵子の手を取り、必死に訴うつたえたんだ。

「恵子、本当だよ。私、恵子の彼氏を取ったりなんかしない。恵子は私が相沢君にだけ優やさしいって言ってたけど、それは恵子の彼氏だからなんだよ？　そうじゃなきゃこんな奴やつ、どうでもいいし、どっちかというと大っ嫌きらいなタイプだし！」




　自分の悪行が原因なのに女の子達に面めん倒どうを押しつけて、自分は逃げている。

　そんな男、頼たのまれたって嫌いやだ。

　私は都築先生みたいな、優しく支えてくれるそんな人が好きなんだ。

「あ、相沢君も何か言ってやってよ！　相沢君が二ふた股またしてる相手は私じゃないよね？　紗南だよね？」

　まどかは焦あせりながら相沢君の腕うでにしがみつくけれど、相沢君はその手を乱暴に振り払はらう。




「はぁー……もう、どうでもいいわ」

「えっ……ちょ、ちょっと！」

　相沢君はまどかの手を振り払ったあと、ものすごく面倒そうに後頭部をかいて大きなため息をつく。

「なんか女同士の揉もめ事に巻き込まれた感、ハンパないし。俺、正直に言うと、お前も恵子もあんまり好きなタイプじゃないんだよな。でも、付き合ってくれって言われたからそうしただけだし」

「いっ君……」

「ひ、酷ひどい……」

　相沢君の言葉で全てがハッキリして、それを聞いたまどかも涙を流している。

　恵子とまどかが泣いている姿を見て、この男はなんとも思わないのだろうか。




　二人を見て据すわった目つきをしてダルそうにしている相沢君を見ていたら、私の足は自然と彼に向かって早足になっていた。

　そして思い切り手を振り上げ、その左頰ほほを叩たたいた。




「いってっ！」

「最っ低！　何てこと言うの？　恵子もまどかも、こんな最低な相沢君のことでも本気で好きだったんだよ！」

「知らねぇよ！　こいつらが勝手に一人で盛り上がって、勝手に騒さわいで揉め事になっただけだろ？　俺は関係ねぇ！」

「あんたねぇ！」

　無我夢中で相沢君の胸むなぐらを摑つかみ、突つっかかる。

　でも、さすがに男の力には勝てなくて、反対に私が突き飛ばされてしまい、背中を思い切り机にぶつけ、その大きな音は視し聴ちよう覚かく室中に響ひびいた。

　その時、扉とびらが思い切り開く音がしたんだ。




「弥生さん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　必死の形相の都築先生が現れた。

　すぐ近くにずっといてくれたのかもしれない。

　だって、私が飛ばされて倒たおれたすぐあとに来てくれたんだもの。




「……先生のバカ。来なくていいって言ったのに」

「相沢君！　弥生さんに今、何をしました？」

「げっ……」

「先生、いいの。先に手を出したの私だし」

「ハハハ……」と軽く笑い、大丈夫なことをアピールする。

　本当は背中にはずっと痛みがあって、じんじんするけれど。

　先生は私の方に急いで駆かけつけてくれ、背中に手を添そえて起き上がらせてくれる。

「い、いたた……」

「ほら、大丈夫じゃない！　すぐに保健室に行きましょう！」

　先生は顔をかなりの至近距きよ離りまでつめてきて、私を説得してくる。

　私はその近さに驚おどろいて先生の顔を思い切り両手でおさえてしまった。

「い、痛いです……弥生さん」

「ご、ごめん！　でも、先生が近過ぎるから！」




　私と先生のやり取りを三人は黙だまって見ている。

　そんな中、相沢君だけは椅い子すを乱暴に蹴ると出入り口の方に体を向けた。

「相沢君、待ちなさい」

「うるせぇ、俺は帰るんだよ」

　相沢君の舌打ちをしながら喋しやべる反省の態度のなさに、私の怒いかりはまた頂点に達した。




「謝んなさいよ！」

「はぁ？」

「恵子とまどかを二股していたことを謝って！　そして、私にもごめんなさいって謝ってよ！　……いたたっ」

「あぁもう！　無む茶ちやしない！」

　怒りながら立ち上がろうとすると、背中に痛みが走りまたしゃがんでしまう。

　先生に𠮟しかられながら私は、両りよう肩かたに手を添えられ先生にもたれる体勢になった。

　私の睨にらむような視線を感じ、さっきまで強気でいた相沢君は一歩引いた感じになる。

　でも、そんな彼の前に恵子がゆっくりと歩いて行った。




「いっ君」

「あっ……恵子。お、お前は俺の味方だよな？　さっき、ひどい言い方しちまったけど、俺はちゃんと恵子のこと大切にしていたし……」

「ちょっと！　私は？」

　ここで間に入って来たのはまどかだ。

　まどかったらここまで言われてるのに、まだ相沢君のことを好きなんだろうか……




「いっ君、もう謝らなくていいよ。もう、いいよ」

「ほ、本当か？」

　恵子の穏おだやかな声に、みんなが戸と惑まどう。

「恵子……！」

「そのかわり」

　私が恵子を説得しようと名前を呼ぶと、恵子は私の声を遮さえぎるように言葉を発し、そしてさっきの私みたいに手を振ふり上げた。

　そう思っていたら、手のひらが頰ほおを思い切り叩く大きな音が、またこの視聴覚室中に響き渡わたった。

　恵子が、相沢君の左頰を思い切り叩いたんだ。




「そのかわり、もう二度と私たちに近寄らないで！　声もかけないで！　姿も現さないで！　あんたみたいな最低ヤロー、大っっっ嫌い！」

　恵子の震えた怒ど声せいが私の耳に届いた。

　そして肩かたで息をして全身を震わせているうしろ姿が、潤うるんだ視界でなんとか見える。

　私は精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばった恵子の姿を見て、涙なみだを流していたんだ。




「恵子……」

「紗南、ゴメンね！　本当、いっぱいゴメンね！　何回謝っても足りないくらいだけど……本当に本当にゴメン！」

　恵子は私に駆け寄り、先生に支えられていた体を引き寄せ思い切り抱だきしめてくれた。

　本当に久しぶりの親友の温ぬくもりに、私は嗚お咽えつしながら涙を流し、首を左右に振る。

「いいよ……いいよぉ……」

「ゴメンね……！　本当にゴメンねぇ……！」

　泣きながら抱き合っている私達を見て都築先生はホッと一息つくと、ゆっくりと私の体から手を離はなす。

　そして、相沢君とまどかのもとへ靴くつ音おとを鳴らしながら歩いていった。




「今日は弥生さんの治ち療りようの方が先なのでもう帰ってもらっていいです。ですが、明日あしたの放課後、必ず僕のところに来てください。ゆっくり話を聞かせてもらいます」

　ピリッとした空気を纏まといながら、先生は相沢君とまどかにそう告げた。

「こんなことくらいで何で先生に話さなきゃいけないんだよ。めんどくせぇ。言い出したのはまどかなんだから、こいつから話を聞けよ。俺はなんも関係ねーから」

「そ、そんな……」




　相沢君は横目でまどかを見て、全すべての責任をまどかに押し付けようとしている。

　まどかは震ふるえた声を出しながら、焦あせりとおびえを含ふくんだ、そんな表情をしていた。

「あんた、性格腐くさってんね」

「はぁ？　登校拒きよ否ひするようなビビりに俺の性格のこと、言われたくねーんだけど」

　私を半笑いで見ながら、相沢君はそう言った。

　その言葉に私は頭にカチンときて、痛む背中を庇かばいながら立ち上がろうとした。

　でも、私より先に動いたのは都築先生だった。




「相沢君」

　先生は声は冷静なまま、力任せに相沢君のシャツの襟えりを摑つかんでいた。

「言っていいことと悪いことがあります。今までそう教えられませんでしたか？」

「な、なんだよ、急に」

　都築先生の低い声こわ色いろに、ここにいるみんなが全身を一いつ瞬しゆん、震わせたと思う。

　それくらい、今の先生には怒りがこもっている……そんな感じだ。




「今、あなたは人として最も言ってはいけないことを言いました。謝ってください、弥生さんに」

　そして相沢君のシャツの襟を引っぱると、強ごう引いんに私の前に押し出してくる。

　こんな無む理り矢や理りな先生を見たのは初めてだ。

「さぁ、早く」

　そしてさらにシャツから手を離し、私と恵子のところに頭をおさえつけながら相沢君を寄こした。

　相沢君は苦い顔をしながら、舌打ちをする。




「放せよ！　他ほかの先生に訴うつたえるぞ！」

「これくらい当たり前です。それよりも反省しなさい。自分の幼よう稚ちな考え方、人を大切にしない心を持っていること。たしかに弥生さんを一人悪者にしようとした城崎さんが一番悪いのかもしれません。ですが、それに加担し、止めなかったあなた達二人も悪い。わかっていますね、山下さん」

　先生は相沢君をおさえつけながら眉み間けんに皺しわを寄せ、厳しくも切ない表情でまどかや恵子の名前を出し、語った。




　言っていることはすごく簡単なこと。

　でも、まどかも相沢君も、そして恵子でさえも、私を悪者にすることで自分の居場所を守っていたんだ。

　正直、その気持ちは凄すごくわかる。

　きっと、私も自分が悪者になりたくなかったら……もしかしたら同じ行動をしていたのかもしれない。

　こういうことは、ものすごく紙かみ一ひと重えの問題なのだから。

「今のあなた達にできる償つぐないは、まず謝罪です。さぁ、早く」

　さらに先生は相沢君を私の方へ近寄らせる。

　私的にはもう近寄りたくなくて、自らお尻しりをすって引いてしまったけど。




「あーっ！　もう！　悪かったよ！　俺が悪かったです！　早く帰らせろよ！」

　やけくそに謝罪の言葉を口にすると先生の手を払はらい除のけ、相沢君は近くにあった机を乱暴に蹴けった後、豪ごう快かいに扉とびらを閉めて出て行った。

「ふう、また明日来てくれるといいんですけどねぇ」

　そんな相沢君を見ても、先生は余よ裕ゆうだ。




　相沢君の耳に障さわる大きな足音が消えた頃ころ、先生はまどかと恵子の二人を見た。

「では二人も……」

「すみませんでした！　じゃあ、私も帰ります」

　不ふ機き嫌げんな態度丸出しでまどかはこの部屋を出て行く。

　でも、その横顔は涙目になっていて、今の状じよう況きように少なからず傷を負っているようにも感じた。

　いや、傷ついて当たり前なのかもしれない。

　まどかも、相沢君のことを本気で好きだったのだから。




「はぁ……まったく今の子は……これはまた明日、しっかりと言い聞かせなければいけませんね。もちろん職員会議で校長先生も交えて話し合います。いいですね？　山下さん」

　恵子は「はい」と力強く答え、頷うなずいた。

「恵子……」

　私は、恵子の心が心配になり、ずっと体を支えてくれている腕うでにそっと手を添そえる。

　恵子は私を見てニッコリと笑ってくれた。

「紗南がそんな顔をする必要はないんだよ。私がめちゃくちゃ悪いもん。親友の紗南のこと、私が一番信じなくちゃいけなかったのに……。本当に……ゴメン」




　恵子は床ゆかに頭がくっ付くくらい深く下げて謝罪をしてくれた。

　私はその頭をあげたくて慌あわてて姿勢を変えると、背中の痛みはまだ消えていなくて痛みが走る。

「あいっ……たぁ……」

「紗南、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　保健室、行こう！」

「そうですね、すぐに冷れい湿しつ布ぷを貼はった方がいいですよ。立てますか？」




　都築先生も手を貸してくれ、私は両サイドから体を支えられている姿勢になる。

「あの、佐渡先生、今日はもう保健室を閉めちゃうってさっき言ってたよ。だから、行かなくて大丈夫……」

「あぁ、そういえばそうでしたね。でも、僕は鍵かぎの場所を知っているから大丈夫ですよ。湿布だけでも貼りましょう」

　どきん……と先生の言葉に心臓は不安の音を鳴らす。

　先生同士なんだから、鍵の場所を知っていても不思議じゃないのに、いちいち気になって不安になってしまう。




「ちょっとこの体勢は歩きづらいですねぇ。弥生さん、乗ってください」

「……はい？」

「ほら早く。下校時間を回ってしまいますよ」

　先生は当たり前のように私の前にしゃがみ、おんぶをする体勢を作っている。

　これ、私に先生の背中に乗れってこと？

「先生、細いのにおんぶできるの？」

　恵子が半笑いになりながら先生に質問している。

　私にとっては笑い事どころではないのだけれど！




「失礼な。ケガをした部員の男子を何度もおぶったことがあるので弥生さんくらい大丈夫ですよ。ほら、乗ってください」

「さぁ！」と言わんばかりに背中を強調され、私は驚おどろき固まってしまう。

　私、先生の背中に乗っちゃうの？

　そんなことしていいの？

　手にさえ触ふれたことないのにいきなりおんぶだなんてあまりにもハードルが高すぎる！




「い、いい！　いいから！　歩ける！　ていうか、帰る！」

「何を言っているんですか。そのままの状態で帰れるわけがないでしょう。山下さん、手伝ってあげてください」

「はーい」

　恵子は先生の言うことに従って私の両りよう肩かたを後ろから優やさしく押し、前ぜん傾けい姿勢にしてくれた。

　前のめりになった私は、そのまま前にいる先生の背中に両手をトンッと置いたんだ。

「はい、もっとくっ付いて。足、失礼しますよ」

「い、いやぁぁぁ……」

　消えるような声で拒きよ否ひをするけれど、先生の強ごう引いんな腕に反はん抗こうはできなくてされるがままになってしまう。

　ひざ裏を持たれ、そのまま持ち上げられておんぶが完成した。




　私は恥はずかしすぎて顔を埋うずめるけれど、そこは先生の肩けん甲こう骨こつ辺りで背中の温ぬくもりと感かん触しよくと匂においという先生の全すべてが感じられ、さらに顔を赤くすることとなる。

「紗南、保健室まで我が慢まんだよ。私もいるから変な風に思われないって」

「す、すぐに下ろしてほしい……」

「大丈夫ですよ～。弥生さんはそこまで重くないので保健室まで僕の力でも持ちますから」

「私、重たくないから！」




　体重を気にしているのだと勘かん違ちがいされ、私は先生の肩かたを思い切り叩たたく。

　すると、先生の「うっ……」という痛みを伝える低い声が聞こえてきた。

「保健室に行くまでジッとしててくださいね。あっ、その前に職員室に鍵を取りに行きますね～」

「地じ獄ごくぅ……」

　視し聴ちよう覚かく室から職員室、そして保健室に行くまで私は先生の背中にしがみついていた。

　もし、誰だれかとすれ違ちがっても顔を見られないように、目を合わせないように。

　こんな姿を見られて、また一いつ瞬しゆんで変な噂うわさが広まったら困るもの。

　先生に迷めい惑わくをかけるから、それだけはどうしても嫌いやだった。




「紗南、もうちょっとで保健室だからね」

「あと少しですよー。弥生さん、頑がん張ばってくださいね」

　そんな会話からしばらくして、先生の足がピタッと止まった。

　恵子がカギを開け、先生は私がドアの縁ふちにぶつからないように丁てい寧ねいに運んでくれる。

　保健室独特の消毒液のにおいが充じゆう満まんする室内に入り、私はそっと優しくベッドの上に座らされた。




「辛つらい体勢だったでしょうー？　すぐに湿布を用意しますからね」

「……先生、湿布の場所、知ってるの？」

「はい、わかりますよー。場所が変わってなかったらいいんですけど……」

　先生は「多分ここですねー」と独り言を喋しやべりながら、保健室の棚たなを慣れた手つきで開けていく。

「そういえばさ、都築先生と佐渡先生って仲がいいよねーって噂になっているよね？」

　恵子が興きよう味み津しん々しんな瞳ひとみの色をして、湿布を探している先生に声をかけた。

　そして、先生は大きな音をたてて引き出しを勢いよく閉める。




「い、いえ、違います。違いますよ。誤解ですよ……！」

「でも、結構前から噂になっていたよー？　部活をやっている友達が、二人がよく一いつ緒しよに帰るところとか見るって言ってたもん」

　こっちを振ふりむいた先生の顔はさっきよりもずっとずっと赤く、もうそれは耳まで染まっていて否定する方が無理なような気がした。

　そんな先生の顔なんか見たくなくて、私はベッドのシーツの白色に視線を移す。




「えぇ～？　赤くなって否定する方があやしいよー。佐渡先生って若くて優しそうな人だったよね？　そうだったんだー。もしかして職場恋れん愛あいってやつ？」

「だから違いますって……！　困ったな……」

　どれだけ否定しても、先生の顔色を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　私のどこまでも沈しずんでいく心とは反対に、思わぬ恋愛事情を聞いた恵子はこの話題にかなり食いついていた。

「先生同士の職場恋愛かぁ。まぁ、大人同士なんだから当たり前といえば当たり前だよね。ねぇ、どっちから告白したの？」

「そ、そ、そんなことより、早く弥生さんに湿布を貼ってあげないと！　僕は手を貸せませんから、山下さんお願いしますよ！」

「あっ！　そうだ、ごめん紗南！」




　慌あわてて私のそばにやってきた恵子の手には、湿布が二枚持たれている。

　私は先生達の噂を聞いてショックでどうしようもなく悲しくなってしまい、我慢していた涙なみだがぽろぽろと頰ほおに流れてしまった。

「えっ？　紗南、泣いてるの？　そんなに痛い？」

「違う……ごめん」




　首を弱々しく横に振り、違うと言い張るけれどそれは多分無理だ。

　痛くないのに泣いているなんてなにか理由があってのことだと恵子なら気付いてくれる。

　だから、すぐにベッドを囲むカーテンを閉めてくれ、私の横に座ってくれた。

「そっか……紗南、先生のこと……そうだったんだ……ごめん。調子に乗っちゃった」

「ううん……大だい丈じよう夫ぶ……」

　落ち込んだ恵子の声は、泣いている私よりもずっとずっと小さかった。

「湿しつ布ぷ、貼はるね」

「うん、お願い」




　そして、それ以上何も聞かないまま制服をめくりあげると、涙が止まるくらい冷たい湿布を二枚、背中に貼ってくれる。

　そして制服を整えると、うしろから私をギュッと抱だきしめてくれる。

「私、紗南のためならなんだってするから。辛くなったら我慢しないでいつでも頼たよって？」

　大切な宝物のように私を抱きしめてくれる恵子。

　一番の親友が、私のとなりに帰って来たんだと改めて実感できた。




「うん、ありがと。また、ゆっくり喋ろ」

「いいよ～。どこでも付いて行くわ！　私の全奢おごりで！」

「うっそ、本当に？　お小こ遣づかいなくなるよ？」

「いいの！　あんな馬ば鹿か男とのデートがぜーんぶなくなったんだから。その分、紗南と一緒に過ごすために使うの！」

　語り合っていくうちに、涙なみだ声ごえは笑い声に変わっていった。

　その雰ふん囲い気きに気付いたのか、カーテンの外から都築先生のクスッと笑う声が聞こえてきた。

「下校時間が過ぎちゃいますよ～、早くしないと。お喋りは明日あしたの学校の休きゆう憩けい時間にとっておいて、今日はもう帰りましょう」




　カーテン越ごしに聞こえてくる先生の声は、それは喜びを含ふくんだ明るい声だった。

　きっと、私と恵子が仲良く喋っているのを聞いて、嬉うれしく思ってくれたんだと思う。

「紗南、もう泣いてない？」

　恵子が私だけに聞こえるくらいの声で言ってくれる。

　私は、まだ全然大丈夫じゃないけれど、「うん」と返事をした。




「じゃ、一緒に行こう」

　私の手を恵子はギュッと握にぎりしめてくれる。

　それだけでも頼たのもしさを感じられて、どこまでも落ちていきそうな心はかなり救われた気がした。

「終わったよ、先生」

　恵子がカーテンを開けてくれて、私が声をかける。

　先生は手を繫つないだ私達を見て、それは嬉しそうな笑え顔がおを見せてくれた。

「やっぱりあなた達はそうやって仲良くしているのが一番似合いますねぇ」

　先生は目を細め、眩まぶしいものを見るみたいに何度も頷うなずいて私達を見つめ続ける。




　なんだかその視線が恥はずかしくて、私は拗すねた顔をしてしまった。

「……ジロジロ見ないで」

「あぁ、すみません。嬉しくって」

　ヘラッと笑う顔は、どっからどう見てもカッコよくはない。

　でも、私はこの顔に癒いやされ、胸が痛いくらい高鳴るんだ。

「では、帰りましょうか。弥生さんの背中がまだ痛むでしょうから、僕の車で送っていきますね」

「えっ、先生の車で？」




　恵子が驚おどろいて返事をする。

　私はまた先生の車に乗れるのが嬉しくて仕方なくて、わざとらしく大おお袈げ裟さに喜んだ。

「やった。歩いて帰らなくて済むじゃん。一緒にラクしよーよ、恵子」

　繫いだ手を離はなして、恵子と腕うでを組む。

　恵子はまだ心配そうに見つめてくるけれど、私はニコッと微笑ほほえみ返した。




「うーん、そうだね！　今日はいっぱい疲つかれたし、ラクしよー！」

「いきなり息がピッタリですね～。じゃあ、職員玄げん関かんの方まで来てくださいねー。車、回しますから」

　保健室の窓から職員玄関の方を指さし、クスクスと笑う。

　私達は「はーい」と声を揃そろえて返事をし、保健室を出る先生の後ろに続いた。




「紗南、背中大丈夫？」

「うん、大丈夫。ゆっくりなら歩ける」

　恵子の質問に返事をしながらも、車を取りに行くため、早足で校舎から出た先生のうしろ姿をずっと目で追っていた。

　そして自然と溢あふれてくる涙をグッと我が慢まんし、唇くちびるを嚙かみしめる。

　恵子は私に腕を絡からませてずっと支えてくれ、一緒に歩いてくれた。

　今、この時、恵子がいてくれて心からよかったと思う。

　改めて、親友という存在の大きさを確かく認にんできた時間だった。

「紗南、ゴメンね。私、もう……絶対に紗南のそばを離れないから」

　涙声の恵子の声が私の耳に届く。

　私はフフッと笑い、恵子の肩かたにポンッと頭を置いた。

「ありがとう、恵子」

　職員玄関を出れば、外は夕暮れが終わり、薄うっすらと暗い色が空の色を変えていく。

　私はそれを見上げながら、終わった出来事を思い出してホッとため息をついた。







[image: やっぱり好きです]




　都築先生を待っている間私は一人、暗くなりかけている空を見上げていた。

　恵子は私の鞄かばんと自分の鞄を取りに行ってくれている。

　私は、恵子とまどか、そして相沢君とのことが全すべて終わったから、全身の力が今にも抜ぬけそうになっていてぼうっと立っていた。

　そんな私の前に見慣れた車が一台、ゆっくりと停とまった。

「弥生さん、お待たせしました。あれ？　山下さんは？」

　運転席から出てきた先生は、恵子がいなくなったから不思議な顔をしてキョロキョロと辺りを見み渡わたしている。

「恵子、鞄を取りに行ってくれたの」

「あっ、なるほどー。すみません、気付かなくて」

　先生はハッとした顔をして、左の手のひらに自分の右手のこぶしを載のせた。

　私は先生のその様子がおかしくて、軽く声を上げて笑ってしまった。

「もー。先生のリアクション、変」

「あはは、変ですかー？　でも、弥生さんが笑ってくれるなら、いくらでも変なことしますよー」

　無む邪じや気きな顔で、先生は私の心臓をギュッと摑つかみとってくる。

　そういう期待させるようなこと、本当に言わないでほしい。




「あんまり変なことしない方がいいよ。そのうち、先生が職員会議で問題にされるかもよ」

「えぇ！　それは困ります！」

　そして簡単に顔色が悪くなる。

　本当に、単純なんだから……と、またクスクスと笑ってしまった。

　そんな私の前にゆっくりと先生はやってきて、私の体に先生の影かげがかかるくらいに近寄ってきた。




「な、なに……？」

　見上げたくても、こんな近い距きよ離りで今、先生の顔を見る余よ裕ゆうなんて全くない。

　目の前には先生の真っ白いシャツがあり、私はその小さな透とう明めいのボタンだけをじっと見つめていた。

「えーっと……弥生さんにお願いされていたことをしに来ました」

「へっ？　えっと……あの……」

「あっ」と思い出したときには、先生はその手をもう私の頭の上に置いてくれていた。

　そして優やさしくゆっくりと、丁てい寧ねいに私の頭を撫なでてくれる。




「弥生さん、メールで送ってきたでしょう？　頑がん張ばったら、また頭を撫でてほしいって。だから、いっぱい撫でたいと思います」

　照れくさそうに笑いながら、先生は私の頭をずっと撫でてくれる。

　その手は、泣きたくなるほど温かかった……

　いや、泣きたくなるとかじゃない。

　私は本当に泣いてしまったんだ。

　鼻をすする音を鳴らせ、私は涙なみだを手の甲こうで拭ぬぐう。




　そんな私を見て先生は心配するんじゃなくって、頭を撫でながら笑って見つめてくれていた。

　きっと、私が安心して泣き出したんだと思っているんだろう。

　でもこれは先生のことが好きでたまらないから、流してしまう涙だ。

　優しくされればされるほど、どうしようもなく好きになってしまう。

「弥生さん、頑張りましたねー」

「えらかったですよ。相沢君に向かっていく姿、かっこよかったです」

「でも、女の子なんだから、もうちょっと考えて行動しましょうねー」

　そんな先生の言葉の最後は、お説教で終わってしまった。




「……もう少し、女の子らしくなったら……」

　佐渡先生みたいな女らしい人になれたら、先生も私のことをちょっとは恋れん愛あい対象として見てくれるのかな？

　そう言いそうになり、グッと堪たえた。




「なんですかー？」

　今だって、私の頭を撫でながら近寄って来る先生は、泣いている子どもをあやすような穏おだやかな眼まな差ざしだ。

　先生のその態度に私の初はつ恋こいは、少女漫まん画がみたいに甘くてキラキラしたものなんかじゃないとつくづく実感させられる。

　だから、これで最後だと思い……私は一言だけ本心を呟つぶやいた。

「……好き」

「えっ？」

　そこからはもう唇をギュッと嚙みしめて我慢した。

「私、先生にこうして撫でてもらうの好き。お兄ちゃんに甘やかされているみたいだから」

　苦い気持ちを必死に隠かくして、私は先生に一度だけかわいいと褒ほめてもらった笑え顔がおを作り、顔を上げる。




「あはは！　お兄ちゃんですか！　よかったー、お父さんと言われたらどうしようかと思いました！」

「お父さんなわけないじゃん。先生、四十代だっけ？」

「ち、違ちがいますよ！　まだ二十代です！」

「うーん……ギリギリお兄ちゃんっていう年ねん齢れいだよね」

「そ、そうですか……」




　軽く傷ついた先生の顔を見て笑っていると、恵子が私と自分の鞄を持って戻もどってきた。

　その手にはローファーまであり、私はお礼を述べながら受け取る。

「それでは帰りましょうか。山下さんと弥生さん、どっちがお家が近いですか？」

「それなら私の方が……」

「もちろん、私の方が先！　紗南はあとでゆっくり送ってあげて！」

　鼻息荒あらく、恵子が私より大きな声でそう言った。

　私が驚おどろいて恵子の横顔を見ると、恵子は目をキラキラさせて私を見ている。

　一応、二人きりにさせようと気き遣づかってくれたみたい。




「じゃあ、先生、恵子を先に送ってあげて。恵子の家、結構門限が厳しいんだ」

「あぁ、なるほど！　わかりました。では、家まで送った時、親おや御ごさんに僕から話をしますね」

　先生はそう言うと運転席へと向かい、私達が後部座席に乗りこんだ時、恵子が小声で私に話しかけた。




「都築先生って意外としっかりしてるし、優しいね」

「うん、私、先生のおかげで今日学校に来れたんだもん。ちゃんと立派な先生だよ」

　まるで自分が褒められたみたいに、先生のことを褒めてもらえると嬉うれしくて心がホクホクする。

　それから、うす暗い空がゆっくりと群青ぐんじよう色に変わり始める頃ころ、先生の車は恵子の家に到とう着ちやくした。

「紗南、また明日あした……」

「うん、また明日ね。学校、行くから」

「……うん！」

　恵子は車から降りる前に私に抱だき着き、笑顔で明日の約束をした。




「では、弥生さんの家まで行きますねー」

「うん、お願い」

　軽快に話す先生の声に、私も明るく返す。

　そして今日一日を振ふり返った話をしていたら、あっという間に車は私の家に到着した。




　あぁ……とうとう着いちゃったな。

　そう感傷に浸ひたっていると、運転席から先生の緩ゆるい声が聞こえてきた。

「着きましたよ～。ちょっと待っててくださいね」

　そう言って、運転席を出た先生。すぐに後部座席のドアが開いた。

　そしてそのままその場に私に背中を向けてしゃがむ。

「はい、どうぞ」

「えっ？」

「さっきもしたでしょ？　おんぶですよ～。まだ背中、痛むでしょう？」

「い、いいから！」

「いえいえ。ケガをさせたのは僕にも責任ありますから。どうぞ、乗ってください」

「いいってば！」

「弥生さん、恥はずかしがっても痛みはなくなりませんよ」




　そんな言い合いをしても、先生は断固として譲ゆずってはくれない。

　仕方なく、これが最後……そう思い、私は震ふるえる手を先生の肩かたに載のせて、もう一度おんぶをしてもらった。

「じゃあ、インターホン鳴らしますね」

　先生は私の返事を待たずにインターホンを鳴らす。

　慌あわてて出て来たお母さんは先生におんぶされた私を見て、驚き固る。

　先生は私が最後まで頑張ったことをちゃんと伝えてくれて、お母さんは涙ぐんで喜んでいた。




「紗南さんのこと、たくさん褒めてあげてくださいね」

　先生は私を背中から下ろしながらお母さんにそう伝えていた。

　お母さんは「はい！　それはもちろん……！」と涙なみだ声ごえで応こたえていて、なんだか居た堪たまれなくって居い心ごこ地ちが悪かった。

　そしてお母さんのとなりに立った私を先生はとても穏やかな目で真っ直すぐに見つめてくれた。




「今日は本当にお疲つかれ様でした。今日の弥生さん、とても素す敵てきでしたよ」

　それは私を心から安心させてくれる声だったから、私は力強く頷うなずいた。

　すると、先生はホッとしたように笑い、私の頭をもう一度撫でてくれた。

　先生は私の心を揺ゆり動かす言葉を残して、そのまま帰って行った。

　そうして、私の長い長い一日はようやく終わったんだ。




　その夜、私は今日一日の疲れから深い睡すい眠みんをとることができると思っていたのに、神経が高ぶっているのかなかなか寝ね付つけないでいた。

　色んなことがありすぎて、頭の中もパンク状態だし胸の中の気持ちも忙せわしい。

　でも、その中でも変わらない想おもいはずっと心の中に残っている。

　それはずっとずっと膨ふくらんでいて、その人を思い浮うかべるだけできゅうっと心臓が苦しくなる。

　最後に撫なでてくれた手もあったかくて優やさしかった。

　私は、その手の大きさと温ぬくもりを思い浮かべて、眠ねむれない一夜を過ごした─────
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　翌朝、私は登校時間になり家の玄げん関かんに向かう。

　昨日の騒そう動どうでほこりまみれになっていた制服は、きれいに洗濯されていた。

　お母さんが洗ってくれたものなんだとすぐにわかった。

「背中は大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、まだ痛みはあるけど普ふ通つうに歩けるし全然大丈夫」

「気を付けてね」

「うん、行ってきます」

　お母さんに見送ってもらい、私は家を出た。

　外の空気を吸うと雨の匂においが少し感じられて、せっかく気分一新、学校に行こうと思ったのに、朝からいやな気分になってしまう。

「はぁ……」

　そしてつかないでおこうと思ったため息をやっぱりついてしまった。

　これも、今朝から都築先生からのメールがなくなってしまったせいだ。

　でも、それで当たり前なんだ。

「先生のメールがない日常に戻らなくちゃ」

　また以前の私のような、親友の恵子と学校生活を楽しむという日々に戻ればいいだけ。

　相沢君と別れたばっかりの恵子も、きっと一いつ緒しよのことを考えているはず。

　お互たがい、忘れる努力をしなくてはいけないのだから。

　天気予報では雨なんか降らないと言っていたのに、その予報はまんまと外れ、私の頰ほおには小さな雨あま粒つぶがぽつぽつと当たり始めた─────




　軽く雨に濡ぬれた私は、駆かけ足で学校まで向かった。

　昇しよう降こう口ぐちまでようやく辿たどり着き辺りを見回してみると、私と同じような生徒は多くみんな雨に濡れていて、いたる所で文句が聞こえてくる。

　そんな話し声の中、私の名前を呼ぶ声がすぐうしろから聞こえてきた。




「紗南、おはよ」

　声のする方向を向くと、恵子が折り畳たたみ傘がさをたたみながら晴れやかな笑え顔がおで私に声をかけてくれた。

「……おはよ、恵子」

「へへっ」

「ふふっ」

　二人同時に笑い合い、笑顔を届け合う。

　あぁ、私、ちゃんと学校に来られるようになったんだな……と改めて自覚できた瞬しゆん間かんだった。




　そして教室に向かうと、まどかが机に一人でいるうしろ姿が見えた。

「まどか、昨日のことがバレて完全無視が始まっちゃったね」

「バレた？」

　恵子が小さな声で私に教えてくれ、まどかの方をジッと見つめてその続きを話し出した。




「視し聴ちよう覚かく室でのこと、クラスの子に見られてたみたい。昨日、メッセージアプリのグループで回ってきたんだ」

「ウソ……！」

「もちろん私も責められたけどね。でも、紗南のことはちゃんと守ったから。紗南は何も悪くないってちゃんと説明しておいたからね。大丈夫だよ、安心して」

「でも、恵子も悪者になったんじゃ……」

「当たり前じゃん。だって、私もまどかと一緒になって紗南を無視していたんだもん。罰ばつを受けて当然だよ。まどかもあんなふうに孤こ立りつしちゃったのもしょうがないよね」

「罰って……」

「これからは私が紗南を守るからね。なにがあっても絶対に紗南の味方だから。それくらいしなきゃ、許してもらえないって思ってるから」

「そんなの……」




　私は恵子が私のところに戻もどってきてくれただけで嬉うれしかった。

　その気持ちだけでもう充じゆう分ぶんだった。

「恵子……」

　恵子の制服の袖そでを握にぎりしめて教室のすみで立っていると、私達を見るクラスメイトの視線に気付く。




　それは好こう奇き心しんで見ているものと、申し訳なさそうに泳がすものと二つの視線があった。

　ジロジロと見られる覚かく悟ごはしていたけれど、やっぱり注目されるのは居心地が悪い。

　そう思っていた時、教室の前の扉とびらが静かに開き、都築先生がひょっこりと現れた。

「おー、みなさん早いですねー。おはようございます」

　その姿は珍めずらしくスポーツメーカーのロゴが入ったＴシャツにジャージというもの。

　いつもは白のシャツとスーツのズボン姿だから、部活の朝練が終わってすぐにここに来てくれたんだとわかった。




　先生の姿を見ただけで高鳴る心臓は、となりにいる恵子にまで伝わっているんじゃないかってくらい鳴っている。

　そして、先生はそんな私を見つけてニッコリと優しい笑みを送ってくれる。

　それはまるで優しいお日様みたいな笑顔だった。

「ではちょっと早いけど、出欠を取りますよー」

「えー！　まだ登校してきてない奴やつもいるって！」

「それではカウントダウンでも始めますかー」

「なんだそりゃ！」と先生は男子と和なごやかに話している。




　男子と同じように喋しやべっている先生を私はずっと見ていた。

　そんな私の腕うでをツンッと突つき、恵子はニマニマと笑っている。

「紗南、本当に好きなんだね～」

「えっ、な、なんのこと？」

「隠かくさなくても……というか、隠しきれてないよね」

　恵子に声を出して笑われながら、私は久しぶりに自分の机に向かう。




　窓まど際ぎわの真ん中の席は外を見ればグラウンドがあり、ここから授業が退たい屈くつなときは体育をしている生徒を見たりしていた。

　そっと机を指先で触ふれ、久しぶりの感かん触しよくを確かめる。

　じわりと目め尻じりに溜たまる涙なみだは、感極きわまって出てきた涙だった。

「弥生さん」

　すると、優やさしく私の心を穏おだやかにさせてくれる声が、名前を呼んでくれる。

　視線の先には、都築先生がフワッと笑って私を真っ直すぐに見つめてくれた。




「お帰りなさい、待ってましたよ」

「……うん」

　先生は頭に手をポンッと置くと、男子の輪に戻って行った。

　先生が置いてくれた手の場所から、じわじわと熱が体内に集まってくる。

　また、心臓がぎゅうっと締しめ付けられるように痛い。

　先生のことが好きすぎて痛いんだ。

　諦あきらめないといけないことはわかっている。

　だけど、当分この気持ちは止められそうにない。

　だから、もう少しだけ先生のことは好きでいよう。

　忘れられる勇気ができるまで─────
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　初めて三年生の教室に入った時、窓から見えた桜はとても綺き麗れいだった。

　三年生の教室は四階だからそこまで上がるのが面めん倒どうだったけれど、窓から見えた校舎を囲むたくさんの桜を見ていたら、高いところも悪くないなと思えた。

　登校拒きよ否ひを始めたあの日から時間は過ぎて、私は三年生になった。

　登校拒否をしている間、授業についていけるか心配だったけれど、都築先生の図書館での勉強のおかげもあってか無事に進級はできた。

　緊きん張ちようしかなかったクラス替がえは無事、恵子と同じクラスになり、ホッと一安心だ。

　恵子と「担任誰だれだろうね」「いい先生に当たったらいいなぁ」と話をしてはいても、私にはたった一人しか思い浮うかばなかった。

　そして朝のＨＲが始まるチャイムが鳴り、担任の先生が教室にやってくる。

　グレーのスーツを着た担任は、たった今、私が思い浮かべていたその人だった。

「きゃー。紗南、やったじゃん」

　小声で恵子がうしろの席から背中を突いて喜んでくれている。

　私は緩ゆるむ頰ほおが止められず、満面の笑えみで先生を見ていた。

「えーっと、キミたちの高校生活最後の担任をすることになりました、都築乙おと哉やと申します。三年生の担任は初めてなので色々と至らないことはあると思いますが、どうぞよろしくお願いいたしますー」

　スーツを着ても、髪かみを整えていても、緩い口調は変わらず、クラスメイト達からはクスクスと笑う声が聞こえてくる。

　先生も困った顔をしながらも歓かん迎げいムードに喜んでいるみたい。

　そんな雰ふん囲い気きの中、私の最後の高校生活は始まった─────
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　三年生にもなると今までの日常ではなくなり、一気に受験という張り詰つめた空気が漂ただよってくる。

　私と恵子は進学コースで、受験に向かって頑がん張ばっていた。

　そんな中、学校で進路相談が始まり、教室でお母さんと都築先生と私で向かい合う。

「弥生さん……この進路、本気ですか？　変へん更こうはないですか？」

　先生は感動しているのか、声が震ふるえている。

　お母さんには私の進路希望を伝えていたから、二人して笑いながら先生の様子を見ていた。




「うん、今さら変更はなし。去年からずっと考えてたんだ」

「この子、去年の三学期に突とつ然ぜん、教師になりたいって言いだしまして。教育学部を選せん択たくするって言っているんです。だから夜遅おそくまでずっと勉強も頑張っているみたいで」

「そうですか～。うわぁ、嬉うれしいです！　弥生さんが教師を目指してくれるなんて……！」

　先生は言葉にすればするほど実感して感激をしてるみたいで、手も声も震えている。

「頑張りましょうね！　僕もできるだけサポートします！　頑張って、僕と同じ教師を目指しましょう！」




　こっちがつられて笑っちゃうくらい、先生は満面の笑みだ。

　多分私以上に気合いが入っている感じ。

　私は「はーい」なんて軽い返事で応こたえていたけれど、心は躍おどるように喜んでいた。

　先生は気付いていないかもしれないけれど、私の夢は都築先生みたいな先生になることなんだ。

　傷ついて、殻からに閉じこもってしまった子どもを助けてあげたい。

　それは経験者の私だからこそ、できることがあるのかもしれない。

　そう思って、先生と同じ教師という職業に就つくことに決めたんだ。




「私、教育実習は都築先生の下もとでやりたいなぁ。元教え子だから、採点とか緩くしてくれそうだし」

「まぁ、この子ったら気が早いんだから。すみません、先生。いつまでも生意気な口利きいてばっかりで」

「あはは！　その日を待ってますよ～、弥生さん。でも、指導は厳しくしますからね」

「……先生の厳しい姿って想像できないんだけど」

「こ、こら、紗南！」




　私の毒どく舌ぜつに、お母さんが焦あせってフォローしている様子を見て先生はずっと笑っていた。

　数年後、もしかしたら先生と一いつ緒しよにこの教室で、指導教きよう諭ゆと教育実習生として、この場に立っているかもしれないんだ。

　そんな姿を想像するだけで、気分が明るくなる。

「私、都築先生みたいな先生になりたいな」

　ぽそっと呟つぶやいた言葉は先生に聞こえたのかわからない。

　でも、ずっとニコニコと微笑ほほえんでくれた顔を見て、私はやっぱりこの笑顔が好きだなぁとしみじみ感じてしまった。




　それでも成績が思うように上がらず落ちる気分が続いていた時、恵子が「バレー部の見学に行こうよ」と誘さそってくれたんだ。

「好きな人の頑張る姿を見ていたら、自分も頑張ろうと思えるでしょ？」

　恋れん愛あい体質の恵子らしい考えだった。

　ちなみに恵子は相沢君と別れたあと、何人かに告白されていい人はいるけれど、すぐに付き合うことはせず、お友達を続けているみたい。

　そういうところは成長したなとは思う。




　そんな恵子に誘われ、放課後にバレー部を何度か観に行ってみた。

　そこには顧こ問もんとして大きな声をあげ、指導をしている都築先生の姿がある。

　いつもの弱々しくも朗ほがらかな印象とは全く反対で、大きな声をあげ凜り々りしい顔で的確な指示を出している都築先生はとても男らしくて、本当に驚おどろいた。

　それは一緒にいた恵子まで「かっこいいじゃーん！」と興奮するほど。

　新たな魅み力りよくを発見してしまい、私は諦あきらめるどころかますます都築先生への気持ちが大きくなってしまう。

　都築先生への恋こい心ごころを持て余していたそんな時だった。

　移動教室で授業準備の手伝いの係に当たっていた私は、廊ろう下かを一人で歩いていた時、衝しよう撃げき的な場面をこの目で見てしまったんだ。

「都築先生……と、佐渡先生……！」




　化学準備室の前の廊下を、楽し気にお喋しやべりをして歩いている二人を発見してしまった私。

　教師同士がたわいのない話をしているのなんて、よくある光景だ。

　でも、なんだろう……あの二人にはやっぱりそれだけじゃない雰囲気が漂っている。

　だって悔くやしいくらい二人でいる空気に違い和わ感かんがなく、見た目もお似合いなんだもの……

　そして私もそこを去ればいいのに、つい足を止めて曲がり角の壁かべに隠かくれて、二人の会話に耳をすませて立ち聞きしてしまった。




「初めての三年生の担任はどう？　プレッシャーで胃を壊こわしていない？」

「そうですねぇ。でも大変なのは僕じゃなくって、受験生の生徒達ですから。僕はあの子達が無事に卒業できるようにサポートをしていくだけですよー」

「そういうふうに考えるところ、昔から変わらないわね。……乙哉君は」

「ちょ……！　が、学校でその名前で呼ばないでください……！　誰が聞いているかわからないんですから！」

「あら、今さら照れなくてもいいじゃない」

「こんなところで、からかわないでくださいよ、全くもう……」

　都築先生は真っ赤な顔になって反論し、そして佐渡先生はその様子を見て楽しそうに笑っている。

　そして……その会話を聞いてしまった私はあまりの仲の良さにショックを受け、頭も視界も真っ暗になり、放心状態でそこに立ち尽つくしていた。

　やっぱり噂うわさどおり、都築先生と佐渡先生は恋こい人びと同士だったんだ……

　ショックで歯がカチカチと鳴り、今にも涙なみだがこぼれてしまいそうになる。

　仲なか睦むつまじい二人をこの目で見てますます息苦しい気持ちが大きくなり、この行き場のない気持ちを私の中でもうどうしていいかわからなくなっていた。
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　そろそろクラスの雰ふん囲い気きに馴な染じんできた頃ころ、私はとなりのクラスの男子にお昼休みに呼び出された。

　その人はバレー部のキャプテンの山やま崎ざき翔しようという男子。

　部活中よく先生のそばにいる背の高い人……私にとってはそういう印象だった。

　けれど、屋上のコンクリートの上で告げられたのは、そんな印象を一いつ掃そうしてしまうほど衝撃的な言葉だった。




「す、好きです……！　付き合ってください！」

「急に呼び出してごめん」と言われたあと、すぐに告げられた。

　私はいきなりの展開に頭がついていかず、自分だけがこの状じよう況きようにおいてけぼりだ。

　頭の中は真っ白になり、ただ「付き合ってください」という言葉だけがリピートされる。

　そんな私を真っ直すぐに見つめたまま、山崎君は慌あわてて喋り出した。




「えっと、いきなり悪い！　でもさ、あの、弥生って時々バレー部の練習の見学に来てただろ？　その時にえーっと……い、いいなーとか思っててさ。で、気付いたらその……気になってたというか……お互たがい受験だしそんな時に何言ってんだって感じなんだけど」

　山崎君はかなりパニックになっているのか、思いついたままの言葉を並べていて、ずっと慌てているし、顔も見る見る真っ赤に染まっていく。

　きっと私も先生に告白をする時はこんなふうになるんだろうな……心のどこかでそんなことを思っていた。

　そんな私に気付くわけもなく山崎君はさらに顔を赤くしながら、続きの言葉を口にする。




「でも、そういう時だからこそ、お互い応おう援えんし合えたらいいなーとか、いや、俺が応援してもらいたいなーていう感じなんだけど……！　それに徐じよ々じよに好きになってもらえたらな……って……悪い、一人で喋り過ぎた」

　後頭部をかきながら、それは照れくさそうな笑え顔がおを私に見せる山崎君。

　彼はきっといい人だと、私の勘かんが私に訴うつたえかける。

　でも……私にはずっと秘ひめた思いがある。

　でも……それは多分一生叶かなうことはない。

　それだったら……




「うん……私でよかったら」

「やっぱそうだよな、無理……えっ？」

　絶対に振ふられると思い込んでいたのか、山崎君と私の会話はちぐはぐになってしまった。

　そして、ポカンとわけがわからないといった表情をしている山崎君の顔はとても面おも白しろくて、私はその場で笑い出してしまったんだ。




「えっ？　えっ？　今、なんて……？」

「ふふっ。私でよかったらって言ったの。でも、本当に私なんかが彼女でいいの？」

　山崎君の照れくさそうに赤くなっていた頰ほおは、今はもう真っ赤なリンゴのように染まっている。

　そして大きなガッツポーズまでしてくれた。

「あ、当たり前じゃん！　俺から申し込んでるんだし！　ていうか、これマジ？　夢じゃないよな！」

　体育会系らしく、自分の両頰をバチン！　と叩たたいている山崎君。

　その音に私は驚いて、だけどまた笑いが込みあげてくる。




「これからよろしくね、山崎君」

「えー！　マジ？　マジ？　いや、もちろん！」

　もう、都築先生のことを思う気持ちに疲つかれていた私は、逃にげる方法を選んだ。

　もしかしたら私を好きになってくれた山崎君のことなら、私は彼を好きになれるかもしれない。

　その方が自分の気持ちがラクになると思ったんだ。







「えっ……告白された？」

「うん」

　その日の放課後、バレー部の練習を観に行くことになった私は、体育館に恵子と一緒に向かっていた。

　それは山崎君から時間があれば練習を観に来てほしいとお願いされたからだ。

「ちょっと……相手、誰だれ？」

　恵子はかなり戸と惑まどっていて、私はそんな恵子に苦笑いで返し、体育館まで続くうす暗い廊下の風景を見ながら山崎君の名前を告げた。

「山崎君ってバレー部じゃない。しかもキャプテンだよ？」

「うん」

「うんって……も、もちろん断ったんだよね？」

　不安そうに私の横顔を見つめる恵子。

　私は笑顔を作り、その時のことを恵子に全すべて話した。

「……じゃあ、先生のこと、諦あきらめるの？」

「諦めるも何も、最初から報むくわれることはなかった恋こいだもん。諦める以外選択肢はないよ」

「……山崎君の悪い話は聞かないよ。そもそも部活命って感じの人だから、彼女を欲しいと思ってたのが意外だったよ」

　恵子は私の背中を押すために、山崎君のいいところを話してくれる。

　私も何度も頷うなずきながらその言葉を聞いていた。




「あはは。そうだね、それなのになんで私なのかなー？　山崎君って女の子の趣しゆ味みが悪いから、今まで彼女いなかったんじゃない？」

「紗南はかわいいよ。めちゃくちゃかわいい。だから、紗南の魅み力りよくに気付かなかった先生を私はうらむよ。本当、見る目ない！　て言ってやりたい」

「……はは。ありがとー。恵子」




　恵子は頰を膨ふくらませながら、やっぱり私の味方でずっといてくれている。

　その気持ちが嬉うれしくて、そっと恵子の手を取って握にぎりしめた。

　そのおかげで私はなんとか笑顔のまま、体育館に辿たどり着くことができた。

　そして出入り口の扉とびらの前で中をこっそりと覗のぞき込む。

　緑色のネットで仕切られた向こう側にはランニング中のバスケ部、私達がいる方はバレー部がちょうど休きゆう憩けいを終えて練習を再開しようとしていたところだった。




　両りよう腕うでを伸のばしてコートの中に入って後こう輩はいたちと喋しやべっている山崎君を見つけた。

　でも、その向こうにはタブレット端たん末まつを持ち、真しん剣けんな顔をして文字を打ち込んでいる都築先生がいた……

　私の視線は、山崎君を通り越こして先生を追いかけている。

　先生に見み惚とれてぼうっとしていたら、恵子に肘ひじで突つかれた。




「紗南、山崎君こっち見てるよ」

「えっ？　……あっ」

　先生ばかりを見て気付かなかったけれど、山崎君は私の方を何度もチラチラと見ていた。

　それもめちゃくちゃ恥はずかしそうに。

　私はうしろめたい気持ちでいっぱいになり、小さく手を振り笑顔を向ける。

　するとビクッと体を強こわ張ばらせる山崎君は、顔を真っ赤にしながらペコッと頭を下げた。

「アハハ！　山崎君ロボットみたいで面おも白しろいんだけど！」

「そうだね」

　二人で笑っていると、視線の先にいた先生がいなくなっていることに気が付く。

　無意識にその存在を探していると、「あっ、弥生さんと山下さんじゃないですかー」と緩ゆるい声が背後から聞こえてきた。




「今日も見学に来てくれたんですかー？」

「うん、体育館は暑いね」

「体育館もですけど、部員の熱気もすごいんですよー。特に三年生は最後の大会が始まりますからね。みんな気合いが入っていますねー」

「そうなんだ」




　先生が三年生達の方を見て、眩まぶしそうな目つきをしている。

　きっとそこには色んな感情も含ふくまれているんだろうな。

　きっとたくさんの思い出があるんだろう。

　やっぱりバレー部員はうらやましいなって思っちゃう。

「でも、こんなにバレー部を見学に来てくれるなら、もっと早く誘さそってマネージャーになってもらったらよかったですね～」

　先生に言われて、その方法もあったんだ……！　とひどく後こう悔かいした。

　でも、もしマネージャーなんかになってしまえば、いつでも先生と一緒にいられるから、この気持ちに歯止めがきかなくなりそうだ。




「マネージャーなんて大変そうー。私は応おう援えん専門で」

　イジワルな顔をして先生を見上げると、「そうですかぁ……」とショックな表情に変わっている。

　私はそんな子どもみたいな反応の先生を見て、大笑いしてしまった。




「先生、練習再開します」

　私と先生の間に入って来たのは、今日の昼休みにも聞いた山崎君の声だった。

「あぁ、わかりました。ではフォーメーションの確かく認にんからしましょうか。メンバーを集めておいてください」

「はい！　……あーっと、弥生」

　山崎君は先生の指示に大きな声でハッキリと返事をすると、極きよく端たんに小さな声で私の名前を呼んだ。

「な、なに？」

「見学、来てくれてありがと。その、嬉しい……じゃ」

　山崎君は喋っていくうちに顔がどんどんと赤く染まっていく。

　そんな顔をされたらこっちにもうつってしまい、私まで赤くなってしまった。

「あれ？　今のやり取りは……あれ、山崎君と弥生さん、もしかして……」




　……本当、生徒のことになると鋭するどくなるんだな、この先生は。

　私は気持ちを落ち着け、少しだけ深呼吸をして先生に思い切って伝えた。

「うん、山崎君から告白されて付き合い始めたの。初カレだよー」

　精せい一いつ杯ぱいおどけた空気を作り、私は先生に笑え顔がおを向ける。

　私の言葉を聞いた先生は一いつ瞬しゆんキョトンとなり、でもすぐに明るい太陽みたいな笑顔を私に向けた。




「そ、そ、そうだったんですか！　うわー！　すごい！　よかったですねー！　弥生さんにもとうとうそういう日が……！　感激ですよー、大事な生徒同士でそんな関係になってくれるなんて！」

　今日一番のテンションの高さなんじゃないかと思うくらい、先生は興奮してる。

　そんなに嬉しいんだ……私と山崎君が付き合うことが。

　苦笑いをしていた私の代わりに、恵子が先生の腕うでを強く叩たたいて「早く部活に戻もどった方がいいよ！」と怒おこってくれたのが、せめてもの救いだった。




　それからも何度か山崎君に誘われてバレー部の練習を観に行った。

　部活が早く終わった日には一いつ緒しよに帰ったりもして、その度たびに先生に「青春ですねー」とか言われてうらやましがられた。

　その度に軋きしむ胸の痛みに耐たえられなくて、私はもうバレー部の練習を観に行くことをやめてしまった。




　それでも都築先生の姿は見たくなくても校内で発見してしまう。

　そんな時に限ってあの日と同じように、佐渡先生と廊ろう下かで仲良さげに話す場面だったりするから、私の胸の中にはとてもいやな感情ばかりが生まれてくる。

　だから、都築先生からわざと距きよ離りを置いて、一言も会話を交かわさない日々を続けた。

　教室で「弥生さん」と声をかけられても、目を合わせず、私は恵子や山崎君のところへといつも逃にげる。

「紗南、あれはさすがにあからさま過ぎない？　都築先生、紗南に無視されていつもしょんぼりした顔をしているよ？」

　学校の帰り道、受験勉強の気分転てん換かんに二人でアイスを食べていた時、恵子にそう言われてしまった。

「ううん、これでいいの。だって、そばにいたら好きの気持ちが止まらないもん。私は山崎君と付き合っているんだから」

　甘いアイスを食べているはずなのに苦い顔をしている私を見て、恵子も返す言葉を探して戸と惑まどっている。

「私は……紗南が幸せになれるのなら、それでいいけど」

　そう言ってくれる親友は、私を見て切ない表情を浮うかべていた。




　それでも、山崎君との交際は順調だった。

　学校の休憩時間には廊下でたわいもないお話をして、時々お昼休みには一緒にお昼ご飯も食べたりした。

　呼び方も「弥生」から「紗南」に変わり、ぎこちないけれど私をちゃんと彼女扱あつかいしてくれる。




　きっと、彼は誰だれが見てもいい彼氏だと思う。

　私のことだけをちゃんと考えてくれて思ってくれる真っ直すぐな人。

　そんな彼と付き合い始めて二週間が経たち、私と山崎君は下校途と中ちゆうの公園で初めてのキスをした。

　キスをすれば、彼のことをきちんと彼氏として見られると思ったんだ。

　でも無理だった。

　手が震ふるえるほど緊きん張ちようしてこの場をリードしてくれる山崎君のことを考えたら、それはとても失礼なことだと思う。




　キスが終わり、離はなれた山崎君の顔を見上げると、彼はとても照れくさそうに、でも幸せそうに笑っている。

　私もそんな風に笑えているかな……

　作った笑顔を浮かべながら、精せい一いつ杯ぱいの微笑ほほえみを山崎君に向けた。

　キスをして、手を繫つないで一緒に帰って、家まで送ってもらって。

　その後も寝ねる前にはお互たがいに【おやすみ】とメッセージを送り合う。

　恋こい人びと同士なら最高に幸せな時間を手に入れているはずなのに、どこか他人ひと事ごとみたいに彼と自分とのやり取りを見ている私がいる。




「……はぁ」

　ベッドに座り、出てくるのはため息ばかり。

　でも、今は受験と山崎君のことだけを考えなくちゃと、毎日自分に言い聞かせている。

　頭の中を勉強モードに切り替かえて、この日も日付が変わるまで参考書とノートにひたすらペンを走らせた。




　そんな毎日の中、少しだけだけど、都築先生のことよりも山崎君のことを考える日も多くなってきた。

　山崎君は自分の身体能力と経験を活いかして、大学もバレーボールを続けるつもりだと言っていた。

　だから、バレーボールが強い大学に推すい薦せんで進学予定だ。

　それをちょっとだけ寂さびしいと感じ、応援したいと思う気持ちもある。

　そんな風にやっと思い始めた時だった。




　受験生組の私と恵子は夏休み返上で学校に登校して勉強するサマースクールに申し込んだ。

　恵子は得意の英語を専せん攻こうして、外語大学を受験予定。

　私は教育学部に合格するにはまだもう一つ成績が伸のび悩なやんでいたから、寝る間も惜おしんで無我夢中で勉強に励はげんでいたんだ。

　それがよくなかったのかもしれない。

　サマースクールのための登校中、私は昇しよう降こう口ぐちに入ったところで猛もう暑しよに体が耐え切れなくなり、その場で倒たおれてしまった。




　意識がもうろうとなり、体が足元からくずおれていき、恵子が私の名前を呼ぶ声が聞こえる中で、誰かに自分の体を支えてもらっていることだけはわかったんだ。

　そして、私の名前を呼ぶ恵子じゃない誰かの声がする……




　その声は低い男の人の声だということはわかるけれど、誰かまではわからない。

　でも、自分の体がふわっと軽くなり、左ひだり頰ほほに当たる感かん触しよくと匂においが以前どこかで感じたことがあるものだということは、直感で理解した。

　お日様のようないい匂いで、細いけれど固くて居い心ごこ地ちがいいあったかい背中……

　もしかして……先生かな？

　背中を痛めた時みたいに、また私をおんぶしてくれているのかな？

「先生……」

　その一言を呟つぶやいて、私は意識を手放してしまった……
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　目が覚めた時、私の視界に入ってきたのは見慣れない天てん井じようだった。

　鼻につく消毒液のにおいで、ここがどこなのかすぐにわかった。

「……保健室」

　清潔さしか感じないここは、間ま違ちがいなく保健室だ。

　あぁ、そっか。私、倒れて保健室まで運ばれたんだ……

　でも、誰が運んでくれたんだろう？

　重い体を無む理り矢や理り起き上がらせ、うつろな目で辺りを見み渡わたす。

　すぐ横にあるパイプ椅い子すには、私の鞄かばんが置いてあった。

　恵子が置いてくれたのかな？　それに今、何時だろう。

　気は進まないけれど、佐渡先生に声をかけようとしたその時だった。

　保健室の扉とびらがスライドする音が聞こえ、室内に入って来る靴くつ音おとが聞こえる。

「失礼します。弥生さん具合どうですか？」

　それは都築先生の声だった。

　どくん……！　と、胸の中で爆ばく発はつに近い大きな音がした。

　私は勢いよく、ベッドから逃にげようとする。

　でも、貧血で倒れたばかりの体は素す早ばやく動くわけがなくて、軽い眩暈めまいにまた襲おそわれた。




「あっ、ダメですよ！　そんないきなり起きてしまっては！」

　だんだんと都築先生の声が近づいてくる。

　顔を見られたくなくて、私は布ふ団とんの中にもぐり込んでしまった。

「あー……やっぱり僕じゃ嫌いやですよね。でも、ごめんなさい。今は佐渡先生が出張中でいらっしゃらなくて、あなたの様子を見るのは担任の僕しかいないので、我が慢まんしてくださいね」




　先生は私の様子をうかがうように言いながら、私の方に近づいて来る。

　山崎君と付き合い始めてから私は先生のことをずっと避さけているから、先生は私に嫌きらわれていると思い込んでいる。

　先生がまるで自分が悪者のように言うその姿に、私は申し訳ない気持ちでいっぱいになって涙なみだが溢あふれてくる。

「その……体調は大だい丈じよう夫ぶですか？　もう今日はサマースクールに参加はできないでしょうから、弥生さんさえよかったら、また前のように車で家まで送りますよ？」

　都築先生はそう言うと、布団にもぐってお山を作っている私を布団越ごしにそっと触さわった。

　触ふれられたそこを一いつ瞬しゆんで意識してしまい、私は布団を放ほうり出してベッドから抜ぬけ出そうと起き上がる。




「えっ？　弥生さん……！」

　先生はそうとう驚おどろいたんだろう、私の名前を呼んだあと、動きが停止していた。

　私はその瞬しゆん間かんを逃のがさず、ベッドから下りると上うわ履ばきをはいて鞄を持ち、保健室を出るため早足で歩いて行く。




「待ちなさい！　倒れたばかりなのにそんなに激しく動いたら体に悪いですよ！」

　慌あわてた声を出しながら、後ろから先生が私を追いかけてくる。

　私は心配してくれる言葉を耳にしながら、先生にこれ以上構われたくなくて必死になって逃げた。

「弥生さん！」

　それでも追いかけてくる先生の声を無視して、私は靴くつ箱ばこまで行くと放り投げるように靴を置き、履き替えて昇降口から出る。

　すると、目の前には激しい夕立の雨が降り注いでいた。

「雨……」

「弥生さん、傘かさを持ってきましたからこれを……」

　先生は息を荒あらくして、私の前にやって来ると青い傘を差し出す。

　追いかけていたと思っていた先生は、職員用の傘を取りに職員室に寄っていたらしい。

　先生の方が足は速いはずなのに捕つかまらなかったのは、私のために傘を取りに行ってくれていたからなんだ。




　そこまで優やさしくされると嬉うれしい気持ちだけがどんどんと膨ふくらんでいく。

　でも、この感情と向き合うことが辛つらくて、私はまた逃げ出してしまった。

「あっ、また！」

　先生がいい加減怒おこった声を出して私を捕まえようと手を伸ばす。

　でも私はその手を振ふり払はらって雨の中へ飛び出した。




「きゃっ……」

　思っていた以上に大きくて激しい雨あま粒つぶは、容よう赦しやなく私に降りかかってくる。

　こんな豪ごう雨うだから外で部活動をしている部員もおらず、人の気配は一いつ切さいない。

　私はあっという間に濡ぬれてしまい、雨のせいで視界が悪くてうまく走れなかったから、とうとう先生に腕うでを摑つかまれてしまった。

「どうして僕のことを避けているのかわかりませんが、こんなことはやめなさい！」

　そして、グラウンド中に響ひびくくらいの大きな声を出して、先生はとうとう怒ど鳴なった。




　でも、もう私が雨に濡れないのは、先生が傘を広げてくれているからだ。

　それは私だけに向けて広げてくれていて、かわりに先生の方がずぶ濡れになっていた。

　その姿を見て、私は大切な先生にとてもひどいことをしているのだと気付き、ショックで涙が次々と零こぼれてくる。




「あっ！　す、すみません！　大人の男の人にこんな大声で怒鳴られたら怖こわかったですよね？　本当に、本当にごめんなさい！」

　先生は私が泣いている姿を見て、怒鳴られたショックで泣いていると思ったんだ。

　しまった！　という顔をすると、眉まゆを下げてかなり慌てていた。

　どこまで人を思いやれる優しい人なんだろう。

　こんな人だから……やっぱり私は忘れられないんだ。

　好き……やっぱり都築先生が大好きだと心から思ってしまう。

「えっと……あぁ、そうだ！　受験生なんだから、こんなに雨に濡れて風か邪ぜなんかひいちゃダメですよー」

　先生は場を和なごませようと必死に言葉を選んで私に話しかけてくれる。

　私が素す直なおに頷うなずくと、私のその仕草で先生はホッとしたのか、肩かたの力が抜けていた。




「それにあなたが風邪をひいたら、山崎君がすごく心配しますよー。彼、あなたのことを本当に大切にしているんですから」

　そしてこんな時に……いや、こんな時だからこそ山崎君の名前を出されて過か剰じように反応してしまう。




「……先生は、私の心配をしてくれないの？」

　心の声がとうとう口に出てきてしまった。

　そんな私の感情の揺ゆれに気が付かない先生は、人差し指を立て私に笑え顔がおを向ける。

「もちろん、心配しますよー。大切な生徒ですから」

「……生徒……」

「えぇ、僕の大切で大事な生徒です。特に弥生さんは二年生の頃ころからずっと一いつ緒しよですし、色々とありましたから、特別に心配にはなりますよねぇ」

　先生は私が登校拒否の頃のことを言っていて、だから気にかけてくれているんだと言う。

「じゃあ……私が登校拒否をしていなかったら？」

「えっ？」

「もし、私が何の問題もない生徒だったら、ここまで心配もしてくれなかったの？」

「弥生さん……？」




　突とつ然ぜん、質問を投げつけられ、都築先生は目を何度もパチパチさせている。

　それでも私は言い出した本音をおさえきれず、込みあげてきた気持ちが我慢できなかった。




「私が佐渡先生のような大人だったら、もっと違ちがってた？　もっと興味を持ってくれた？」

「佐渡先生？　なにをわけのわからないことを……」

「……好き」

「えっ？」

　とうとう隠かくし続けてきた気持ちが我慢できず、言葉になって口から出てしまった。

「ずっと、ずっと都築先生のことが好きだったの。山崎君と付き合っていても、私……先生のことが忘れられなくて、やっぱり大好きで……！」

　振り絞しぼるように出した声で告白をしてしまった私。

　溢れ出てくる涙なみだが止まらなくて、ぐしゃぐしゃに泣いた顔のまま先生を見上げた。

　豪雨の中、雨に打ち付けられている先生は全身がずぶ濡れだ。

　雨で濡れた前まえ髪がみの間から見えた先生は眉を下げて表情は固まったまま。

　でも頰ほおは真っ赤に染まっている。




「な、なんか言ってよ……告白したんだよ？　私……」

「……」

　それでも先生は何も言わない。

　そして力が抜けた先生の手から傘が落ち、また私は雨に打ち付けられてしまう。

　直感で悟さとった。あぁ、困らせてしまっただけだったんだって。

「……変なこと言ってごめんなさい。……帰ります」

　私は残っていた全部の力を使ってその場から逃にげるように走る。




　去る時に少しだけ見えた先生の動きは、私の方に手を伸のばしてくれたようだけれど、私はもうその場にいたくなくて思い切り駆かけ出したんだ。

　家に帰ると、ずぶ濡れの姿をした私を見たお母さんがそれは驚おどろいて、すぐにお風ふ呂ろの準備をしてくれた。

　私はあったかいお湯につかりながら、揺れるお湯の水みな面もに先生の顔を思い浮うかべる。

　……すごく顔を真っ赤にして、そしてすごく驚いていた。

　先生に告白をしてしまったことを思い出せば、私には山崎君という付き合っている男の子がいるというのに、なんてことをしてしまったんだろうと落ち込んでしまう。

　でも、「好き」という気持ちを伝えたことに不思議と後こう悔かいはなかった。

　そんなことを思ってしまう私は、やっぱりどう考えても最低だと思う。

「私……最低だ……」

　大きなため息をついて、私はお風呂の天てん井じようをいつまでも眺ながめていた。
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　翌日も日差しが肌はだに痛いくらいの猛もう暑しよ日びだった。

　昨日、お母さんに暑さのせいで学校で倒たおれたと話したら、強ごう引いんに日ひ傘がさを持たされた私。

　制服に日傘なんて目立つからいやだったけれど、また倒れて迷めい惑わくをかけるのはいやだから渋しぶ々しぶ、日傘をさす。

「結構、涼すずしいな」

　強い日差しを見事に遮しや断だんしてくれる日傘のありがたみが身にしみてわかる。

　これ、夏の必ひつ需じゆ品になるかも……と思いながら、私はサマースクールに行くため、学校へと向かった。

　そして、学校に近づくにつれ、昨日の告白のことを思い出して足取りは重くなる。

　学校に着く前に恵子のうしろ姿を見つけ、私は思い切り安心して早足になった。

「恵子、おはよ！」

「紗南！　もう大だい丈じよう夫ぶなの？　めちゃくちゃ心配したんだからー！」

「うん、もう大丈夫！　心配かけてゴメンね」

「ホントだよ！　勉強を頑がん張ばるのもいいけど、頑張り過ぎて倒れちゃ意味ないんだからね！　昨日、都築先生がちょうど通りかかってくれたからよかったけど。覚えてる？　おんぶをして保健室まで運んでもらったこと」




　恵子が私の横顔を見て心配そうに見つめている。

　私は頷くと浅く呼吸をし、昨日の出来事を伝えるために気持ちを落ち着ける。

「あのね、恵子、私……都築先生に告白しちゃった」

「……へっ？　えっ！　こ、告は……！」

「やだ！　声が大きい！」




　驚きのあまり、大声になった恵子の口を急いでふさぐ。

　受験となると塾じゆくがメインの夏休みに、学校のサマースクールに通う三年生はあまり多くないけれど、それでも誰だれに聞かれるかわからない。

　焦あせった恵子が落ち着いたあと、私は昇しよう降こう口ぐちから教室まで歩きながら昨日のことを語った。

　すると、恵子はだんだんと切ない表情になり、私の手をギュッと強く握にぎった。

「頑張ったね、紗南」

「うん……言っちゃった」

「すごいよ、紗南。その勇気、本当にすごいと思う。でも……」

「わかってる。山崎君のことだよね。ちゃんとけじめつけなきゃ……」

「山崎君、昨日倒れた紗南を見て、めちゃくちゃ心配そうにしてたよ？　部活があるから体育館の方に行ったけど、本当なら山崎君が紗南のことを介かい抱ほうしたかったと思うな」

「山崎君ならきっとそう思うよね……」




　昨日だって何度も【大丈夫か？】ってメールをくれた。

　私は体調が万ばん全ぜんじゃないことを理由に早々にメールのやり取りを終わらせたんだ。

　でも本当は、都築先生に告白をしてしまったうしろめたさから、それ以上のやり取りが苦しかったから。

　私、本当にひどい女の子だと思う……




「あっ、紗南……」

　俯うつむきながら教室に向かう廊ろう下かを歩いていると恵子が私の袖そでを引っぱり、誰かを指さしている。

　そっちを向くと、教室の前に部活の練習着姿の山崎君が壁かべにもたれて立っていた。

「山崎君……」

　私の声に気が付いた彼はパッと私の方を振ふり向き、そして照れくさそうに笑う。

　山崎君に会う心の準備ができていなかった私の心臓はバクバクと忙せわしく動いている。

「紗南、おはよ」

「お、おはよう……」




　挨あい拶さつを交かわすと、恵子が「私、先に教室に行くね」と私達に言って心配そうな表情をしながら教室へと入って行った。

　サマースクールに来る生徒がまばらに登校してくる中、私と山崎君は廊下で向かい合う。

「ど、どうしたの？　部活は？」

「あぁ、今休きゆう憩けい中。その間に紗南の顔を見ておこうと思って。元気そうでよかった」

　山崎君は私の顔を見下ろして安心したのか、優やさしく微笑ほほえんでくれる。

　昨日倒れた私を心配して会いに来てくれたのかと思うと、心苦しい想おもいでいっぱいだ。




「うん、もう大丈夫。ありがと」

「よかった。もし、都築先生みたいに風か邪ぜをひいていたらって思ったら、心配になってついここまで来ちゃったんだけど」

「……えっ？」

　私の心苦しかった想いは、今の山崎君の言葉で一いつ瞬しゆんに弾はじけ飛んだ。

　それよりも、都築先生が風邪をひいたという言葉に驚きを隠かくせない。

「風邪……？　都築先生、風邪をひいたの？」

「えっ？　あ、うん。朝からマスクしているし、結構咳せき込こんで大変そう……って、おい、紗南……！」




　山崎君の話を聞いて、居ても立っても居られなかった私は、山崎君が私を呼ぶ声を聞きながらも体育館へ向かって走り出した。

　先生が風邪をひいた……それは、きっと私のせいだ……！

　昨日、私があんな雨の中に飛び出して、私を追いかけてきた先生をずぶ濡ぬれにさせてしまったから……




「都築先生……」

　無意識のうちに涙なみだ声ごえで名前を呼んでしまう。

　そして体育館に到とう着ちやくすると、私は出入り口の扉とびらに隠れるようにしてバレー部が練習しているところを覗のぞいた。

「本当だ」

　山崎君が言っていたとおり、先生はマスク姿で休憩中の部員達と談だん笑しようしていた。

　喋しやべっては咳込み、そして肩かたで息をする。

　その姿はとても辛つらそうで、風邪の症しよう状じようは重いものなんだとここから見ていてもわかった。




「どうしよう……」

　私のせいで都築先生がこんなことになってしまった。

　口を手でおおい、何か力になれることはないかと必死に頭の中で考えていた時だった。

「紗南……先生と何かあったのか？」

　私のうしろから山崎君の声が聞こえてくる。

　私は全身で驚おどろきを表現し、ゆっくりと振り返る。




「だっておかしいだろ。都築先生が風邪をひいたってくらいでそんなに慌あわてるなんて。昨日から紗南の様子、ちょっと変だなってこれでも気が付いているんだよ」

「山崎君……」

「何かあったんなら言ってくれよ。俺って紗南の彼氏だろ？　俺が知らなくて先生が知ってるとか……そんなのいやなんだよ」

　切ない顔をして私を見下ろす山崎君の顔を真っ直すぐ見られなくて、私は視線を泳がす。

　でも、このまま逃にげちゃだめだ……と自分に言い聞かせる。

　山崎君はストレートに私にぶつかってきてくれているのだから、私もちゃんとけじめをつけなくちゃいけないんだ。

「あのね……都築先生が風邪をひいたのって、私のせいなの」

「へっ？　そうなのか？」

「……それはね……な、なぜかっていうと……」

「……うん」

　私が口ごもっているのを見て、山崎君からも緊きん張ちよう感かんが伝わってくる。




「昨日……先生と言い合いをしちゃったの。夕立の中で……その時、先生は私にだけ傘かさを向けてくれて自分はずぶ濡れだったから、それで風邪をひいちゃったんだと思う」

「ハハ、あの先生がしそうなことだな」

「その時にね、私……言ったの」

「……なにを？」




　山崎君の返事がいつもより低めのテンションで返ってくる。

　私は喉のどをゴクリと鳴らせながら、振り絞しぼって声を出した。

「ごめんね……私、ずっと都築先生のことが好きだったの……山崎君と付き合っていた時もずっと好きだったの……そのことを先生に伝えちゃったの……！」

　私が切せつ羽ぱ詰つまった様子でそう言うと、山崎君は少しだけ無言になった。

　そして「ごめんなさい、ごめんなさい……」と何度も謝る私に対して、「あー、うん……」と声をこぼすと「ハハッ」と苦笑いをする。




「やっぱりな。そういうことだと思ってたよ。だって、紗南って俺と付き合いだしてから都築先生のことを避さけだしただろ」

「えっ……」

「都築先生、俺に何度も相談してたんだよ。どうして弥生さんは僕を無視するんでしょうか～って」

　こぼれそうになっていた涙なみだがピタリと止まった。

　山崎君の言葉に驚いて、声も涙も瞬しゆん時じに止まったんだ。




「それまでどの先生よりも仲が良かったのに、俺と付き合いだしてから無視するなんて誰だれだっておかしいって気付くだろ。それって……俺と一いつ緒しよにいるところを先生に見られたくないとか、それ以上先生を好きになりたくないとか……そういうことだろ？」

　山崎君は私から視線を逸そらし、苦い顔をしながら小さな声で囁ささやくように話す。

　私は彼が言う言葉を何一つ否定できなくて、深く頭を下げることしかできなかった。

「……ごめんなさい、なんて……何度言っても足りないよね……ホント……」

「謝るなよ。俺は怒おこってねーから」




　山崎君は怒ってもいいのに、その声はとても優しくてまるで私をなぐさめてくれてるみたいだ。

「紗南は最初から俺のことは好きじゃなかっただろ？　それでもそのうち好きになってくれたらなーって思っていたし、お前と付き合えること自体、俺は幸せだったからそれでもいいやって思っていたからさ。まー、まさか好きな奴やつがいてその相手が先生だって気付いた時はかなり驚いたけど」




　溢あふれ出そうになっていた涙が、自然に次から次へと零れ出す。

　山崎君の言葉全すべてが胸に響ひびいて、私は嗚お咽えつが止まらなかった。

「あー、泣いてる？　泣くなよー。もう俺は彼氏じゃないから、どうしてやることもできないんだからさ」

　そしてまた笑ってこの場を和なごませてくれる。

　私はそれでも泣くことを止やめられなくて、山崎君は本気で困っていた。

「ごめ……。あ、ありがと……う。こんなひどいことをした私に……本当に……本当にごめんなさい……！」

　ありったけの感謝と謝罪の気持ちを込めて、今言える最後の言葉を贈おくった。

　それを聞いた山崎君は「うん」と一言、返事をしてくれる。

「こんなことになったけど、俺、紗南の初めての彼氏になれてよかったって思ってる。でも……ごめん。今はちょっと一人にしてくれ」

　山崎君は自分が傷ついても、それでも微笑ほほえんで私にそう言った。

　私は唇くちびるを嚙かみしめてもう一度深く頭を下げたあと、振ふり返らずにその場を後にする。

　心の中で山崎君に目め一いつ杯ぱいの感謝の言葉を呟つぶやきながら─────
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　そして泣き腫はらした目のまま私は教室に入り、そんな私の姿を見た恵子は事情を察知してくれて、休きゆう憩けい時間もずっと話を聞いてくれた。

　自分も受験生なのに私の話に付き合ってくれ、私は本当に周りの人に恵めぐまれていると痛いくらい実感する。

「先生、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　昼休みに手が付けられないままのお弁当を広げた私が呟いた一言に、恵子は「うーん……」と唸うなった。




「紗南のせいで風か邪ぜをひいちゃったんだから、責任を感じるよねぇ。だからって告白した後に堂々と看病なんかできるわけないよね」

「……風邪薬くらいなら……渡わたしてもいいかな。机の上とかに置いておくの」

「あっ、それいいんじゃない？　ついでに紗南の目を冷やすシートも買って来た方がいいよ」




　恵子は人差し指を立て、私の目を指さす。

　ボロボロに泣いたあとがハッキリと残っており、このまま家に帰るとまたお母さんに心配をかけてしまいそうだ。

「じゃあ、行ってくる」

　恵子にそう告げ、私は高校を出てすぐ目の前にあるドラッグストアで風邪薬と冷れい却きやくシートを購こう入にゆうした。

　そして職員室に行き、都築先生の机に向かうとそっと風邪薬の箱を置く。

（どうか早くよくなりますように）

　都築先生の笑え顔がおを思い浮うかべて、心の中で強く祈いのった。
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　そして翌日の朝になり、私はいつもより早めに家を出て学校に向かった。

　その理由は都築先生の風邪の様子がどうしても気になったからだ。

　学校に到とう着ちやくすると山崎君と顔を合わせない様、先生の顔を見たらすぐに去ろうと決め、早足で体育館に向かう。

　体育館ではすでにバレー部が活動を始めていて、威い勢せいのいいかけ声がいたるところから聞こえてきた。

「先生、いた……」

　都築先生はタブレット端たん末まつを操作しながら部員のみんなとミーティングをしている。

　昨日より咳せきもおさまっているのか、喋しやべっていても咳せき込こむ様子はなかった。

「よかった……」

　心の底からホッとして、私は先生の横顔をジッと見つめて少しだけ先生の笑顔を堪たん能のうすると、ゆっくりとその場をあとにした。

　それからサマースクールに向かい、恵子と一緒にその日も受験に向けて勉強を頑がん張ばった。

「紗南、先生に返事を聞かないの？」

　サマースクールの帰り、恵子に言われ歩く足がピタリと止まる。

　そして少しの間考えて、私は小さな声で返事をした。

「返事もなにも……先生、めちゃくちゃ困ってたもん。あんな顔させちゃったんだから、振られたも同然だよ」

「でも、ちゃんと聞かなきゃわからないじゃん。もしかしたら、都築先生のことだから今でもいっぱい考えてくれてるかもよ？」

「それでも……聞くのは怖こわいよ」

　私がそう言うと、恵子はそれ以上に追つい及きゆうはしなかった。

　思い出すのは顔を真っ赤にした先生の困り果てた表情。

　私はそれを振り切るように頭かぶりを振り、作り笑顔と空元気を恵子に見せた。
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「はぁ……」

　家に帰り、また参考書を広げ受験勉強を始める私。

　でも出てくるのはノートに綴つづる答えじゃなくて、ため息ばかりだ。

「ダメだな、家に帰ると気分が落ちる……」

　こんな気持ちは登校拒きよ否ひをした時以来だ。

　あの時は先生が毎日メールをくれて、閉じこもっていた私をこの部屋から出してくれた。

　そのすべてが宝物みたいな思い出で、思い出すだけでキラキラと輝かがやいている。




「……都築先生」

　机に頰ほおをくっつけ、先生の名前を独り言で呼ぶ。

　するとその時、私のスマホがメールの受信を告げる音を鳴らした。

　誰だれだろうと思いながら画面をチェックすると、私は「きゃあ！」と叫さけび声を出してスマホを机の上に落としてしまった。

　それは何度見ても間ま違ちがいない、都築先生からのメールだった。




「い、今いま頃ごろなんで……私、別に登校拒否もしていないし、約束もしていないし……」

　突とつ然ぜんの告白をしたのだから、都築先生から避さけられても仕方ないと思っていた私。

　だからどうして都築先生から連れん絡らくがあったのか、不思議でしょうがなかった。

「とにかく……メールを見なくちゃ」

　私が震ふるえる指でメールをタップすると、そこにはさらに驚おどろく内容が書かれていた。

「こんにちは。都築です。突然ですが、今から家庭訪問をさせてください。待っていてくださいね……えぇぇぇ！」




　私のあまりに大きい声に、一階にいるお母さんの「紗南、どうしたの？　大きな声を出しちゃ近きん所じよ迷めい惑わくよ」という注意が聞こえてくる。

　私は急いでお母さんに都築先生が来ることの確かく認にんを取ると、

「紗南、あなた一昨日おととい倒たおれたでしょ？　都築先生、心配だから様子を見に来てくださるんですって。本当に律りち儀ぎな先生よねぇ」

　とのん気な言葉が返ってきた。




「ウソでしょ……」

　一人で顔面蒼そう白はくな私。

　一昨日、真正面から「好き」と告げ、今日まで一度もきちんと顔を合わせていないのに、いきなり私の部屋で二人きりとか……

　登校拒否をしていた時も部屋で二人きりとかあったけれど、あの時と今じゃ都築先生への私の気持ちが違ちがい過ぎる。

　先生に会えるという喜びと、会ってどんな顔をしたらいいの……！　という困こん惑わくで私の胸の中はいっぱいだ。

　返信することも忘れ、私は急いで部屋の片づけをして自分の身み支じ度たくをする。

　髪かみも肌はだもボロボロじゃなくてよかった……

　服装だってルームウェアからお気に入りのロングワンピースに着き替がえた。

　どんな時だって先生の前では少しでもかわいい女の子でいたい私の動きは、それはものすごく速くて、待っている時間がとても長く感じられるほどだった。

　そしてソワソワした時間を過ごしていると、家のインターホンが鳴る。




「先生が来た……」

　立ち上がり、部屋の扉とびらを開けて顔を半分だけ出して下を覗のぞき込む。

　玄げん関かんからは間違いなく都築先生とお母さんが挨あい拶さつをし合っている声が聞こえてくる。

　それから挨拶もほどほどに、先生の足音がだんだんと近づいて来る気配がする。

「わっ、き、来た来た……！」

　慌あわてて扉を閉めた私が、少し離はなれて待機していると、扉をノックする音が三回聞こえた。




「弥生さん、開けてもいいですか？」

　扉のすぐ外にいるのは、間違いなく都築先生だ。

　こもった声なのはマスクをしているせいかな？

　声が少しかすれているのも、風か邪ぜをひいているせいかもしれない。

「……うん、いいよ」




　手をうしろに回してギュッと強く握にぎり、緊きん張ちよう感かん丸出しの硬かたい声で私は返事をした。

　そしてゆっくりと扉が開く。

「お邪じや魔まします」

　都築先生は穏おだやかな声を出しながら、部屋の中にいる私を見つけると微笑ほほえむ。

　私の体温は急きゆう上じよう昇しようして、自分でもわかるくらい顔が真っ赤になった。




「すみません、急に押しかけちゃって」

「先生、いつも突然なんだもん」

「あはは、ごめんなさい。でも、受け入れてくれて嬉うれしいです。入っていいですか？」

「どうぞ、いいよ」

「ありがとうございます。じゃあちょっとだけ」

　ちょっとだけと言われると、もっといてもいいよ、と言ってしまいそうになる。

　先生は私の部屋に入り扉を閉めると、ケホッと咳をする。

「あっ、だ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「ごめんなさい、教師の僕が風邪をひいてしまって。本来なら受験生に風邪をうつしてしまうので、会うなんて絶対にダメなんですけどね」

「でも、その風邪……私のせいなんでしょ？　私があの時、先生をびしょ濡ぬれにさせてしまったから」




　告白をしてしまった時のことを思い出すと、胸がチクチク痛くて喉のどの奥が苦しくなる。

　また泣いてしまいそうになって、俯うつむいた私に先生の優やさしい声がかけられる。

「でも、弥生さんがくれた薬のおかげで随ずい分ぶんとよくなりましたよー。すっごく効きますね、あの風邪薬」

　都築先生はニッコリと嬉しそうに顔をほころばせる。

　私はなぜバレたのかと、冷や汗あせがドッと出た。




「ど、どうしてそのこと……」

「佐渡先生が教えてくれました。昨日の放課後、僕の机の上に弥生さんが薬を置いてくれていたって。それも真っ青な顔色で、まるで弥生さんの方が病人みたいだったって言ってましたよ。心配してくれたんですよね？　ありがとうございます」

　都築先生は後頭部に手を当て、照れくさそうにかいている。

　私はもう恥はずかしくて今すぐ布ふ団とんの中に逃にげ込みたい衝しよう動どうに襲おそわれるけど、なんとか耐たえた。




「今日はそのお礼を言いに来たんです。佐渡先生から聞いてジッとしてられなくて。弥生さんはどうですか？　体調は大丈夫ですか？」

「まぁ……うん」

　さっきから何度も都築先生の声で連呼される佐渡先生の名前に、みっともないけれどヤキモチを妬やいてしまう私。

　それは表情にも出ていたんだろう、風邪薬のことがバレて照れくさい顔はもう拗すねた顔へと変わっていた。

「……体調が大丈夫なら、少しだけお話をしてもいいですか？」

　先生はマスクを外しながら真しん剣けんな声を出してそう言った。

　どきんと胸の奥が大きく鳴り、私は不安げに都築先生を上うわ目め遣づかいで見つめる。




「あなたとの関係、このままではいけないと思いまして……僕とお話、してくれますか？」

　私は恐おそる恐る頷うなずき、その場にしゃがむと膝ひざ同士をくっつけて座り込む。

　先生はあと少しで私の膝と先生の足がくっ付くところに座った。

「まず、最初に言っておかないといけないのが佐渡先生との関係ですが、本当に誤解なんです」

　フローリングを見ていた私の視線は、その言葉を聞いて勢いよく上がる。




「佐渡先生とはたしかに昔、お付き合いをしていました」

「えっ……昔……？　今じゃ……ないの？」

「はい、昔です」

　都築先生は照れくさそうに笑い、そして困ったように再び後頭部をかく。

　そして続きを話してくれた。




「大学生の時、同じサークルの先せん輩ぱいと後こう輩はいの関係だったんですよ。このとおり、僕は昔からヘラヘラとして頼たよりないから、うまく新入部員の勧かん誘ゆうができなくてですねぇ。その時、一いつ緒しよにお手伝いをしてくれたのが彼女でして。その時に仲良くなりました」

　二人の昔話を聞いていると、底が見えないイライラが募つのってくる。

　少し拗ねた顔をした私を見て、都築先生は苦笑いをしながらさらに話し出した。

「でも、彼女が先に大学を卒業して養護教きよう諭ゆになり、後を追うように僕も教師になった時には、もうお互たがい目の前にある仕事に必死で、恋れん愛あいを楽しむ余よ裕ゆうなんてなかったんですよ。だから、きちんとお別れをして、今はいい同どう僚りようという関係を築いています。それがまさか、恋こい人びと同士だなんて噂うわさになるとは思わなくて……でも、本当に信じてください。僕と佐渡先生の間に、今は恋愛感情なんて一いつ切さいありませんから」




　優しく諭さとすように先生は私を真っ直すぐ見つめて語ってくれる。

　私は潤うるんだ瞳ひとみのまま先生を見つめ返すと、先生はウソ偽いつわりない明るい笑え顔がおをくれた。

　マスクをしていたら、わからなかった表情だ。

「こんなことになるのなら、もっとちゃんと誤解を解いておけばよかったですね。僕の噂なんてすぐになくなると思っていたので、油断してましたー」




　都築先生は軽く笑いながらそう言う。

　私は思いっきり拗ねた顔をして、そんな先生の足をぽかっと叩たたいた。

「そ、そうだよ……私にとってはそんな程度じゃなかったんだから……佐渡先生ってば都築先生のことを名前で呼んでいたから、絶対に恋人同士だって思い込んじゃって……」

「名前？」

「化学準備室の前で二人で話していた時……佐渡先生、都築先生のこと、乙哉君って呼んでた……」

「……あぁ！　あの場面を見られていたんですねぇ！　あの人、今でも僕のことを年下だからって、からかって君付けで呼ぶんですよ。でも、それが噂をされる原因の一つなのだとしたら、やめるように強く言っておかないとだめですねぇ。すみません、誤解させるようなところを見せてしまって」

「……だから私、噂を信じちゃって……すっごくショックだったし、目の前が真っ暗になるし、無む理り矢や理り自分の気持ちをおさえて……山崎君と付き合っちゃうし……」

「ごめんなさい。山崎君と弥生さん、とてもお似合いの二人だったので、ちゃんと好きになって付き合っていると信じて疑わなかったんです」

「……そんなふうに言わないで」




　涙なみだ声ごえになり、私はまた俯いて唇くちびるを嚙かみしめる。

　静かになった部屋の中には時計の秒針の音だけが響ひびき、しばらくその時間が続いた。

　そして私は必死に頭の中を整理して、言葉を選んで口を開く。




「山崎君とは……別れたの。私が好きな人は山崎君じゃないって伝えて……都築先生だって言っちゃったの。勝手して……ごめんなさい」

「えぇ……その話は山崎君本人から聞きました」

　ビクッと肩かたが上がり、私は先生の様子をうかがう。

　まさか山崎君と先生がそんな話をしていたなんて……その事実に驚おどろきしかなかったから。




「彼は僕にこう言ったんです。紗南はきっと、先生のことで苦しんでいると思うって。だから、あなたのことをちゃんと考えてほしいって言われました」

「山崎君……」

　山崎君の優しさが私の心を癒いやしてくれ、感謝の気持ちが溢あふれて止まらない。

　私は胸の前に両手を添そえて、先生からの言葉を待つ。

　すると、切なげに眉み間けんに皺しわを寄せた先生が、苦し気に喋しやべり出す。




「でも、僕はまだあなたの担任であり学校の教師です。だから、安易に期待させるような曖あい昧まいな返事はできない。弥生さんは今、十八歳です。まだまだこれからたくさんの経験をします。大人になって、その時に僕のこともあんなことがあったな～なんて、笑い話の一つとして話してくれたらいいな……と思ってます。うん……それがいいと思います」

　どうしてこの人はこんなにも優しく私のことを振ふるんだろう。

　いやならいやだって正直に言ってくれたら、諦あきらめもつくのに。

　私が先生のこと、将来笑い話にできる日なんてくると本気で思っているんだろうか。

　そんなの無理だ。先生のことを思い出す度たび、私は絶対に泣いてしまうと思う。

　もうそれほどまでに、先生のことが好きでしょうがないのだから。




　だから……

　ごめんね。先生。諦めるなんてできない。

「ごめん、先生。私、ずっと好きだよ。先生のこと。だから……私の気持ち、間ま違ちがいだなんて言わないで。……辛い。叶かなわなくても、先生に私が本気だってことを受け入れてもらえないのが本当に辛いから」




　それだけ言うと、とうとう我が慢まんできなくなって嗚お咽えつをこぼして泣いてしまった。

　先生は動きもせず、ずっと私の部屋にいてくれている。

　私のこんな話を聞いて、先生はどう思っただろう。

　少しでも気持ちは伝わっただろうか。

　それから、どれだけ時間が経たったのかはわからない。

　数分なのか、十分以上経ったのか。

　ただ、私は先生の言葉を待った。

　先生も逃にげずにここにいてくれている。

　そして私の嗚咽がおさまったころ、とうとう先生の声が私に向けられた。




「弥生さん、あの、すみません……先に謝っておきます」

「えっ？」

　心臓がどくんと大きく動いた。

　だってこんな言い方だとやっぱり振られるんだ……！

　そう思った時だった。

　涙なみだを拭ふいて俯うつむいていた私の体は、伸のびてきた先生の両りよう腕うでに摑つかまれ、ゆっくりと包まれた。




「へっ？　えっ？」

　戸と惑まどう私の声を無視して、先生の腕の力は強くなる。

　目の前にあるのは見慣れた先生の白いシャツの色と、頰ほおには感じた覚えがある体温。

　私……先生に抱だきしめられているんだ！

「せ、先生……えっ？　ちょっと……！」

「だから先に謝っておくと言ったでしょう？　本当は教師が生徒にこんなことをしてはいけないのですが……でも、弥生さんがかわいくて」

「へっ？」

　まさか先生にかわいいなんて言われるとは思わなかった。

　もうその一言は私には爆ばく弾だん級の破は壊かい力りよくで、頭の機能を停止させるには充じゆう分ぶんだった。

「うん、かわいい……かわいいですよ」




　続けて感かん慨がい深げに何度も言っている。

　私は震ふるえる指先で先生のシャツを摑み、抱きしめられていることを全身で感じた。

　先生は私をそっと離はなすとその潤んだ瞳で私を見つめたまま、口をゆっくりと開いた。

「こんな僕のことをそこまで思ってくれるあなたのこと、本当にかわいいと今、心から思っています」

　そして真っ直ぐにくれた言葉に、私は感かん涙るいを流してしまう。




「本当に、こんな冴さえない男の僕のことをずっと想おもっていてくれますか？」

　優やさしく問いかけてくる言葉に、私は何度も何度も頷うなずいた。

　震える唇からは微かすかな声で「うん……うん」と頼たよりない返事をする。

　私の声が届いたのか、先生は穏おだやかで柔やわらかい雰ふん囲い気きになり、嬉うれしそうな顔になって笑った。

「ごめんなさい、キミの気持ちを試ためすような真ま似ねをして」

　もう今は先生が私の気持ちを受け入れてくれるんじゃないかという微かな望みを感じ始めて、全身が熱い。

「ズルい大人でごめんなさい」

　先生は頭をペコッと下げ、私に謝罪する。

「そんなことしないで……」と、私は泣き声になりながら必死で先生に声をかけた。

　すると、先生は頰をほんのりと染めて顔を上げる。

　それはとてもかわいい男の人の顔だった。




「それなら、僕も真しん剣けんにあなたとちゃんと向き合い、答えを出します」

　かわいい顔をした先生は顔に似合わない凜り々りしい声を出し、私を諭さとす。

「だから、今は受験を頑がん張ばりましょう」




　それを言われてしまえば、いい雰囲気も台無しだ。

　私は拍ひよう子し抜ぬけしてしまい、肩の力がガクンと落ちた。

「えっ……」

「当たり前じゃないですか。あなたはまだ高校生。しかも受験生です。僕と一いつ緒しよの教師になりたいんでしょ？　それなら頑張ってもらわないと」

　頰を赤く染めながら先生っぽいことを言っているけれど、この言い方だと大人になってもずっと一緒だと言われているみたいで、なんだか胸の中がむず痒がゆい。

「だからすべてが終わった卒業式の後に、弥生さんの気持ちに返事をさせてください」

「……はい」

　先生はとても愛いとおしいものを見るような瞳ひとみで私を見つめる。

　その真っ直すぐな瞳が私の不安を一いつ蹴しゆうしてくれ、素す直なおに受け入れることができた。




「……早く卒業式にならないかな」

　先生はもう一度私を抱きしめると、頭の上に顔を載のせて拗すねた声を出す。

　私は一いつ瞬しゆんキョトンとなったけれど、先生の反応がかわいくてすぐに笑い出した。

「私も同じことを思ってます」

　そう言いながら二人で笑い合い、卒業式でまた会うことを小指を絡からませてもう一度約束した。

　必ず守ると誓ちかって─────
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　私は先生と約束した教師になるという夢を叶かなえるため、ひたすら勉強漬づけの日々を過ごした。

　お別れをした山崎君とは友人といういい関係を築けている。

　私が知らない間に恵子が傷ついた山崎君をはげましてくれていたおかげで、私と山崎君の関係は悪化せずにすんだんだ。

　その間に二人は親密になって、山崎君は今は私より恵子との方が仲がいいくらい。

　卒業を間近に控ひかえた今では、よく二人で過ごしている姿を見かける。

　恵子が「山崎君って想像以上にいい人だね。次に付き合うなら、あんな人がいいな」と言っていたから、この先、もしかしたら恵子達にも新しい関係ができあがっていくのかもしれない。

　その時は、盛大にお祝いをしようと思っているから、今からとっても楽しみだ。

　都築先生はあの夜、私を抱きしめた日から必要以上に私に接近してこない。

　この線を越こえる想おもいを伝えていいのは、卒業式を終えた日からだ。

　だから、その日に向けて私は夢中になって頑張れる。

　目標と待ってくれている人のために。

　そして、何よりも自分がもっと成長するために今、頑張れることを最大限にやっていきたい。




　もう気持ちがブレることがなくなった私は、ただひたすらに目標に向けて突つっ走ぱしった。

　その成果が出たのか、無事第一志望の教育大学に推すい薦せんで合格する。

　恵子や山崎君もいっぱい褒ほめてくれ、お母さんやお父さんも泣いて喜んでくれた。

　そして、都築先生もこの日ばかりは先生という立場を忘れて、私を抱だき上げて喜んでくれたんだ。

　その場所は職員室だったから、あとで教頭先生にたっぷりと怒おこられてしまったということを教えてくれたのは、呆あきれた顔をした佐渡先生だ。

　佐渡先生も「おめでとう。よく頑張ったわね」とお祝いの言葉をくれた。




　そんな日々はあっという間に過ぎ、とうとう訪おとずれた卒業式……

　つい最近入学したばかりだと思っていたのに、もう卒業だなんて変な感じだと恵子とも話していた。

　体育館に入る時、左胸につけるのは卒業生の証あかしの淡あわいピンク色の一輪の花。

　歩くのは、祝いの象しよう徴ちようの朱しゆ色いろのベロアの絨じゆう毯たんの上。

　校長先生が立つ壇だん上じようには『卒業おめでとう』と書かれた幕がある。

　卒業証書授じゆ与よの時、私の名前を呼んでくれるのは、ずっと恋こいし続けた都築先生。

「はい！」と返事をして先生の顔を見た時、こちらを見て優しく笑ってくれた顔を私は一生忘れることはないだろう。

　木漏れ日がさすこの体育館の柔らかい光の中で、今日私達はこの学校を卒業する。

[image: ]

　そして教室ではみんなが帰った後、私は一人で残っていた。

　昨日の夜、先生から【卒業式のあと、教室で二人で会いましょう】というメールが送られてきた。

　黒板には絵が得意なクラスの子が描かいた黒板アートがあり、卒業を祝うメッセージが込められている。

　それらを眺ながめて時間を過ごしていると、この教室の扉とびらが開く音が聞こえてきた。

「ごめんなさい、バレー部のみんなに捕つかまってしまって遅おそくなってしまいました……！」

　せっかくの正装なのにバレー部の部員達にもみくちゃにされたのか、よれよれになったスーツ姿の都築先生が疲つかれた顔で教室に入ってきた。

　あまりのひどさに私は一いつ瞬しゆん驚おどろいたけれど、じっくり見てみると面おも白しろくてつい大声で笑ってしまったんだ。




「あははは！　なに、その格好ー！　先生、ボロボロじゃん！」

「しょうがないじゃないですかー。卒業式にお世話になった先生の脇わきを全員で一いつ斉せいにくすぐるのが、バレー部でずっと引き継つがれていることなんですよ。僕はいい迷めい惑わくなんですけど」

「やだ、なにそれー！」

　脇を部員にくすぐられている先生の姿を想像して、笑いが止まらなくなった私。

　ずっと笑っている私のもとに、ちょっと拗ねた先生がやってきた。




「こんな日だからこそ、もっとカッコいい姿がよかったんですけど……」

「ふふっ。でもこっちの方が先生らしいから好きだな」

　私の直球の言葉に、先生の頰ほおが一瞬で赤くなる。

　そして首を傾かたむけてフッと笑ってくれ、手を伸のばし、私の頭をゆっくりと撫なでてくれた。

　大好きなこの人の手の重みと温ぬくもりを、久しぶりに堪たん能のうすることができたんだ。

「卒業、おめでとうございます」

「……うん、無事、卒業できました」

「あはは！　弥生さんは僕の教師生活の中で一番の問題児だったかもしれませんね～。色々とありましたから」

「もう、ひどい！」

「でも、全部いい思い出です」




　私の頭を撫でていた先生の手は、頭から耳へとそっと私の肌はだに触ふれながら頰まで落ちてきた。

　そして、その大きな手で私の頰をすっぽりと包んでくれる。




「あなたは、本当にかわいい人でした」

　私は頰に添そえられた手に頰をすり寄せ、両手で先生の手を握にぎりしめた。

　この手をようやく摑つかめる日が来たんだと思うと、触れずにはいられなかった。

「先生」

「はい？」

「せーんせ」

「だから、なんですか？」

「んー……もう、こうして制服を着て先生って呼ぶこともないんだなーと思ったら、呼びたくなったの」

「ははっ。確かに」




　この学校の制服を着ることも今日で終わりだ。

　そして制服姿で先生と会うことになるのも今日で終わり。

　次からは私は教育者の卵としてここに戻もどって来るのだから。

「私、絶対に教師になってここに戻って来るね」

「はい、期待して待っています」

「えへへ。嬉うれしい」




　頰に添えられた先生の手にネコみたいに頰を摺すり寄せながら、甘えてみる。

　そんな私の想おもいに気付いてくれたのか、先生はさらに近寄って来て自由だった左手を私の背中に添えてきた。

　そして強く引き寄せ、私を抱だきしめてくれた。

「せ、せんせ……！」

「待っています。ちゃんと、弥生さんのことを待っていますから。僕もあなたのことだけをこれからもずっと想っていますからね」

　先生は私の額に自分の頰を寄せ、しっかりと私の耳に愛いとしい声を届けてくれた。

「弥生さん、あなたのことが好きです。好きだからこそ、大切にしたくて今日まで待ちました。本当に……大好きですよ」




　力強く抱きしめられ、息が苦しくなるくらいの喜びと嬉しさが体中を駆かけ巡めぐる。

　私はすでにボロボロだった先生のスーツを目め一いつ杯ぱい握りしめ、その胸の中で卒業式でも泣かなかったのに、そこで初めて涙なみだをこぼしたんだ。

「ほ、本当に……？」

「僕がウソでこんなことを言うと思いますか？」

　澄すんだ瞳ひとみで私を見下ろす先生は、はにかみながらそう告げてくれる。

　私はそれでも信じられなくて、涙を流しながら問いかけた。




「ウソじゃないよね？　本当に私のことを……その……」

「好きですよ。うん、大好きです」

　朗ほがらかな微笑みに変化した先生の表情は、晴れ晴れとしている。

「やっと言える日が来たんです。何度だって言いますよー」

　口調はいつもの都築先生の緩ゆるい口調なのに、伝えてくれる言葉はとっても甘い。

「弥生さん、あなたが好きです。キミのことばかり考えてしまうくらい、大好きですよ」

　私の頭の上では気持ちを伝えたあと、嬉しそうに笑う都築先生の声が聞こえてくる。

「ありがと……。先生、ありがとう……！」

　好きになってくれてありがとう─────

「私も……大好き！」

　もう今はこの想いだけでいっぱいいっぱいだ。

　先生の溢あふれる優やさしさと温もりを全身で感じながら、私は日が暮れるまで先生の胸の中で時を過ごした─────
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　─────それから六年の時が流れた。

　教育学部を何とか無事、卒業できた私。

　実習生時代に学んだ母校のこの高校で、英語を担当する教師として夢を叶かなえることができた。

　そして教師生活二年目の今年、新入生のクラスの副担任を受け持つこととなった。

　共に担任を受け持つのは、あれから六年経たっても何も変わっていない、この先生だ。




「あれー？　新しいクラス名めい簿ぼ、どこにやってしまいましたっけ？」

「都築先生が昨日、私に生徒の名前を覚えるようにって預けたので私が持ってます。もう、初日なんですからしっかりしてください」

「すみません～。新入生を受け持つのはやはり何度経験しても緊きん張ちようしますねー」

　相変わらず緩～い態度は変わらない都築先生。

　でも、この緩さが相変わらず大好きな私にとって、この人のそばはやっぱり居い心ごこ地ちがいいんだ。




「さてと、新入生に会いに行きますか」

「はい。あっ、自己紹しよう介かいの時、もうちょっとピシッとしてくださいね。いつも私の方が担任だと思われるんですから」

「あはは。紗南ちゃんは見た目も喋しやべり方もしっかりしてるから……」

「ちょ……な、名前！」

「おっと」

　プライベートでの呼び方で私のことを呼ぶ都築先生には、いつも冷や汗あせをたっぷりと背中に搔かいてしまう。




　せっかく私がプライベートで呼ぶ「乙哉さん」を我が慢まんしてるのに、肝かん心じんの都築先生がこんなんじゃあすべて台無しだ。

　でも、職員室でお揃そろいのマグカップでコーヒーを飲んでいたり、私の左手薬指にあるシルバーリングの存在で、わかる人にはとっくにバレているとは思うけれど。

　今日も佐渡先生に笑われながら愛あい想そ笑いで返していると予よ鈴れいが鳴り、本当に新しいクラスに行かなければいけない時間になってしまった。




「では、弥生先生、行きましょうか」

「はい！」

　弥生先生と呼ばれるのにもだいぶ慣れてきて、気合い充じゆう分ぶんに廊ろう下かを都築先生の後ろから付いて行く。

　すると、角を曲がったところで先生がピタリと足を止めた。

「先生？　どうしたの？」

　振ふり返って私を見つめる都築先生。

　その顔は、少しだけ素す顔がおが垣かい間ま見みえた、私に甘える時の顔だった。

「今日の夜、家に来れます？」

　こそっと小さな声で話すのは、二人だけの秘密の約束。

　ずっと私が夢見ていた、二人きりの時間の約束だ。

　じんわりと胸の奥があったかくなる。

　職場でこんな話をしちゃいけないと思いつつ、私も小さな声で返事をした。




「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

「やった。じゃあ、紗南ちゃんの作ったハンバーグが食べたいです」

「ふふっ、わかった。頑がん張ばって作るね」




　クラス名簿で口もとを隠して、誰だれにも内ない緒しよの大人の約束をする。

　それは私がずっと待ち望んでいた、幸せを確かめる時間の約束だ。

　幸福感に満ちた胸にそよぐのは、窓から吹ふき込んできた春の爽さわやかな風。

　見上げた空には、煌きらめく未来を彩いろどる雨上がりの虹にじが大きくかかっていた────
















（うわー、今日も走っている……）

　受験生向けのサマースクールの授業を受けている教室の窓から、私はグラウンドを眺ながめていた。

　窓まど際ぎわの席に決まった時、こんな暑いのに窓際だなんてついてないな……と思ったけれど、外の景色を眺めるのが受験勉強の気分転てん換かんにちょうどよく、一息つきたい時に窓を眺めている。

　すると、そこには背が高い男の子達が二つのグループにわかれてグラウンドを走っていて、私はその集団をよく眺めていた。

（こんなに暑いのによくやるなぁ。熱ねつ中ちゆう症しようになっても知らないよ）

　グラウンドを走るのは、バレーボール部だ。

　体育館をバスケットボール部と合同で使っていると聞いたことがあるから、この時間はバスケットボール部がメインで使用しているんだろう。

（あっ、山やま崎ざき君発見）

　先頭集団を目で追っていると、トップを走るキャプテンの山崎君を見つけた。

　山崎君は私の親友、紗さ南なの元カレの男の子。

　つい最近まで仲良く付き合っていたけれど、都つ築づき先生に自分の気持ちを告白した紗南は、山崎君を振った。

（もったいないなぁ。背も高いし顔も結構カッコいいし、何より彼女のことを一番に考えてくれる最高の彼氏だったのに）

　私は紗南の幸せを一番に願っている。

　でも、私が前に付き合っていた二ふた股また男と比べたら、雲うん泥でいの差でいい子の山崎君を振ったのは、どう考えてももったいないな……と思ってしまう。

（私だったら……とか考えちゃうよね）

　頰ほお杖づえをつき、全身に汗を流しながらランニングをする山崎君を見つめる。

　そして先生の私の名前を呼ぶ声を聞くと慌あわてて視線を黒板に戻もどし、授業に集中した。
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「恵けい子こ、今日は珍めずらしく先生から注意を受けていたよね。どうしたの？」

　サマースクールが終わって帰りの準備をしていた時、支し度たくを終えた紗南がそう言った。

　まさか「山崎君を見ていたの」なんてことは言えず、苦笑いで返す。

「今日はずっと気が抜けていたなぁ。受験生がこんなんじゃダメだよね。私、もう少し残って勉強してから帰るわ。先に帰ってて」

　せっかくのサマースクールを台無しにしてしまう自分が情けなくて、図書室に行って勉強を続けようと思い、一いつ緒しよに帰れないと紗南に謝罪のポーズをする。

　それを理解してくれた紗南は「うん、わかった、また明日あしたね。無理はしないでね」と言ってくれ、一緒に移動をしたあと、靴くつ箱ばこの前で別れた。




「あっ、飲み物を買って行こう」

　いくら冷れい房ぼうがきいた図書室でも飲み物くらいは持って行こうと思い、靴箱で上うわ履ばきからローファーに履はき替かえる。

　昇しよう降こう口ぐちを出ると、正門の近くで一人立っている紗南を見つけた。

　その視線の先はグラウンドで、バレー部員のみんなと喋っている都築先生を真っ直すぐ見つめている。




「恋こいしてるよねぇ、かわいいなー」

　その横顔は今まで見たことがないくらいかわいくて、紗南を見るだけで幸せのおすそ分けをしてもらっている気分になる。

　紗南の邪じや魔まにならないよう、にやける頰ほおを両手でおおい、私は自じ動どう販はん売ばい機きへと向かった。

「わっ……」

　歩き始めた足はすぐ止まり、その先にいる人に私の視線はくぎ付けになる。

　だって、自動販売機の前には一人で水分補給をしている山崎君がいたんだもの。

（……声をかけない方がおかしいよね）




　紗南と別れたからっていきなり無視をするなんて、人としてどうかと思うから軽く挨あい拶さつをしようと決めた私。

　気合いを入れて山崎君の方へと向かい歩き出す。




「お疲つかれ様。休きゆう憩けい？」

　私の声に驚おどろいた山崎君は目を見開き、こちらを思い切り振り向く。

　そして一いつ瞬しゆんで真っ赤な顔色になって、汗あせも大量にかき出した。

「いや、あの、別にここから見ていたわけじゃなくて、たまたま……」

「へっ？」

　山崎君が何を弁解しているのか理解できなくて、彼のもとへと行ってみた。

　すると山崎君が見ていた先には、都築先生を真っ直ぐ見つめている紗南が立っていた。

「そういうことね……」

「……アイツには言うなよ」

　俯うつむき、恥はずかしさでいっぱいの山崎君はそれ以上何も言わなかった。

　そんな彼を見て、突つき刺さすような痛みが生まれる。

　チクンと痛むこの胸の痛みには覚えがある。




　いっ君と付き合っていた時、彼が他ほかの女の子と仲良く話している姿を見て何度も経験した痛みだからだ。

　きっと山崎君は今、この痛みを経験しているのだと思うと、勝手な仲間意識が芽生えてきた。




「言わないよ。だから、気にせず続けて」

「そ、そんなことできるかよ」

「いいじゃん、まだ好きなんでしょ。紗南のこと」

「んなっ……！　そんなハッキリと言うなよ」

「その気持ちわかるよー。本気で好きだったのなら、ひどいことされてもなかなか吹っ切れない想おもいってあるよね」

　私は自動販売機の前の段差になっているコンクリートの地面に座り、そこをポンポンッと叩たたいて山崎君にも座るように誘さそった。

　ちょっと考えた彼だけど、うなじ辺りをかきながら座ってくれた。




「……俺、汗あせ臭くさくない？」

「あはは！　やだ、そんなこと気にしているの？」

「いや、だって一応女子のとなりに座っているし……いやだろ、臭におうのとか」

「山崎君、気を遣つかい過ぎだよー。ほら、そんなこと言ってないで紗南のこと見れば？　そろそろ帰っちゃうよ」

「あー……うん」

　山崎君は言葉をにごしながら大きな水すい筒とうを口に含ふくんで水分補給をする。

　さっきまで紗南を見ていた視線はもうそっちを向いていなくて、そっぽを向いていた。




「ごめん、もしかして私、お邪魔だった？　一人の時間の邪魔しちゃったかな？」

「へっ？　全然……大だい丈じよう夫ぶ。むしろ、声をかけてくれてよかったっていうか……」

「ホント？」

「ここで一人でぼうっとアイツの顔を見ていたら、気分がどんどん沈しずんでいくだけだったから……でも、見ちゃうんだよな」

「あー、わかる。振ふられたのに目で追っちゃって自じ爆ばくってあるよねぇ」

　経験者だからこそ、山崎君の気持ちが痛いほどわかる。

　盛大なため息をつく私を、山崎君はジッと見てきた。




「……山やま下したって経験豊富そうだよな」

「それ、振られる経験が豊富って意味？」

「ち、ちがうって！　恋れん愛あいとかそういうの」

　わざとイジワルに言い返すと、かなり焦あせって顔をブンブンと横に振っていた。

　そんな山崎君がおかしくて、私は声を出して笑ってしまう。




「ふふっ、からかってゴメンね。でも、振られたことがあるのは本当だよ。私も二年生の時、ひどい振られ方をしたんだー」

「そっか……悪い、いやなこと思い出させたな」

　山崎君は申し訳なさそうに謝ると、「あっ、そうだ」と、何かを思い出したのかハーフパンツのポケットをあさり始める。

　そしてそれを見つけたのか、ポケットの中から飴あめを取り出した。

「これ、よかったら食べろよ。熱ねつ中ちゆう症しよう対策に都築先生がくれた塩味の飴なんだけど、多分ウマいと思うから」

　差し出してくれた飴を一個手のひらに載のせて受け取ると、山崎君はホッとした顔をする。

「あ、ありがと……でも、山崎君……」

　その飴はずっとハーフパンツのポケットに入っていたため、夏の暑さで飴玉が溶とけ、べっとりと袋ふくろにくっついていて、取り出すだけでも一苦労しそう。




「げっ、わ、悪い。えっと、他にもあるから」

「多分、全部くっついちゃってるよ。こんな暑い日に飴をポケットに入れてちゃ、こんなふうになっちゃうよー」

　山崎君は自分のまぬけさに顔がさらに真っ赤になり、俯いてしまった。




「ねぇ、もしかして私をはげまそうとしてくれたの？」

「……女子ってスイーツとか食べたら元気が出るイメージだから。そういうのあげたら喜ぶかと思って……」

　やっぱりそうだとわかり、そしてそれを実行しようとして失敗してショックを受けている山崎君がとてもかわいくて、私は満面の笑えみを浮うかべた。

「山崎君、いい人すぎるー！」

「……でも、失敗したし」

「その気持ちが嬉うれしいんだよ。やっぱり山崎君っていいね。私、次に付き合うのなら山崎君みたいな人がいいなー」

「はっ……？」

　私の爆ばく弾だん発言に山崎君は勢いよく立ち上がり、全身で驚いていた。




「な、そ、それはいくらなんでも言い過ぎだろ……！」

「ふふっ。ごめん、冗じよう談だんだよー。だから、そんなにいやがらないで」

「いやがっているとかそんなんじゃなくって……俺、こういう話題に慣れていなくて、どう返事したらいいかわからなくて……」

「うん、だから私、紗南に山崎君のことを薦すすめたんだよー。絶対に悪い子じゃないよって。きっと紗南のこと、大切にしてくれるって思ったから」




　山崎君が誠実で真ま面じ目めな人なのは、部活に一いつ生しよう懸けん命めいに励んでいる姿を紗南と一いつ緒しよにずっと見ていたからわかっていた。

　だから、彼の良さを知っているからこそ、今、こんなふうに言えるんだ。

「……買い被かぶり過ぎだろ。実際、好きになってもらえなかったし」

　それなのに恋愛に関して自信がない山崎君はしょんぼりした顔をしながらそう言う。

　でも、その気持ちがわかる私は、同じような顔をして俯いた。




「……失しつ恋れんって辛つらいよね。私も立ち直るまで結構時間かかったもんなぁ」

「あっ、そっか。山下も失恋した経験あるもんな」

「うん。だからさ、私でよかったら話を聞くから気軽に話しかけて。紗南が一緒の時だと話しづらいと思うけど。あっ、連れん絡らく先、交こう換かんしよっか？　それならいつでも話せるでしょ」

「いいのか？」

　山崎君は驚おどろいた声を出して私を見つめる。

　私は立ちあがり、山崎君の肩かたをポンッと叩いて笑顔を作った。




「私が言い出しているんだから。気にしないで」

「……ありがとな。そう言われると、ちょっと心が軽くなった気がする」

「我が慢まんするのもカッコいいけど、たまには発散しなきゃね」

　ほころんだ表情になった山崎君に、私は鞄かばんの中に入っていたノートに自分の連絡先を書いてちぎって渡わたした。

　それを見て、山崎君は嬉しそうに口もとを緩ゆるめてからハーフパンツのポケットに入れる。

「じゃ、いつでも連絡ちょうだいね。休きゆう憩けい中にゴメンね、練習頑がん張ばって！」

　私は手を振って山崎君に言葉をかけたあと、立ち去った。

（あっ、飲み物買い忘れちゃった）

　目的のものを忘れてしまうくらい、久々に胸の中が浮かれているのを感じる。

　そして、この日から私と山崎君の秘密のやり取りが始まったんだ。
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　最初はメールだったけれど、何度もやり取りをするのがじれったくて、私の方から電話をよくするようになった。

　もちろん受験勉強が最優先だから、電話は一日に一回、それも十分ほど。

　それでも部活が忙いそがしくてキャプテンでもある山崎君にとってはちょうどいいみたいで、いつも会話には困らず、お互たがい満足感を覚えて電話を終える。

　話の内容は失恋に関してどうやったら立ち直れるかという話も出たけれど、でもそれは最初だけだった。

　四回目の電話からはたわいない世間話ばかりで、お互いに暗い話は無くなっていった。

　そんなやり取りが二週間くらい続いた頃ころだった。

『えっと、山下……』

「何？」

『あ……っと、その、夏休み終わるまでに、よかったらどっか行かねーか？』

「えっ……」




　まさか山崎君からそんなことを言ってもらえるとは思わず、私はつい身構えてしまい、スマホを持つ手が震ふるえた。

　そして胸のドキドキが止まらないまま、山崎君の次の言葉を待つ。

『紗南を誘さそおうと思って水族館のチケットを買ったんだけど、使えないまま机の引き出しの中に入れっぱなしなんだ。も、もったいないから、よかったら行こう！』




　心の中は（えー！　何、その誘い方！　元カノと行くはずだったデートのチケットで誘われても嬉しくない！）と盛大に叫さけんだけれど、女の子慣れしていない山崎君のことだ。

　一番、自然な誘い方を真しん剣けんに考えたんだろうと思うと、怒いかりより笑いの方が込みあげてくる。

「あはは！　いいよー！　もったいないからね！　一緒に行こう！」

『あっ……マ、マジでＯＫ？』

「うん、もちろん。でも、私は紗南のかわりじゃないからね？」

『当たり前だろ！　そんな失礼なことするかよ！　俺は山下を誘っているんだから！』

　その言葉を聞いて不満だった心は、一いつ瞬しゆんで花火が打ちあがったみたいにキラキラと輝かがやいたものに変わる。




　この時感じた感情は、久しぶりの恋こい心ごころだ。

　今度こそ、私は目め一いつ杯ぱい笑って恋をする相手を見つけられたのかもしれない。

　山崎君はそう思える、最高の男の子だ。

　山崎君もそう思ってくれているかな……

「ねぇ、山崎君」

『んっ？』

「お互い、今度こそ両りよう想おもいの相手と恋れん愛あいをしたいね」

『……う、うん』




　少しの沈ちん黙もくのあと、緊きん張ちようしながら返事をする山崎君の声は戸と惑まどいを含ふくみながらも、ちゃんと答えをくれた。

『俺、山下ならできると思う……』

「私も山崎君ならできると思うよ」




　そう二人で言い合い、むず痒がゆい雰ふん囲い気きが訪おとずれたのは初めてだった。

　うん、私、やっぱり山崎君とならそんな恋愛ができると思うな。

　いつか……「好き」って言えたらいいな。




　その言葉はいつか言える日までとっておこうと決め、その日は初めて山崎君と長電話をした。

　それはとても幸せな時間で、私にも明るい未来がある可能性を与あたえてくれた彼のことを思うと、たくさんの感謝と好きの気持ちが胸の中で大きくなっていった─────
















　うす暗い空からは大おお粒つぶの雨が容よう赦しやなく僕の全身を濡ぬらしてくる。

　そんな場所にいるのだから、いつまでも立っていないでさっさと校内に入ればいいものを、僕はある一人の生徒から告げられた言葉を聞いて驚き固まってしまい動けないでいた。




『……好き』

『ずっと、ずっと都つ築づき先生のことが好きだったの。山やま崎ざき君と付き合っていても、私……先生のことが忘れられなくて、やっぱり大好きで……！』




　駆かけ足で去って行った弥生やよいさんのうしろ姿を見つめながら、僕は震えた声を出した。

「えっ……えぇぇぇ……」

　両りよう頰ほおを自分の両手でおおうと、雨に濡れているせいかびしゃっと音がした。

　今、自分がとんでもない姿になっているということは理解できるけれど、それでもこの現実を受け入れられなくて、まだ動けずにいる。

「や、弥生さんが僕を……？　でも彼女は山崎君と付き合っていて……」

　それは弥生さんが自らの言葉をもって証明してくれた。

　山崎君と付き合っていても、僕のことを忘れられなかったと。

「うわっ……こんなこと……どうしたら……」




　混乱した僕は、すぐそばに落ちている傘かささえも拾わず、どんどんと熱くなっていく体温を感じながら考えを巡めぐらす。

　今まで生徒とは程ほどよい距きよ離りを保ち、いい関係を築いてきたと思っていた。

　でも、弥生さんに関しては〝登校拒きよ否ひ〟という理由があったから、特別な例で接してはいたけれど、でも、そこに恋愛感情というものが生まれるなんて思いもしなかった。

「まさか、そんなふうに見てもらっていたなんて……」




　当たり前だけど、生徒から告白なんてものをされたのは初めてだ。

　激しく高鳴る胸の音は、どんどんと大きくなっていく。

　高くなっていく熱は僕の体を駆け巡り、今にも体温は平熱を振ふり切ってどこまでも上がっていきそうだ。

　こんなことを誰だれにも相談できず一人思い悩なやみ、とにかく校内に入ると黙もく々もくと着き替がえだけを済ませて部活に戻もどり、顧こ問もんとしての仕事をこなした。
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　そして翌日、僕はしっかりと熱を出してしまった。

「微び熱ねつ……大だい丈じよう夫ぶ、仕事に行ける」

　朝起きた時にどうにも体に寒気が走り、恐おそる恐る体温計に手を伸のばし測ってみた。

　幸い微熱程度で体も動くし、思考も大丈夫そうだ。

「でも、生徒にうつしてはいけないから、マスクをしなくては」

　大会を控ひかえたバレーボール部の顧問として、大切な夏を迎むかえた受験生を受け持つ担任として、最大限の予防をしなくてはいけない。

「そういえば……弥生さんも大丈夫かな。彼女も雨に濡れてしまったから」

　昨日の彼女を思い出すと、涙なみだか雨あま粒つぶかわからない雫しずくが頰に流れていた。

　その顔を思い出すと、ずきんとした痛みが僕を襲おそう。

「そうだ、メールを……」

　以前のように、弥生さんにメールを送ろうとして躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　昨日、好意を伝えてもらったばかりなのに、心配をするようなメールを送ってしまっては思わせぶりな行動になるだけだろうと気付き、思いとどまった。

「……どうして僕なんか……」

　そして大きなため息をつき、一番の疑問を口にした。

　弥生さんくらいの年ねん齢れいの女の子からすれば、僕みたいな冴さえない男教師なんて恋愛対象になんてなるわけがないのに。




　実際、彼女も僕のことを兄みたいだと言ってくれていたし、弥生さんと山崎君はすごくお似合いだったから、微笑ほほえましいカップルだと思って見ていた。

　そんな中で、まさか彼女が僕に対してずっと好意という気持ちを持っているなんて夢にも思わなかった。




「これは真しん剣けんに考えて答えを出さないと……」

　ぼうっとする目をこすり、気合いを入れ直す。

　それでも咳せき込こむほど体調は徐じよ々じよに悪化していき、部活動が終わるころには立っているだけでも精せい一いつ杯ぱいの状態になっていた。

「ふぅ……」

　残った気力で職員室まで戻り、自分のデスクの椅い子すに座ると一いつ瞬しゆんで力が抜ぬけ、デスクに突つっ伏ぷした。

「疲つかれた……んっ？」

　視線の先には、今朝来た時にはなかった風か邪ぜ薬ぐすりの箱が置かれている。

　あれ？　僕、こんなもの買ったっけ？　と頭の中がはてなマークでいっぱいになった。




「それ、弥生さんが置いて行ったわよ」

「えっ？」

　顔を上げると、微笑んだ表情の養護教きよう諭ゆの佐さ渡わたり先生が白衣のポケットに右手を入れながら、左手で水が入ったグラスを僕のデスクに置いてくれた。




「えっ？　弥生さんが？　な、なぜそれを……」

「弥生さんは気付いていなかったみたいだけど、私、その時に職員室にいたのよ。顔面蒼そう白はくであなたのデスクにその風邪薬を置いていったわ。どっちが病人かわからないくらい、心配そうな顔をしていたわよ」

「そうなんですか……あの、彼女の具合は？　悪そうではなかったですか？」

「見た感じ大丈夫みたいだったけれど……受験生に風か邪ぜをうつしちゃダメよ。それ、よく効くって噂うわさの薬ね。早く飲んで回復しなさい」

　佐渡先生が置いてくれた水で薬を喉のどに流し込み、弥生さんの優やさしさを痛感する。

　多分、朝にでも僕の様子を見に来てくれたんだろう。

　そして、わざわざ薬を買いに行ってくれたのかと思うと、弥生さんの健けな気げさがとても嬉うれしくて、愛いとおしい気持ちが芽生えてきた。




「随ずい分ぶんと好かれているのね、あの子に。都築先生のことだから、むやみやたらに優しくし過ぎたんでしょ」

「そんなふうに言わなくてもいいじゃないですかー……」

「弥生さんにも忠告したんだけどね。あの人、優しいから誤解しちゃうわよねって。今度、私がびしっと言っておくからねって」

「あぁ……そういうことですか」




　今、佐渡先生からの話で点と点がつながった。

　どうして弥生さんは僕と佐渡先生との関係にあんなにもこだわっていたのか。

　この人とはたしかに昔は恋れん愛あい関係ではあったけれど、今はもう同じ学校に勤務している仲がいい同どう僚りようというだけなのに。生徒の間ではどうやら恋こい人びと同士だと噂になっているらしい。

　それに輪をかけて佐渡先生自身が僕との関係を親し気に話せば、弥生さんが勘かん違ちがいしても仕方のないことだ。

「だから、佐渡先生との関係を弥生さんは誤解したんですねぇ。困ったな……」

「あら、誤解されたくなかったの？」

　佐渡先生は面おも白しろいものを見つけたみたいに僕の声を拾い、絡からんでくる。

　この人は昔から面めん倒どう見みはいいけれどお節せつ介かいなところもあり、人が悩んでいる姿を見るとかなりの勢いで食いついてくるのだ。




「『僕との噂なんて放ほうっておけばいいんですよー』っていつも言っていたのに、弥生さんのことになると違ちがうのかしら？　二人の間に何かあったの？」

　ニヤニヤと楽しそうに笑いながら、佐渡先生は矢や継つぎ早に問いかけてくる。

　僕はデスクに突っ伏したまま、返事をした。




「あまりからかわないでください……」

「私は見たままを言っているだけよ。弥生さんがあなたに気があるのは知っていたけれど、あなたの方も気になっているの？　彼女のこと」

「こ、ここ職員室ですよ！」

　がばっと起き上がり、辺りを見回すと幸い近くには他ほかの教職員がいなくてホッと胸を撫なで下ろした。

「乙おと哉や君、感情が顔に出ているわよ。相変わらず、わかりやすいわねぇ」

　クスクスとからかいを含ふくんだ笑い声を出しながら、佐渡先生は興きよう味み津しん々しんで僕の表情を読み取ろうとする。

「だから名前で呼ぶのをやめてくださいってば……！　それにこれは本当にデリケートな問題なので、僕一人で考えますから。大丈夫です！」

　うつろな目を何とか見開き、佐渡先生を真っ直すぐに見上げた。

　すると、佐渡先生は目を見張り驚おどろいた顔をしたあと、ニッコリと笑った。




「ふふっ。男らしいとこ見せちゃって。でも、本当に大丈夫そうね。まぁ、相談ならいつでも乗るわよ、かわいい後こう輩はいのためですもの」

　佐渡先輩はそう言うと、僕の肩かたをポンッと叩たたいて自分のデスクに戻もどっていった。

　嵐あらしが去り、僕は一息つくと、改めて風邪薬の存在を確かく認にんする。




（いつから見てくれていたんだろう。もしかして今までも僕が気付かなかっただけで、ずっと気にかけていてくれたんだろうか）

　山崎君と付き合い始めてから弥生さんに避さけられていることはわかっていた。

　だから、てっきり鈍どん感かんな僕が繊せん細さいな年ごろの彼女に対して何かやらかしてしまって嫌きらわれていたと思っていた。

（まさか、好きになってもらっていたなんて……）

　今でも信じられない、あの弥生さんが僕のことを好きだなんてこと。

　去年は嫌けん悪お感かんをあらわにして嫌われていた時期もあった。

　でも、あの頃ころは周りのクラスメイトから無実の罪を着せられて、人を信用できなくなっていたからだ。




　だから、彼女が人を避けるには何か理由があってのことだ。

　深い理由もなく、人を避けるなんてことは絶対にしない子だ。

　どうしてそのことに気付かなかったんだろう。

（僕への気持ちを忘れるために山崎君と付き合っていたんだとしたら……）




　それが事実なのだとしたら、そんなに必死になってまで僕のことを諦あきらめようとしたんだ。

　僕が教師だから、佐渡先生と恋人同士だから、離はなれなければいけないと思ったんだろう。

（でも、それが山崎君と付き合う理由だなんて、僕にとってはものすごく複雑な心境ですよー……）

　大切な生徒同士だからこそ、二人とも幸せになってもらいたい。

　でも、今は自分の存在が二人の心を傷つけている。

（だったら、弥生さんの僕への気持ちを諦めさせればいいじゃないか。それなのになぜ、それを躊ちゆう躇ちよしているんだ、僕は……）




　たとえようがないこんなモヤモヤとした感情は初めてだ。

　一向におさまる気配はないこの気持ちと共に思い出すのは、やっぱり昨日見た弥生さんの雨に濡ぬれた泣き顔。

　僕が初めてかわいいと思ったあの笑え顔がおを壊こわしてしまったことが、何よりも辛つらい。




「……また、笑ってもらいたい」

　本音がポツリと独り言で出てしまい、慌あわてて口を手で塞ふさぐ。

　誰だれにも聞かれていないことに安心して、僕はデスクに置いてある風か邪ぜ薬ぐすりを手に取った。

（まず、お礼を言い、そして、その時に僕の気持ちも伝えなくては……）

　そのためには、まだまとまっていない自分の気持ちにちゃんと向き合わなくてはいけない。

　この想おもいをきちんと伝えるのが、大人である僕がやるべきことだ。

「お先に失礼します」

　それには、まず体調を戻さなくてはいけないから、今日は仕事を切り上げ、早く帰宅して体を休めることに専念すると決めた。

「お大事に」

　佐渡先生にそう言ってもらい、他の先生方とも挨あい拶さつを交かわすと、まだ日が明るいうちに真っ直ぐに家に向かった。
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　─────そして翌日。

「うん、かなり体調は戻ってきた」

　昨日とは格段に違う目覚めの良さに、弥生さんがくれた風邪薬がかなり効いたのだろうと実感する。

　動けるうちに体を動かし、今日は昨日できなかった仕事を学校でやろうと思い、早くに家を出た。

　まず、今日の練習メニューを作成するため、体育館に向かう。

　すると、体育館の出入り口の扉とびらの前に、僕よりも早く来ていた部員がいた。

「山崎君……」

　扉の前で練習着に着き替がえて待っていたのは、バレーボール部のキャプテンの山崎君だ。

　正直、どんな顔をして会えばいいのか正解がわからず、僕はただ名前を呼ぶことしかできなかった。




「都築先生、はえー」

「えーっと……山崎君も……どうしたんですか？　こんな早くに」

「んー……家にいてもやることないから、自主練しよっかなって」

「はは、偉えらいですねー」

「まっ、本音は落ち込むからっていう理由だけど」




　その言葉を聞き、僕は扉を開けようとしていた鍵かぎを持つ手の動きを止めてしまう。

　何に落ち込んでいるのか……聞くのが怖こわい気もするけれど、でもいずれわかってしまうことだろう。

　ここは大人として逃にげてはいけないと思い、僕は山崎君の方をしっかりと向いた。

「……山崎君、あの実は……」

「先生、紗さ南なから告白されたんだろ」

「えぇ？　な、なぜそれを……！」

　こっちはどう言い出そうか言いよどんでいたのにさらっと山崎君の方から言われ、朝だというのに大きな声を出してしまい、彼に笑われてしまう。




「昨日、本人から聞いた」

「えぇぇ……」

「それで別れたよ、俺達。紗南、どうしても都築先生のことが好きなんだって」

　淡たん々たんと語る彼の口調がとても無理をしているようで、何も言葉を返せない。

　口を魚みたいにパクパクと開けていると、さらに山崎君に笑われてしまう。

「先生のその様子だと、アイツの気持ちにマジで気付いていなかったみたいだな」

「き、気付きませんでしたよ。だって、弥生さんは……」




　そこまで言って言葉に詰つまる。

　その先を語るには、まだ彼の傷は癒いえていないだろうから。

　でも、諦めたようにニッコリと笑う山崎君を見て、彼なりにどうにかして立ち直ろうとしているのがひしひしと感じられた。

「先生ってさ、ほんっとーに鈍感だよな。あんなにわかりやすかった紗南の気持ちに全然、気付いてねーんだから。駄だ目めだぜー、そんなんじゃ」

「それはすごく反省してます……」

　年下の生徒に𠮟しかられ、どこまでも情けない僕は素す直なおに謝り、うなじ辺りを右手でかいた。

　僕の仕草を見て山崎君は笑うと、試合の時のようにキリッとした強い瞳ひとみを僕に向ける。




「紗南はきっと、先生のことで苦しんでいると思う。だからさ、ここからはアイツとのことちゃんと考えてくれよ。じゃなきゃ、紗南はいつまでも先生のことを想っているだろうから」

「……山崎君……」

「これが俺の紗南を諦める条件だから。頼たのんだぜ、先生」




　眉まゆを下げて、でも吹ふっ切れたように語る彼はとてもカッコいい人だ。

　自分よりずっと年下の男の子がこんなにも頑がん張ばっているのだから、人生の先せん輩ぱいである僕が頑張らなくてどうする！　と、背中を押されてしまう。

　そして、そう思うのはきっと僕の中に生まれたばかりの感情がだんだんと成長してきたから、こんなふうに思え始めたのだろう。

「……それなら、任せてください。僕は僕なりのやり方で彼女を大切にします」

「先生ならそう言うと思った。やっぱ真ま面じ目めだなー。まっ、そういう先生だから安心して任せられるんだけど」

「あ、ありがとうございます」




　生徒に頼たよりにされるのは、どんな時でも嬉うれしいものだ。

　それに、これは一人の男として任せられた重大任務でもある。

　久しぶりに感じる浮うかれた感情に、また体温がぽかぽかと上がってきたのかもしれない。

（部活が終わったら、メールを送ろう。また強ごう引いんだと言われるかもしれないけれど、それでもいい）




　悲しくて辛い顔をさせてしまうのなら、照れて困っている表情を見る方がずっといい。

　それに、その顔はとってもいじらしくてかわいらしいのだ。

「都築先生、にやけてる」

「えっ？　そうですか？」

　弥生さんに会う計画を考えていると、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまうらしい。

　どうやら僕はいつのまにか、彼女に会いに行くことが楽しみで仕方がない生活を送っていたらしい。

　だから、避さけられていた間があんなに切なかったのだと、いまさらになって気付いた。

（メール……何て送ろう。まず、体調を気き遣づかう内容にして、それを理由に家庭訪問と称しようして彼女の顔を見に行こう）




　去年も、こんなふうに弥生さんに送るメールの内容を考えていたと思う。

　でも、あの頃ころと今では弥生さんに対する気持ちが全然違ちがう。

　この気持ちに名前をつけるのなら、それは〝恋こい心ごころ〟だろう。

　でも、弥生さんはまだ学生で未成年、僕は彼女が通う高校の教師であり担任だ。

　まだハッキリと言葉では伝えられないけれど、それでもいくらでも気持ちを伝える方法はある。




　弥生さんの喜ぶかわいい笑え顔がおが見たい……

　僕のその一心だけが、僕の中の勇気を奮い立たせていた。

（待っていてください、弥生さん。今日、あなたに会いに行きます。そして……）

　いつか言えるその日がきたら、ありったけの想おもいを告白させてください、と澄すんだ心になった自分の胸の中で強く誓ちかった─────
















　今日の私はいつも以上に気合いを入れて自分の部屋の姿見をジッと見つめていた。

「着き崩くずれてないよね……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　くるっとうしろを向き、深い黄色の帯の位置を確かめ、水色の椿つばき模様がきれいに見えるかもちゃんとチェックをして、この夏、初めて浴衣ゆかたに袖そでを通した自分を見る。

　そのワケは、昨日の夜、都築先生が電話で『明日あした、部活が休みになったんです。だから、花火大会に行きませんか？』と誘さそってくれたからだ。

（ちゃんとしたデートなんて初めてだ……嬉しいな）

　私と都つ築づき先生は、私が大学に進学してからお付き合いを始めた。

　恋こい人びと同士にはなれたものの、先生は高校教師と部活の顧こ問もんという二つのお仕事で毎日、時間が足りないくらい働いている。

　そして私も大学に入学してからまだ慣れない大学生活なうえ、家庭教師のアルバイトを始めたため、お互たがいなかなか会えない、すれ違いの毎日を過ごしていた。

　だから、夏の一大イベント、花火大会に一いつ緒しよに行けるなんて期待していなかったから、大声で叫さけびそうになるくらいめちゃくちゃ嬉しい気持ちでいっぱいだ。

　そんなニマニマが止まらない私に、浴衣の着付けに苦労している恵けい子こがうしろから声をかけてきた。

「紗さ南な～、お願い、手伝ってー！」

「あー、帯がゆがんじゃってる。恵子、真っ直すぐ立って」

　半泣きの恵子の声を聞き、急いで帯を正しい位置に整えると着付けに疲つかれた恵子がため息をついた。




「一人で着付けなんて難しいよー……」

「恵子が一人でやるって言ったんじゃん」

「だって、山やま崎ざき君に自じ慢まんしたかったんだもん。一人で着付けできたんだよって」

「大丈夫、これでちゃんとでき上がっているよ。恵子、かわいい」




　恵子の浴衣は大人っぽさを意識した私とは反対に、うす桃もも色いろの浴衣地に明るい赤色で描えがかれた大きな紫陽花あじさい模様だ。

　その浴衣は恵子のキュートな雰ふん囲い気きにとっても似合っている。

　私は都築先生にちょっとでも近づきたくて、わざと大人びた水色の浴衣地に椿模様の浴衣を選んだ。

「えへへ……山崎君、かわいいって言ってくれるかな？」

　山崎君のことを語る恵子は、いつもより一段とかわいい。

　高校を卒業して少し経たってから、山崎君と恵子はお付き合いを始めた。

　二人で初めて行った思い出のある水族館で山崎君から告白され、その場ですぐにＯＫしたということを恵子から聞いた。

　それからも二人は、順調にお付き合いを続けているんだ。




「山崎君って照れくさがり屋だからなかなか口には出さないだろうけど、でも、心の中ではきっとかわいいって思っていると思うよ？」

「都築先生は会った途と端たんに『弥生やよいさん、めちゃくちゃかわいいですー！』って褒ほめてくれそうだよね。いいなぁ、うらやましい」

　恵子に言われ、簡単に想像できる都築先生の姿。

　ほわほわした笑顔でキチンと嬉しい言葉をかけてくれそうで、早く見てもらいたい気持ちに拍はく車しやがかかる。




「あっ、そろそろ行かなきゃ！」

　恵子がスマホの時間を見て、急いで浴衣用の小さな鞄かばんを持ち、その中にスマホを入れる。

「じゃあね、紗南、先に出るね！」

「うん！　いってらっしゃい」

「お互い今カレとの初めての花火大会、楽しもうねー！」

「け、恵子……！」

　ここは私の家で一階にはお母さんがいるから、今の会話を聞かれていたらと思うと冷や汗あせがドッと出る。

　恵子は「ごめん」と片手をピンと伸のばした謝罪のポーズをしてから、部屋を出て行った。




「もう、恵子ったら浮かれすぎだよ」

　偉えらそうに恵子のことを言うけれど、私だって心の中ではそれは今すぐにでも家を出たいくらい浮かれている。

　早く、都築先生に会いたい……

　そんな考えばかりが私の頭の中のほとんどを占しめている。




　メイクの色をチェックして、ハーフアップのお団子頭もちゃんとして崩くずれていないかを何度も確かく認にんしていると、やっと私も家を出る時間になった。

　お母さんに「いってきます」と声をかけると、「楽しんできなさい」と含ふくみ笑いで送り出される。

「絶対さっきの会話、聞かれていたな……」

　お母さんに恋れん愛あいの話を聞かれるなんて、かなり胸の中がこそばゆい。

　それでも温かく送り出してくれたお母さんに感謝をして、一秒でも早く都築先生に会いたいと、早足になって待ち合わせ場所まで向かった。
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　待ち合わせ場所は、最も寄より駅から二つ先に行った駅近くの、この辺りでは大きな神社の鳥居の前だ。

　花火大会までは時間があるのに、すでに混雑した中で私は先生を待った。

（すごい人だな……先生、私のことわかるかな？）

　周りの女の子を見み渡わたせば、私と同じような浴衣姿と髪かみ型がたの子ばかり。

　この中で先生は私を見つけることができるのかな？　と心配になってくる。

「メールしておこうかな」

　目印になるように、自分の浴衣の柄がらと色をメールで送ろうとした時だった。

　少し離はなれた先から「……弥生さーん」と私の名前を呼ぶ声が聞こえてくる。

「へっ？　えっ？　先生？」

　それはうしろの方から聞こえてきて、振ふり返ると人ひと混ごみの中を私めがけて真っ直ぐ走って来る都築先生が見えた。

「すみません、待たせちゃいましたねー」

　周りがざわざわと騒さわがしい中でも、先生の声だけはしっかりと聞こえてくる。

　私の目の前で止まった先生は、おでこに汗を流してしまうくらい急いで待ち合わせ場所まで走って来てくれた。

　そんな姿を見て、うわぁ……都築先生だ……と久しぶりに会えた喜びを嚙かみしめる。




　先生はおでこの汗を拭ふくと、私の姿を上から下までじっくりと眺ながめた。

「……うん、かわいい」

「はっ？」

「浴衣ゆかた姿ですよー。かーわいいですねぇ。弥生さんの大人っぽい雰囲気によく似合ってます」

「あ、ありがと……」




　先生の感想は、恵子の言った通りだった。

　先生はストレートな言葉で私の浴衣姿を褒めてくれた。

「花火大会に浴衣姿で来てくれると嬉うれしいですねぇ。夏って感じがします」

「先生も浴衣を着てくればよかったのに」

「学校からそのままここに来たので余よ裕ゆうがなくって……でも、来年こそはお揃そろいで浴衣を着たいですね」

　先生が期待したような瞳ひとみで私に問いかける。

　来年の約束をしてくれることが嬉しくて、私は思いっきり首を縦に振った。

　そんな私を見てクスッと笑うと、先生はそっと自然に手を繫つないできた。




「わっ……」

　あまりにも当たり前のように繫いできたから、目を見開いて驚おどろいてしまう。

「こんな人混みの中ではぐれたくないので、手くらい繫ぎましょう」

　そう言って、ゆっくりと歩みを始める先生に付いて行く私。

　緊きん張ちようと驚きと喜びで手汗とかすごくヤバい……！




「あの、先生こんなことして大だい丈じよう夫ぶなの？　誰だれかに見られたらどうするの？」

　いくら地元から離れている花火大会とはいえ、先生と元生徒の私が手を繫いで歩いているなんて、もし知っている人にでも会ったら先生の立場が悪くなってしまう。

「こんなに大きな花火大会なんですから、僕達に気付く人なんて滅めつ多たにいないですよー。それに繫ぎたいんです、僕が。こんなことを気にしていたら、これからどこにも出かけられませんよー」

　これから……という言葉に、すごく敏びん感かんに反応してしまう。

　そうだよね、これからはずっと一いつ緒しよにいられるんだから、いちいち気にしていたら、先生とのデートも楽しめない。




「うん、わかった。私も、手……繫げて嬉しい」

　素す直なおに気持ちを伝えると、満足そうに私を見下ろす先生の優やさしい瞳がある。

　その微笑ほほえみに笑え顔がおを返すと、先生はいいことを思いついた、というふうに人差し指を立てた。




「あっ、それでも心配なら僕のことを先生って呼ぶの、これをきっかけにやめましょうか」

「えっ、何て呼べばいいの？」

「僕の名前、知ってます？」

　名前……と聞かれ、どきんと胸の中で小さな爆ばく弾だんが弾はじける。

　先生の名前はもちろん知っている。

　まだ高校生だった時、絶対に忘れない様に頭の中で何度も唱えていたから。

「……都築乙おと哉やさん……でしょ？」

「おっ、正解ですー。それなら、僕のことはこれからそう呼んでくださいねー。僕もこれから紗南ちゃんって呼びますから」

「ちゃ、ちゃんづけ？」

「おや、ダメですか？」

「やだ、子どもっぽい！」




　私の反応の方が子どもっぽいと思うけれど、立ち止まって反はん抗こうしてしまうくらい「ちゃんづけ」には怒いかりを感じてしまう。

　先生は私のそんな態度に悩なやみ、立ち止まってしまった。

「うーん、僕としてはさんづけより紗南ちゃんの方が好きというか……ほら、紗南ちゃんは僕の中でかわいい女の子なんですよ。だから、そう呼ばせてくれたら嬉しいんですけど……ダメですか？」




　私の機き嫌げんをうかがうように顔を覗のぞき込んでくる先生……乙哉さんは、願い事をするように私の手を取り私にお願いしてくる。

　顔を覗かれた距きよ離りが近くて、顔に熱が集まった私は恥はずかしくてぷいっと横を向いてしまう。

「い、今はとりあえずそれでいい……」

「おぉー、よかった！　じゃあ紗南ちゃん行きましょうか。あっ、お腹なか空いてますよね？　夜店で色々買って食べながら、花火が見える場所まで行きましょう」




　まるで語ご尾びに音おん符ぷが付きそうなくらいご機嫌になった乙哉さんは、私の手を優しく引き、どの夜店のメニューが食べたいか色々と聞いてくれる。

　私はどれも魅み力りよく的に映る夜店に目移りしながら、定番のたこ焼きやイカ焼き、綿わた菓が子しやベビーカステラなど買ってもらい、イチゴのかき氷を食べながら乙哉さんのそばを離れず一緒に歩いた。




「紗南ちゃん、疲つかれてませんか？　慣れない下げ駄ただと歩きづらいでしょう？」

「大丈夫。鼻はな緒お擦ずれ防止のために、親指と人差し指の間に絆ばん創そう膏こうを貼はってるから」

「そうですか。もし、痛くなったらいつでもおんぶするので言ってくださいねー」

「そ、それはもうしなくていい！」

　真しん剣けんに心配してくれているのか、からかって言っているのかわからないけれど、そんな会話をしながら花火がよく見える目的地までやってきた私達。

　そこは高台になっていて、花火を見るのに遮さえぎる建物が何もない絶景の場所だった。

　空はもうとっくに暗くなっていて、いつ花火が上がってもいいくらいの色になっている。

　ただ、花火を見に来た人達はみんな同じことを考えていたのかここに人が集中していて、さらに混雑していた。




「紗南ちゃん、大丈夫ですか？　花火、見えそうですか？」

　人に埋うもれそうになった私を心配して、乙哉さんが声をかけてくれる。

　私は少し苦しいけれど、頑がん張ばって返事をした。

「うん、大丈夫。ちゃんと見えると思うよ」

　平気そうに返事をするけれど、男女問わず色んな人の腕うでや肩かたが私の体に当たり、とても居い心ごこ地ちが悪い。

　イラ立ちが募つのるけれど、せっかく乙哉さんと初めての花火大会を見に来たのだから、不ふ機き嫌げんな顔は我が慢まんした。




「ちょっとごめんなさい」

　乙哉さんは周りの人に謝罪の言葉を言いながら、体勢を変えて私のうしろに立つ。

　何をやっているんだろう？　と不思議に思っていると、乙哉さんの両腕がうしろから伸のびてきて、私の体ごと包んでくれた。

　これ、うしろから抱だきしめられている体勢だ！




「せっ……先せ……じゃなくって、お、乙哉さん……？」

「これなら他ほかの人の腕とか当たらないでしょう？　痛かったですよね、気が付かなくてすみません」

「でも、これじゃ乙哉さんに全部当たっちゃう……！」

「僕は男なので大丈夫です。それにいやなんですよ、他の男の体が紗南ちゃんに当たるの。僕の勝手なヤキモチなので、気にしないでください」

「……っ！」




　ヘラッと笑いながら、乙哉さんは当たり前のようにそんなことを言う。

　乙哉さんから甘い言葉をもらうのに慣れていない私はうまく返事ができず、顔を赤くしたまま黙だまってしまう。

　そして乙哉さんは腕うで時ど計けいに目をやり、時間を確かく認にんした。

「そろそろ始まる時間でしょうか～。花火大会なんてすごく久しぶりなので楽しみです」

「あんまりお祭りとか来ないの？」

「毎年、学校の生徒が羽目を外し過ぎないか見張らなくてはいけないので、花火を見る余よ裕ゆうなんてないですからねー」

「そっか……今日は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「毎年、監かん視し役をしているので、今年は代わってもらいました。だって、今年くらいはゆっくりと見たかったんですよ。キミと一緒に」




　うしろから抱きしめられ、会話がはっきりできるように耳元のすぐそばにある乙哉さんの口から、私を甘やかす優しい声が聞こえてくる。

　もう、夏の気温以上に私の体温は上じよう昇しよう中だ……！




「……何か、乙哉さん……いつもと違ちがう……」

「そうですか？」

「積極的過ぎて……照れくさい」

「あー、なるほど。これは夏のせいですかね？　そうか、こうして二人っきりでいられるから、浮うかれているのかもしれません。僕はしょうがない大人ですねー」

　私の頭の上で陽気に笑う彼の声が聞こえてきて、緊きん張ちようの方が勝まさっていた私の胸の中はその笑い声のおかげで少しずつ緊張が解けていく。

　だから、一いつ緒しよになって笑うことができた。

「ううん、私も浮かれているよ。浴衣ゆかたを着ていた時からずっと、乙哉さんのことばっかり考えていたから」

　真っ直すぐ彼の顔を見上げるのは恥ずかしかったから、うつむき加減で乙哉さんの方を見上げる。




　すると、思いのほか近くに彼の顔があり、驚おどろいて肩がビクッと上がった。

　暗い夜なのに、しっかりと乙哉さんの表情が見えるくらいの位置に顔があり、熱で昂たかぶる。

「僕もそうでしたよ。仕事が終わったら、早く会いたくて取る物も取りあえず紗南ちゃんとの待ち合わせ場所に向かいましたから」

「うん……ありがと」




　騒さわがしい人ひと混ごみの中、好きな人の声だけがしっかりと私の耳に聞こえてくる。

　久しぶりに乙哉さんにギュッと抱きしめてもらって嬉うれしくて、私は全身を彼に預けた。

「紗南ちゃん」

　乙哉さんの声が顔の輪りん郭かくのすぐ近くで聞こえてくる。

（わっ……キス……？）

　こんなところでキスをしようだなんて、今日の乙哉さんはやっぱりおかしい……！

　でも、強ごう引いんな行動も好きな人にされると嬉しくて、私は思い切って目をつむりその瞬しゆん間かんを待った。

　そして……




　ドーン！　と、鼓こ膜まくにビリビリと響ひびくくらいの光と轟ごう音おんが空に華はなやかに咲さいたあと、小こ雨さめのように火花が地面に降り注ぐ。

「うわっ！」

「きゃあ！」

　私と乙哉さんは驚きで顔が離はなれ、そっちの方に二人とも顔を向ける。

　轟音と光の雨はそのあとも打ち上げられ、とにかく鮮あざやかな色の連射は怒ど濤とうのよう。

　私達が二人の世界に入っている間に、花火大会が始まっていたんだ。




「あー……すみません。一発目の花火、見み逃のがしちゃいましたね」

　乙哉さんが申し訳なさそうに私の顔を覗のぞき込んで謝る。

　私は何だかこのムードがおかしくて、ぷはっ！　と笑い出してしまった。

「せっかく花火大会に来たんだから、花火を見ようよ。ほら、すごくきれい！」

　轟音がこだまする中、乙哉さんに向けて大声で話す私。

　乙哉さんも笑って返事代わりに何度も頷うなずいていた。




　花火は本当にきれいだった。

　地元の雑誌にはもちろん掲けい載さいされ、テレビ中ちゆう継けいもされるくらい有名なここの花火は打ち上げの数がとにかく多くて、最大二万発も上げるというのだから驚きだ。

　大型の花火の連射のあとは、色んな形と色とりどりの花火が打ち上がる。

　難しい曲線を描えがく花火が上がると、驚きと感動の声があちらこちらから聞こえてくる。

　見ている人達はみんな花火のトリコになっていた。

　そんな中、私の耳のそばからは緩ゆるやかに喋しやべる乙哉さんの声が聞こえてきた。




「花火ときれいな浴衣姿の紗南ちゃんを一緒に見られるなんて、すごく贅ぜい沢たくですよねー」

「もう！　そういうの恥はずかしい……！　は、花火に集中して！」

「照れる紗南ちゃんもかわいいです」

　この夏の暑さにやられちゃったんじゃないかってくらい私に甘い乙哉さんに、今日は本当に振ふり回される。

　私はせめてもの反はん抗こうに、彼の腕うでをポカポカと叩たたいた。

「わっ、次、すごいですよ！」

　そんな彼もさすがにフィナーレの花火の勢いに魅み了りようされたのか、叩いていた私の手を取り、光り輝かがやく花火を真っ直ぐに見つめた。




　この花火大会のフィナーレは八千発の花火が一いつ斉せいに打ち上げられ、真っ暗だった夜空が昼のように明るくなる。

　周りからは感激の叫さけびや感動の声が自然と漏もれていた。

　私もその勢いに圧あつ倒とうされ、乙哉さんの腕をギュッと摑つかんで離せないでいた。

「きれーい……」

「これは本当に……すごいですね」




　お互たがいの顔は花火の光で照らされ、瞳ひとみの色もキラキラと輝いている。

　そんな乙哉さんの横顔を見上げていると、こちらを見下ろした彼と視線がぶつかる。

（あっ、目が合った）と思ったのも束つかの間、すぐに乙哉さんの顔が近づいてきて、おでこに柔やわらかい感かん触しよくが当たった。

「ひゃっ！」

「さっきできなかったので」

　そう言いながら片目をつむってニコッと笑い、人差し指を私のおでこに当てる乙哉さん。

「こ、こんなこと、今までしなかったのに……」

　花火が終わり、拍はく手しゆ喝かつ采さいの中、私は乙哉さんについ疑問をぶつけてしまった。

　でも、乙哉さんは不思議そうな顔をするだけだ。




「だってもう今は先生と生徒ではないでしょう？　僕だって好きな女の子にはいつでも触ふれていたいですよー」

　あっけらかんとそう言う乙哉さんに、私は返す言葉がない。

　今までの先生らしくない……というより、これが先生じゃなくて私の彼氏である、乙哉さんの姿なんだ。

　先生じゃないプライベートの彼はこんなに甘い人なんだと気付くと、両手で顔をおおいたくなるくらい気き恥はずかしくなり、そして嬉しくてたまらなかった。




「うぅー……ズルい。先生、ギャップがあり過ぎ……」

「あっ、先生って言いましたね？　ダメですよーもうキミの先生は卒業したのですから」

「わ、わかってる」

「僕のこと、何て呼ぶんでしたっけ？」

「……乙哉さん」

「うんうん、いいですねぇ。キミから先生じゃなくて名前で呼ばれるの。本当に僕だけの紗南ちゃんになったんだなーって感激です」

　かなりご機き嫌げんな顔になりながら、独どく占せん欲よく丸出しの言葉をあっけらかんと話す。

　私の担任をしていた時の彼と同一人物なのかと疑ってしまいそうになるくらいだ。




　でも、これが私だけが知っている都築乙哉さんの姿なんだと思うと、今ここで「幸せだー！」って叫びたくなるくらい、気分が高こう揚ようしてたまらない。

　でも、実際に叫ぶわけにはいかないから、乙哉さんの腕にギュッとしがみつき、頰ほおをぐりぐりと押し付けて甘えた。




「おっ、やっと紗南ちゃんも素す直なおに甘えてくれるようになりました？」

「……うん。夏のせいで、私も浮かれているんだよね」

　乙哉さんと同じ様な言い訳を言うと、彼は嬉しそうに笑う。

　そして私達は花火大会が終わって帰るお客さん達の流れにそって、二人で歩き出した。

　浴衣ゆかた姿の私ははき慣れない下げ駄ただから、乙哉さんは私の歩くスピードに合わせてゆっくり歩いてくれる。

　そして、花火の感想を語り合いながら、待ち合わせ場所までゆっくりと帰ってきた。

　あぁ、もうこれで終わりだな……と思うと、激しい寂さびしさが濁だく流りゆうにように襲おそってくる。

　その波にさらわれないように、今の私は堪こらえるのに必死だ。

「あの、紗南ちゃん」




　暗い気持ちになりかけていた私に、乙哉さんは様子をうかがうように声をかけてくる。

　来たばかりの頃ころに比べて人が少なくなったこの場所は、小声でも彼の声は私にキチンと届いた。

「何？」

「時間……その、もう帰らなきゃいけない時間ですよね？」

「あっ、うん。お母さんには花火大会が終わったら帰るって言ってあるから……」

「あー、そうですか……そうですよね」




　乙哉さんは自分に言い聞かせるように何度も頷うなずく。

　でも、私をチラッと見る顔は眉まゆが下がっていて、何かを悩なやんでいるように見える。

　そして小さなため息をつくと、意を決した顔をして真正面に向き合った。

「えー、こんなことを大人である僕が言っちゃダメだとわかっているんですよ？　でも、どうしても我が慢まんできなくて……」

　乙哉さんは頰をピンク色に染めると、決意した顔を困った表情に変える。

　それでもちょっと期待を含ふくんだ瞳を私に向けているから、私の胸の中もドキドキが止まらなくなり、彼の腕をさらに強く摑つかむと次の言葉を待った。




「その……よかったらもう少し一いつ緒しよにいませんか？　まだ、キミを帰したくないんです」

　前まえ髪がみをクシャッとかき上げて、乙哉さんは困り果てた顔になっていた。

　言ってしまったことを少し後こう悔かいしているみたい。

　でも、私の気持ちは乙哉さんとは正反対だ。

　まだ一緒にいたいなんて嬉うれしいワガママを言ってくれて、飛び上がるくらいに喜んでしまっている！




「わ、私も……？」

「へっ……」

「私ももっと一緒にいたい！　離はなれたくない！　帰りたくない！」

　思いつくまま、自分のワガママを興奮しながら言ってしまった。

　その勢いに乙哉さんはひるむどころか、口を開けて笑いながら喜んでくれる。

「よかった……同じ気持ちで嬉しいです」

「うん……うん、私も嬉しい！」

　顔色が真っ赤になっているだろう私を見て、乙哉さんも顔をほころばせる。

　そして、私の頭を撫なでながら言い聞かすように優やさしく声を出した。




「じゃ、あともう少しだけ一緒にいましょうか」

「……少しだけ？」

　不満げに口をとがらせて、乙哉さんを上うわ目め遣づかいで見つめる。

　すると、「うっ……」と言葉を詰つまらせて、彼は困こん惑わくした表情になった。




「困らせないでください～。キミのことを大切にするって誓ちかったじゃないですかー」

「そうだけど……」

「だから、最後まで誓いは守らせてください。これからいっぱい時間はあるんですから。だから、今日はほんのちょっとだけ延長しましょう」

「じゃあ、これからどこに行くの？」

「そうですねぇ、ゆっくり散歩でもして帰りますか。紗南ちゃんと並んで歩いて、たっぷりとお話がしたいです」

「散歩……」

「あっ、散歩だなんてつまらないですかね？　若い子ってどんな遊びをするんでしょうか？　僕、そういうことに疎うとくて……」

　私ががっかりしたと思ったのか焦あせる乙哉さんを見て、この人のこういう素直で緩ゆるいところは変わらないな……と思うと、ホッと安心した。

　やっぱり、彼のとなりにいるのはものすごく居い心ごこ地ちがいい。




「ううん、散歩でいい。私もたくさんお話がしたい。昔のこととか、今のこととか、これからのこととか……」

「あぁ、そういうのいいですね。じゃあゆっくりと帰りましょうか。……一緒に」




　私が摑んでいた彼の腕うでから私の手をとり、指と指を絡からませて恋こい人びとつなぎの状態にしてくれ、二人で静かに歩き出す。

　その夜、語り合ったのは私の高校生活の話や、今の大学のこと、そして乙哉さんからは私の母校でもある彼の勤務先の生徒のことなど、話題はつきなくてずっと二人でお喋しやべりをした。

　そして、これから……未来の話になると、お互たがいに自然と頰に熱が集まる。

　ただ、これからもずっと一緒にいようね。と、それだけは強く誓い合った。

　花火の代わりに無数の星の光が瞬またたく夏の夜空の下もと、乙哉さんと私の忘れられない夏の思い出ができた─────
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　お久しぶりの方も、初めましての方もこんにちは。りぃです。

　この作品は、エブリスタ小説大賞「別冊フレンド原作賞」を受賞し、現在も「別冊フレンド」にて鈴すず峰みねあおいさんの素す晴ばらしくも可愛かわいい絵でコミカライズが連れん載さい中です。文庫版でも鈴峰さんはとっても美しい絵で表紙を描えがいて下さいました。本当にありがとうございます！

　このお話は、今までたくさんのお話を書いてきた私の中でも、ひときわ思い入れが強いです。引きこもりの女子高生、紗さ南なちゃんが主人公ですが、私自身も短い期間ですが引きこもりの生活を学生の時に経験しております。このお話を書いている時、当時思おもい悩なやんだことを必死に思い出して、書き続けました。エブリスタで連載していた時は読者様から「学生の時、先生に恋こいをしていました！」という意見などがあり、とても楽しいこともありました。小説もコミカライズも、最後までどんなことでもいいから共感して楽しんでもらえたら、とても嬉うれしいです！

　最後に、いつもお世話になっております角川ビーンズ文庫の担当様、編集部の皆みな様さま、エブリスタの運営の皆様、全すべての関係者の皆様、私のお話を読んで下さっている読者様、本当にいつもありがとうございます！　これからも頑がん張ばり続けます！
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約やく束そくはキミと陽ひだまりの教きよう室しつで
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装幀者／micro fish












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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